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体育教師教育における模擬授業の効果に関する事例研究

一二大学で行なう模擬授業の授業評価と授業に対する意識に注目して一

木山慶子(群馬大学教育学部)

野 田 耕(九州共立大学スポーツ学部)

浜 上 洋平(帝京大学医療技術学部)

A case study on the effect of“trial teaching" on students' 

consciousness of class design in a physical education teacher 

education program， based on students' class evaluations 

Keiko Kiyama1
)， Koh Noda2)， and Yohei Hamagami3

) 

Abstract 

The purpose of this study was to examine how trial teaching affects students' consciousness of the design of physical eduα-

tion classes. The results were gathered仕om仕'eedescriptions on a reflection sheet and students' class evaluations of the teach-

ing by two universities. 

The results are summarized as follows: 

1. In each comprehensive class evaluation， trial teachings were rated highly. 

2. With regard to teacher behavior， although “monitoring" was rated highly， the results indicated a lack of “questioning"“indi-

vidual feedback" and “corrective feedback." 

3. In two甘ialteachings， motor leaming time was ensured and management time was reduced. 

4. The contents of the free descriptions concentrated on “content to learn" and “teacher activity，" indicating that the student's 

attention was focused on these points. Descriptions of “evaluation" or “interrelationship between students" did not appear in 

the students' reflection sheets. 

The results indicate that students' practical teaching ability gradually improved. Moreover， it may be inferred that students 

developed a more multifaceted consciousness of the design of physical education classes through the trial teachings. 

Key words: trial teaching， class evaluation， reflection， physical education teacher education program 

1 .はじめに

体育教師教育における模擬授業は.導入する大学の増

加によってその効果が裏付けられているといえる.教育

のアカウンタピリティは，学習者の学習成果を問う.そ

の学習成果を生み出すには.r教師Jの重要な役割は自明

であり.よって質の高い教師教育が求められている.r効
果的な教授技術」を身につけることもその一つである.

シーデントップ (988)は.r大学の教室の椅子に座って

教授に関する講義を聴いているだけでは.教師に必要な

専門技術は発達しない.…中略…技能改善を生み出すの

は適切な条件の下での教授技能の実際的練習である.J 

1) Faωlか01Education， Health & Physical Educatioll. Clmma University， 4・-2Aramaki-machi， Maebashi Ciか~ Cunma， 371-8510 
2) Detarlment 01 storls Science， Faculty 01 storls Science.均IUS戸母'oritsuUniversity， 1・8Jiyugao.初，均hatanishi-ku，Kitakyushu Ci，以

Fukω'ka， 807-8585 
3) Detarlment 01 storl and Medical Science， Faculty 01 Medical Technology Teikyo Ulliversity， 359， Olsuka， Hachioji， Tokyo 192・0395



2 九州体育・スポーツ学研究第29巻第I号平成26年11月

と述べている.明確な目的とそれを実現する精確な方法

に基づき，意図的に熟慮された条件を整えて実践される

模擬授業は.体育教師を育てる効果的な方法となる.

2006年，中央教育審議会答申において.現状の教員の

資質能力が改めて問い直されているとの指摘がなされ.

この課題に対する具体的な方策のーっとして，教職課程

の質的水準の向上が提言された.また問答申は.大学に

おける教員養成を担う教員に対し「大学の教員の研究領

域の専門性に偏した授業が多く，学校現場が抱える課題

に必ずしも十分対応していない.また.指導方法が講義

中心で.演習や実験，実習等が十分ではない，教職経験

者が授業に当たっている例も少ないなど実践的指導力の

育成が必ずしも十分でない.などの課題があるJと厳し

い批判を行なった.

梅野ら (2010)は， r実践的指導力Jを高めるために

は， r技術的実践Jと「反省的(省察的)実践Jの同時性

を認識する必要があるとし.教師の感性的省察を磨くこ

と.授業振り返りを常に展開すること，を研究課題に据

えている.木原ら (2010)は， r実践的指導力」の変容過

程を探求すると同時に学部教育における模擬授業の実施

を中心とした「実践的指導力Jを養成する体育教師教育

プログラムを探求しており.体育における模擬授業の意

義や効果を①「授業の基礎的条件jに関わる教授技術の

習得.②「省察jする力の養成，③体育授業に必要な知

識(体育の授業を観察する観点.指導する教材)の習得

であるとしている.模擬授業の実施の時期に関しては.

木原ら (2007)や小松崎 (2010)が，教育実習前の模擬

授業の必要性について言及している.教育実習に臨む前

の大学での模擬授業の体験による学びは，教育実習での

体育授業の観察の視点の獲得や.体育授業運営の基本的

な事項を学習する場として重要であるという.教育実習

生は実習において指導教員の授業を観察し.よりよい学

習指導について学ぶ経験を積むことができるが.その際

に実習生が授業の観点を持っていないため，何を見てよ

いかわからないというのである.また，藤田 (2013)は.

教育実習後に行なう模擬授業の成果について検討してい

る.あらかじめよい体育授業を成立させる条件に対する

認識の育成を意図して作成・編集した模擬授業の授業映

像を視聴し省察することによって.授業の内容的な部分

に対する理解を深めることができると結論づけ.このよ

うな模擬授業は.教育実習において授業の実践を経験

し授業のイメージを形成できる段階にある学生に有効

であると述べている.

現在.体育教師教育における模擬授業は.実践的指導

力の育成，教科に関する指導力や授業省察力の育成か

ら，多くの教員養成課程を有する大学で導入されてい

る.その実践方法に関しては.大学ごとに詳細は多様で

あり.いつ.誰が.どのように行なうか.大学の実情に

合わせて教員が試行錯誤を重ねているといったところで

ある.

これら模擬授業の重要な意義の一つである「省察力の

育成Jについて.その具体的な方法には.授業評価シー

トの活用.授業の組織的観察， リフレクションシートの

活用などがあげられる(長谷川， 2010). また.形成的授

業評価，観察者チェックリスト，教師の相互作用行動観

察法，期間記録法などを集約したサマリーシート(小松

崎， 2007)による振り返りの活動も提案されている.日

野 (2003)は.模擬授業において.よい授業の基礎的条

件である「授業の勢いJや「授業の肯定的雰囲気」に関

連した項目で作成された授業評価，加えてレポートを用

い.授業の反省(評価)を行なっている.徳永 (2009)

は，模擬授業による体育授業づくりの意識形成につい

て，リフレクションシートにおける自由記述の内容から

振り返りを行なっている.

一方で.模擬授業の課題についても指摘は多い.体力

や運動能力.運動に対する知識などが本来の児童生徒よ

りも卓越した集団を対象とした想定授業に過ぎない(小

松崎， 2010)，大学生を児童・生徒役として授業をする

ことの限界や単発の授業となる(糸岡， 2010)，学生閲で

教師一生徒役を演じたために「遠慮」や「慣れJが生じ

る(福ヶ迫ら， 2007)，学習者役が学生であることから.

実際の体育授業では不可欠な子ども相互の関わり合いに

関する指導について具体化できにくい(徳永， 2010)な

どである.このような指摘を踏まえても，模擬授業の経

験は，体育授業に必要な知識の習得に効果が示され

(福ヶ迫ら， 2007;藤田， 2013;木原ら， 2007;小松崎.

2008 ;米村ら， 2008)，大学の座学による講義だけでは

習得することが難しい.体育の授業づくりの実践的内容

を身につけることのできる意義ある機会となろう.

本研究では.二大学の学生らによる模擬授業の実践を

通して.学生による授業評価およびリフレクションシー

トの自由記述の内容から.学生の省察する力と授業づく

りへの意識について考察し今後の有意義な模擬授業の

取り組みへの示唆を得ることを目的とした.

今回は，二大学の保健体育科教員志望であり教育実習

を目前に控えた学生を教師役とした模擬授業を実施し，

その振り返りを行った.学生は，それぞれの大学の授業

の中で模擬授業の経験を持つ.今回の模擬授業では.二

大学の学生.そして学年の違う学生を交え生徒役とし

た.また.生徒役の4年生には. 4月から教員として現

場に立つ者もいる.普段の授業でのいつもの生徒(役)

ではない.できるだけ「慣れJを排除した条件で授業を
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行なうこととした.学生らのこれまでの自身の模擬授業

の経験から習得したことを土台にし省察に関する量.

質ともに広く深い学びを期した.

ll.研究方法

1 .調査対象

1 )調査対象学生

K大学に在籍する保健体育科教員志望学生26名 (3年

生21名. 4年生5名).およびT大学に在籍する保健体

育科教員志望学生9名 (2年生2名. 3年生7名)の合

計35名である.

2)調査対象目

2013年3月1日

3)調査対象授業について

2013年2月28日--3月1日に行なわれた教員養成セミ

ナー注1)において実施された 4つの模擬授業である.

(1)ねらい

これまでの大学の授業での体育授業に関する基礎的知

識や授業づくりの学習および模擬授業の実践を通して.

教育実習前の授業実践として，よい体育授業を生み出す

条件の再確認とそれらを実践できる力を身につけること

をねらいとする.

(2)進め方

①授業者からの説明→②模援授業の実施→③授業の省

察会(授業評価シートの記入.授業者の自評.生徒役学

生からの質疑.討論)のように展開した.

(3)実施内容に関しては表 1のとおりである.

2.調査内容およびデータの分析方法

1 )授業評価

日野 (2∞3) による授業評価を用いた(表2).r授業

の勢いJ(項目 7.8)や「教師行動J(項目 2.3.4.5.

6)などに関連する全10項目からなり. 1つの項目につ

いて5点満点で評価させた.

表 1 模擬授業の実施内容

綬象者 生徒役 単π 対象

17名

復緩慢集① K大学3年生 (K大学およびT大 体っくり運動 高校1年

学の2.3、4年生}

16名
E事後:ゴール型

級銀授業② K大学3年生 (K大学およびT大
(ハンドボール)

高校1年

学の2.3、4年生)

17名
E事銭:ゴール型

緩慢綬象③ K大学3年生 (K大学およびT大
(ゴールポール}

高校1年

学の2、3、4年生)

16名 E求筏:ネット型

復極綬袋④ T大学3年生 (K大学およびT大 (キャッチトスパ 中学1年

学の2、3、4年生} レーポール}

表2 模擬授業の授業評価項目

1学習の目標が明確だった。
2.生徒の格子を積極的に観察・巡視していた。
3.発聞や応答・受理を積極的に与えていた。
4.賞賛や励ましを積極的に与えていた。
5.助言やアドバイスを積極的に与えていた。
6.生徒一人ひとりに積極的にかかわっていた。
7.準備や移動の場や時聞が少なかった。
8.運動学習時聞が十分確保されていた。
9.安全が+分配慮されていた。
10.よい授業であった。

4つの授業について.項目ごとに学生の評価した点の

合計から平均点を求めた.さらに，教師行動についての

項目を抽出し.r巡視J(項目 2).r発問J(項目 3)，r肯
定的フィードパックJ(項目 4)，r矯正的フィードパッ

クJ(項目 5).r個人的なフィードパックJ(項目 6)の

得点の平均を求めた.

2)自由記述

リフレクションシートに自由記述綱を設定し授業に

ついてよかった点.改善すればよいと感じた点.全体的

な感想について記入させた.

分類カテゴリーは.徳永 (2009) らの省察カード.岩

田 (2010) らの振り返りレポートの自由記述における特

徴と分類，さらに海野 (2010)の模擬授業評価のための

診断シートからのよい授業のイメージを活用した.本研

究の自由記述内容には， r約束事を守らせるJrメリハリ

が必要Jr遊んでしまう生徒が多いJなどの学習規律に関

連する記述が見られた.学習規律は，よい体育授業の基

礎的条件であか授業の勢いに影響する重要な要素であ

ると考え，今回のカテゴリーに加えた.よって. リフレ

クションシートの自由記述の内容を以下の12のカテゴ

リーに分類した.

①学習目標やめあてに関すること.②学習内容や教材

に関すること.③学習場面における具体的な教師行動に

関すること.④学習過程に関すること.⑤生徒の学習形

態に関すること.⑥学習環境の設定に関すること.⑦授

業者のパフォーマンスに関すること，③生徒の人間関係

(関わり合い)に関すること.⑨評価に関すること，⑩学

習カードに関すること，⑪安全性に関すること.⑫学習

規律に関すること

4つの授業ごとに.上記の12のカテゴリーに関する記

述が見られる人数を把握した.

3)授業の観察記録

模擬授業の記録を視聴し.授業の期間記録法(高橋ら.

2003)を用いてコーデイングシートに学習活動の様子を

記録した.

授業場面を「マネジメントJr学習指導Jr認知学習J
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「運動学習Jの4つに区分しそれぞれの時間を計測し

た.さらに，全授業時間に占めるそれぞれの授業場面時

間の割合を求めた.

m.結果と考察

1 .授業評価について

生徒役となった学生の授業評価の結果は.図 1のとお

りである.

「目標の明確さjは. 4つのすべての授業に関して3.5

点を超える結果となった.中でも「バレーポール」の授

業では.4.29点を示し生徒役の学生にとって授業の目

標が明確に伝わった授業であったと評価されていること

がわかる.r教師の相互作用」は.4つの授業すべてにお

いて3.5点を超える評価となり.特に「ゴールボール」で

は.4.0点を越える高い評価となった.r授業の勢いJに

ついては.r体っくり運動JrハンドボールJrバレーボー

ルJの三つの授業について3.5点を超える評価となった.

「総合評価Jについては.4つのすべての授業において

3.5)点を超える評価であった.これまでの模擬授業を踏ま

え.教育実習への最終準備としての今回の模擬授業は，

おおむね高い評価を得たと考えられ.模擬授業の継続的

な経験がよい授業づくりへの効果的な学習につながって

いることが推察される.

2.教師行動に関する評価について

よい授業を行なうための教師行動の重要性から. 1の

授業評価から教師の相互作用についての評価を，さらに

詳細に注目し，それらの結果を示したものが図 2であ

る.

「ゴールボールjでは.r巡視Jr発問Jr肯定的フイー

5 
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2 
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図1 模擬授業の授業評価

ドパックJr矯正的フィードパック」の4つについて4.0

点を超える評価となったが.r個人的なフィードパックJ

に関して4点を下回り.r個人的なフィードバックJに物

足りなさを感じていた結果となった.

「体っくり運動Jでは. r巡視jが3.93点と 4点に近い

高い評価を得たが.r発問」が3.13点.r矯正的フィード

パックJが3.47点の結果となり.r発問」や「矯正的

フィードパックJに課題があったことが考えられる.

「ノ、ンドポール」では.r巡視Jが4.00点と高い評価を

受けたが.それに対し「発問Jが3.29点.r個人的な

フィードパックJ3.57点の結果となり.r発問」や「個人

的なフィードパックJに課題があったことが考えられ

る.

「バレーポール」では.r巡視Jr肯定的なフィードパッ

ク」については. 4点を超える高い評価となった.一方

「個人的なフィードパック」は. 3.50点を下回った.バ

レーポールのゲームであったため.チーム全体への声か

けが多くなり，個人的なフィードパックが少なくなって

しまったとも考えられるが，今後の「個人的フィード

パック」の方法に課題が残された

すべての授業について.r巡視Jでは，おおむね高い評

価を得たといえる. しかしながら.r発問Jr個人的

フィードバックJr矯正的フィードパック」が不十分で

あったことを示す結果もあり.学習者の思考学習を促す

ような「発問J.授業成果に大きな影響を及ぼすとされる

相互作用の「フィードパックJ.特に学習者の技能向上へ

とつながる「矯正的Jr個人的」フィードパックについ

て.今後の改善を必要とすることがわかった.
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図2 教師の巡視と相互作用の授業評価
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3.授業の観察記録について

「ゴールポールJと「バ レーポール」の授業における4

つの綬業場所の.，'則合を示したものがl叫3である

「ゴールポール」では 述rr~J学習場所のH年 1mの川合は

60.8%となり J，if止確保したい50%を超える ことができ

た また 7ネジメン|に貯やされたH年1mの'，1111{t fj:， 

6.4%であり。 10%以内に収めることができた拶ffUJや1¥

機といった II ，~:Il¥jが少なく授業が効率的に展開でき その

分illi動学刊のl時IIIJを確保できたと いえる しかしなが

ら lの授業計制liにおける「授業の勢い」の3.44/，(の計

価から考えると 渦厄のいく巡動学判;止を確保したとは

ffい難い 11年1111は6叩lを超えたが その質的内容のH体

的検討が必安である 学習指導場I師は。 32.8%を.Iiめた

~t. t}目立の学生が 「ゴールポールJ について未体験であっ

たこと I 初めて 「ゴールポールjについて知ったことも

あり 説明やivi示に時1mがかかった -Jiで，認知学判

場I師がみられなかった この単元の 211与問日であり '/' 

1，1'がまだ 「ゴールポール」を既存干していない状態であっ

たことも考慮されるが 半世指導案には計画されていた

グル一プ学制での'i'.liËの11考学習場而が;kl*~には機能し

ていなかった

「バレーボール」の授業では運動学習場而のII.~IIHの訓

合は 57.2%となり j則正硝 f~~ したい50% を越えること

ができた また マネジメント に費やされたl時1mの川合

は.8.1%にとどまり 教師の適切な指示により移動など

がスムーズに行なわれたと与えられる Iの{畳':!i<Jffl曲に

おいても 「授業の勢い」は 4.29点とよれ、評価を'主けた

ことが飢ける 学智指導場l而は 22.5%となり 教材と

ロマネジメント 図宇宙指羽 目認知学官 ロ運動学官
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図3 授業場面の割合

してのルールの設定等でやや縦割「なlλl作にl則する指導が

あったにもかかわらず 教J{.などや教師役の誕百lを得た

~ril i性のある説明により 2 ;'pJ.IJ!I.立に抑えることができ

た認知学~I)l場面は 12.2%であり 学官指i草案に示さ

れたグループ学習のjJ)jl{fIがJlllllj通りに雌t止され 生徒ら

の日発なtiι学習がIl!i(f:主でも見てとれた

4. 自由記述からみる授業に対する意識について

4つの続縦授業について 12のカテゴリーに含まれる

l内科を記述した人数をグラフにぶしたものが/::!/4であ

る (グラフの縦軸は作項目に該おする内科を記述した

延べ人数を示す )

「体っ くり」の授業については白 「学習lλrtJ:J r教師行

脚~J に附する記述が多くはられた 「マ \'Wj符」 では 「活

動祉が多〈 楽しかったJr活動Il.j行が多〈飽きなかっ

た」などの乍判活動の誌や槌苛lの多さに|則する記述がみ

勺れまた「この内容が学習指滋~.ílfi に沿っているのかj

「鋭争を前川したことはよいJrll.HIf 回数などの設定が

J~Hm J なと'q:~w活動のnに l則する .1己述も見られた「教師

行動」では. r示純がjlりないJr j'j定的なフィードパッ

クが必梨Jr発1mの再考Jなど 示liiiI，問いかけI 言葉か

け。生1>1'の発言の取り lニげ方など 教師行動にl則するさ

まざまな悦，1，'.1'からの記述が見られた 次いで 「授業者の

パフォ ーマンスjにl到して 9人の学生が記述しており

「戸がIlHき取りづらい小さいj と の J~!題が純泉されてい

た 一方 「学習過程Jr生徒の人IIlJ関係Jr:fl制liJについ

ての記述は見られなかった

「ハンドポールJの授業については「学沼l人l符H教師

行動」に1則する記述が多く見られた 「学'(1)1内特」では.

「迎助活動拡が少ないJの指摘や 「めあてに対する内容と

して適切であったかH学習指導袋官lとの|則辿」など 「目

際」と 「内容」のつながりをt!":，惜した記述が礼られた

また「女 fへの指導を考111.¥したほうがよい」といったY1

!d，習を立政した指摘も見られた 「教nm行動jでは

fJ“手な生徒を見本にしたのはよいJr興味がなさそうな

'1'1，1'へのJ17かけH考えさせる発IIUが必袈」など示範の

Ji法 712かけ 発問などへの記述が比られ教師行動への

|同心のJZさが伺えた 一方 r~l.: ~可過程 J r生徒の人UlJ関

係H評fdliJ r学習カードH安全制」への記述は見られな

かった

「バ レーボール」の綬業については 「学習111.11作 H教師

1 i' ffl)J Jにl則する記述が多く児られた 「学 習内容」は，

「ルールがわかりにくい」との説泌を挙げた学生が8人

を超えたが「工夫されていた」と記述した学生も 4人を

数えた 「すべての技能を体験できるJrできる人も苦手

な人も楽しめるjとの定見も見られた 「教n，u行動」で
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は.r声かけが少ないJr説明が不足していた」など生徒

への声かけ.説明に関する記述が見られた.一方「学習

形態Jr授業者のパフォーマンスJr生徒の人間関係Jr評
価Jr学習カードJr安全性Jr学習規律Jに関する記述は

見られなかった.

「ゴールポールjの授業については.r学習内容jに関

する記述が多く見られた.中でも rJレールの工夫が必要J
であるとの指摘が9人に見られ.教材に対する意見が多

くあがっていた.単元として「ゴールボールJに取り組

む試みを通して「ゴールボールjという素材を学習内容

や教材としてどのように教材化するかといった問題を提

起する場となった.次いで多かったのが「教師行動」で

あり.発問.フィードパックに関する記述が見られた.

「授業者のパフォーマンスJに関しての記述も見られ.

「丁寧な口調がよいJr暖かい雰囲気」といった教師の雰

囲気，話し方.表情などに意識が寄せられていた.一方

「学習形態Jr生徒の人間関係Jr評価Jr学習カードJr安
全性Jr学習規律Jの記述は見られなかった.

模擬授業全体を通して.どの授業でも「学習内容Jr教
師行動」に関して記述が集中していた.徳永 (2009)の

先行研究では，継続的な模擬授業を実践する中で，学生

の意識が「教師行動J中心から「学習内容Jへと広がっ

ているとしており.今回の模擬授業に関しでも教育実習

前のこれまでの模擬授業の集大成という視点から見ると

「学習内容Jへの意識の広がりが顕われた結果となった.

「学習内容Jについての記述の多さは，授業づくりにおけ

る「教材Jの重要性について学生らの意識が高いと考え

られる.岩田 (2012)は.良質の体育授業を意図的・計

画的に生み出そうとするなら「教材づくりJがきわめて

重要になる，と述べている.スポーツという「素材Jは

内容的視点.方法的視点から加工・修正され.r目標Jを

達成するための「学習内容」を習得する手段となる教材

となる.学生らは.これまでの模擬授業においても，何

を学ばせるか.そのためにどのような教材をっくり授業

で実銭していくかが重要であることを認識しており.課

題意識は高い.また.r教師行動」に関して.授業評価で

も「発問Jrフィードパック」の不足が考察され.自由記

述も「学習内容」に次いで多く，高い課題意識を持って

いると考えられる.いかに優れた「学習内容Jや「教材J

が用意されていても教師による効果的な働きかけがなけ

れば，学習効果は望めない.教師行動によって授業は大

きく変わる.中でも「声かけJr言葉かけJに関する記述

が多く見られ，流動的で常に変化する授業の中で.いつ，

誰に.どのような言葉をかけるか.学生らが習得したい

教師行動であることが伺える.

一方で，どの授業でも「評価」に関する記述がまった

固体つ〈り ・ハンドポール 図バレーポール 固ゴールポール
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図4 自由記述内容の分類と頻度

く見られなかった.ここでの「評価Jは.学習評価とと

らえられ，学習目標に基づいて「関心・意欲・態度Jr思
考・判断Jr技能Jr知識・理解」の観点に照らして行な

われるものである.r指導と評価の一体化Jが謡われ.学

習目標や学習内容に応じた学習指導や学習活動が保障さ

れているかのアカウンタピリテイが求められている.今

後は，これら「評価」への意識の広がりを促す方策が必

要となってくる.

また.r生徒の人間関係」についても記述は見られな

かった.これは.生徒役の学生が.日頃から共に大学で

一緒に学んでいること.他大学の学生もいたが.すぐに

コミュニケーションが取れ，良好な人間関係がすでに築

かれていたことから.特に問題があげられなかったもの

と考える. しかしながら，現実の授業においては.必ず

しも子どもたちの人間関係が良好であるとは限らず，子

どもたちの人間関係に授業の雰囲気が大きく左右される

(米村ら. 2003). 子ども相互の関わり合いを指導できる

場面を具体化することも課題である.

w.結論と今後の課題

二大学の学生による模擬授業を振り返った結果.以下

のことが明らかとなった.

1.授業評価に関して. 4つの授業での総合評価は.3.6 

点を超える結果となった.これまでの模擬授業の経験

を踏まえ.教育実習前のまとめとしての今回の模擬授

業は.おおむね高い評価を得たと考えられ.模擬授業

の継続的な取り組みがよい授業づくりへの有意義な学

習につながっていることが推察された.
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2.教師行動に関して.r巡視」では.おおむね高い評価

を得た.r発問Jr個人的フィードパック Jr矯正的

フィードパックJについては.不十分であったことを

示す結果があり.授業成果に大きな影響を及ぼすとさ

れる教師行動の相互作用の「フィードパックJについ

て.今後の改善を必要とすることがわかった.

3. 2つの授業について.どちらの授業もマネジメント

場面が少なく.運動学習場面の時間を確保できてい

た.rゴールボールJの授業に関しては.時間は確保で

きていたが授業評価には十分な運動学習量の評価とし

て反映されず，質的内容の検討が必要となった「バ

レーボール」の授業では.高い授業評価を裏付ける期

間記録となった.

4. 自由記述の内容は.r学習内容Jr教師行動Jに関す

る記述に集中していた.徳永 (2009)の先行研究では.

継続的な模擬授業を実践しながら，学生の意識は「教

師行動」中心から「学習内容jへと広がっている.と

しており.今回の模擬授業に関しても教育実習前のこ

れまでの模擬授業の集大成という視点から見ると「学

習内容jへの意識の広がりが顕われた結果となった.

一方で.どの授業にも「評価Jr生徒の人間関係Jにつ

いての記述が見られず.r指導と評価の一体化Jを実践

できる評価の場面.子ども相互の関わり合いを指導で

きる場面が具体化しにくいことが課題となった.

本研究により.二大学の学生らによる模擬授業の実践

を通して，模擬授業の学生の省察力育成と授業づくりへ

の意識形成について考察し今後の模擬授業の取り組み

への示唆を得ることができた.導き出された結果から.

学生らの授業実践力は.段階的に向上していると考える

ことができる.これは.彼らの模擬授業の振り返り学習

(省察)の継続的な積み重ねとその省察のプロセスが有

効に働いていることを示しているといえ.授業づくりへ

の意識も.r教師行動Jから「学習内容」へと広がってい

るものと推察された.

模擬授業の目的は.授業改善の方法を理解し身につ

けることにある.殊に.省察力の育成にある.すなわち.

授業に対する視点を持って授:業を振り返り.反省点や改

善点、を明らかにしその対応策を見出し.確かに改善で

きるよう再実銭を行なうことにある. よってわれわれ教

員養成に携わる教員は.模擬授業の省察.再実践.そし

て省察という授業改善への継続的なプロセスを保障でき

る学習プログラムを整えることが責務となる.

注

1 )本教員養成セミナーは.K大学.T大学の教員をめ

ざす学生を対象に. 1泊2日にて行なわれた. 1日日

は，教員採用試験対策として.模擬集団討論，採用試

験模擬テスト，中学校教諭による講話聴識を実施し

2日目に体育実技実習.模擬授業を実施した.
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Evaluation of a health promotion exercise program for local 

community elderly people through willingness to pay: 

A case study of Osaki town in Kagoshima prefecture 
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Abstract 

This study aims to estimate the economic value of health-related exercise programs promoted by local Japanese govern-

ments by using willingness-to-pay (WTP) to analYSe the program in an identified municipality， and discussed the possibility and 

the subject of application of WTP in the health-related field. 

Questionnaires regarding how much interviewees were willing to pay for the health-related exercise program were sent to 

40 elderly women (out of the 95 registrants) who participated regularly in the program provided in Osaki town， Kagoshima 

Prefecture， Japan. The subjects performed six physical fitness tests (grip strength， leg extension， sit-and-reach， stepping， single 

leg stand with eyes open， and a 10m walk). Through the summation of the z-scores of the six physical fitness tests， we created 

a physical fitness score that assessed the physical fitness of each subject. To conduct a statistical analysis of the data， Pearson 

product-moment correlation coefficient was employed. 

The respondents' average age was 75.8 years， and average WTP was ￥302. The budget of the health-related exercise 

program in Osaki town was ￥2，256，094 per year. The cost of one-time health-related exercise was ￥564 per capita. These results 

show that the per capita budget (￥564) was exceeded participants' average WTP (￥302).The Pearson's correlation revealed that 

age， and physical fitness (z-scores) was significantly related with WTP. Survey results also suggest that these two elements were 

associated with the value of the health-related exercise program. Based on the case study， the possibility and the subject of 

application of WTP in the health-related field were discussed. 

Key words: Willingness to Pay， Elderly People， Health Promotion Exercise Program 
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1 .緒言

地方自治体において厳しい財政状況が続くなか，行政

投資の妥当性を判断するため.行政サービスの価値に関

する科学的な把握が重要になっている.国や自治体の政

策に経済評価の方法を導入するケースがいくつかみられ

る.これらは，政策として投入した費用に対して.その

アウトカムを算出し政策評価を定量的に見るものであ

る.政策評価や行政サービスの評価は将来の提言を含め

た総合的な評価として現される.代表的な手法としては

仮想市場法 (ContingentVa1uation Method: CVM)がある

(JII越・福永， 2∞1).この手法は.自然環境や景観など

本来市場を形成しえない公共財の使益測定に使用されて

いる.これはアンケート調査を用いて，仮想的な市場を

描いたシナリオの下での当該財・サービスに対する利害

関係者の支払意思額 (Willingnessto Pay: WTP)を質問す

る手法である(栗山， 2004). この方法から支払意思額を

求めることによって実生活に近い政策評価が得られるの

で.近年注目されている.

仮想市場法は， Wantrupが土壌浸食防止の便益分析に

おいて最初に言及し，米国の国立公園局がレクリエー

ションの価値を求めるために用いたのが実用の始まりと

されている (Ciriacy-Wan甘up，1947). この手法が環境経

済学から医療経済学に導入されたのは1980年代である

が.研究が本格的に活発化するのは1990年代後半以降で

ある (Dieneret al.， 1998: Smith， 2003). 日本国内では.

1990年代後半から.農村の公益的機能や，森林の水j原酒

養機能などの評価手法のーっとして試験的に用いられる

ようになった(栗山， 1998:松本， 1998:小路ほか.

1999) .経済評価が普及するにつれて.国土交通省が経済

的評価を社会資本整備の評価手法として公式に取り上

げ.また総務省の「政策評価の手法などに関する研究会J

でも政策評価の手法として議論の対象とされるなど，活

用範囲が拡大する傾向がみられる(川越・福永， 2001). 

藤居・河田 (2002) は.費用使益の観点から， WTPを

使って長野市のオリンピック施設に対する維持管理費負

担の妥当性を説明している.プロスポーツチームに対す

る地域における経済評価では， WTPの要因分析によっ

て公共財としての評価が地域におけるチームの価値にプ

ラスの影響を与えていることが明らかにされている(石

坂・関野， 2010). 

近年健康関連の分野でもこの手法が応用されて.その

利用範囲が拡大する傾向がみられる.今回ほか (2001)

は， IJI問地域を対象として健康管理及び遠隔医療システ

ムを導入する政策に対して， WTPが住民の認知度や所

得.年齢によって大きく異なることを明らかにした.

一方，予防だけでなく医療分野においても.運動訓練

と医療費の関連(津田ほか， 1989:津田， 1997)や筋力

トレーニングの医療経済効果(神山ほか， 2004)などの

研究もみられ.生活習慣病治療における運動の重要性が

指摘されている.神山ほか (2001)は茨城県鹿島郡大洋

村(現鉾田市)の住民を対象として調査しその結果か

ら1日の歩行距離が長い者ほど外来医療費が少ないこと

を報告している.さらに， Terry et al. (1998)は65歳以

上の高齢者を対象に調査を行ない，身体的に不活発な人

が活発な人に比較して医療費が高く，また入院率も 2倍

高かったことを報告している.このような情勢のもと.

日本各地で様々な健康づくりプログラムが実施されてい

る.しかしその一方で，実施主体である自治体は厳しい

財政状況にあり，限られた資源の制約の下で効率的な

サービス提供が求められている. したがって健康増進に

関しでも.導入した費用と生じた結果の両面からみて利

害関係者が納得できるような「経済的評価」が必要と

なってくる.樋田ほか (2002)は機能訓練教室の効果を

明確に把握するために WTPの測定が必要であることを

示唆している.佐藤ほか (2∞8)は箆島県内の総合型ス

ポーツクラプを事例として.参加者の性別，活動内容.

肥満状況及び所得がスポーツクラブに対する WTPの値

に関連していることを示した. しかし健康関連に応用

した経済的評価の事例は健康関連以外の事例と比べて非

常に少ないのが現状である(康永ほか， 2006).特に地方

自治体が高齢者を対象に健康づくりプログラムを実施す

るにあたって.実施の有用性や政策評価が問題になって

いるが，この分野での研究は進んでおらず，今後の研究

成果の蓄積が強く望まれている(神山ほか， 2004: i事
回， 1997). 

以上の先行研究をみても 1日の歩行距離.身体的活動

量.疾病.死亡リスクなどの要因と経済的効果との関連

性を見た研究(康永ほか， 2006)はあるが.第一次予防

の視点から高齢者の日常生活と密接に関わる体力との関

連性を評価した研究は極めて少ない. したがって.本研

究では.地方自治体の行政サービスの一つである高齢者

の健康運動教室を評価するため参加者の身体計測と体力

測定を行うとともに支払意思額 (WTP)を使って教室の

経済価値を算出した.さらに健康関連分野での WTPの

応用の可能性や課題を検討することを目的とした.

n.方法

1 .調査対象及び手続き

本研究の調査対象地域である大崎町は鹿児島県の東南

部に位置し総面積100.82km2，人口16，018人 (2000年悶

勢調査)である. 2∞0年の国勢調査では高齢化率が
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25.9%だったが. 2010年の国勢調査では32.2%と増加し

ており.今後も増加すると予測されている.同町では.

高齢者が. 日ごろから体を動かすことによって体力の維

持向上を図り要介護状態になることを予防しいつまで

も健康で元気な生活を営むために. 2004年度よりマス

ターズプロジェクト推進事業を展開している. 2005年

は.本格的に体力をつけ健康を維持するため.鹿屋体育

大学の協力を得て，運動指導・レクリエーション等を老

人福祉センターで実施している.本事業は.町内各地で

の運動指導を通じて.高齢者の閉じこもりを予防し地

域活動への積極的な参加を促すシステムの構築を図るこ

とを目的とした施策である.

本研究では.大崎町の健康運動教室に登録している高

齢者95名(男性24名/女性71名)中教室に常時参加して

いる50名の高齢女性を研究対象として調査を行った.全

参加者に対して身体計測及び体力測定を2009年4月に実

施したさらに.健康運動教室について経済的価値を評

価するため. 50名の対象者に対して2∞9年11月17日から

11月25日の期間で.支払意思額 (WTP)の手法を使った

質問紙調査を行った.最終的に.身体計測と体力測定及

びWTP質問紙調査のすべての項目を実施した40名を分

析対象とした(表 1).

調査時は.調査の趣旨.個人情報保護.及び調査拒否

の権利の説明を行った上で承諾を得た.その後，対象者

に調査の手順を説明し回答してもらった.質問紙調査

から得られた対象者のデータは大崎町職員がコーデイン

グ1) した後.分析に供した.なお.本研究は事前に鹿屋

体育大学倫理小委員会による承認を得た.

2.健康運動教室の内容

本研究において経済評価の対象となる健康運動教室の

内容は，以下のものとなっている.

(1)受付:参加者は個人台帳に緊急連絡先や現病歴など

の記入を行う.

(2) 血圧測定:看護師による血圧測定.体調チェックを

表1 調査実施概要

調査対象地域 鹿児島県大崎町

調査期間 2009111117---11/25 

調査方法 質問紙調査

WTPの質問形式 自由回答法

配布数 50(女性)

回収数 50(100%) 

有効回答数 40(80%) 

行う.

(3) 形態計測:身長.体重.体脂肪率の測定を行う.

(4) 準備体操:ストレッチ運動を行う.

(5) 運動 1(筋力アップ運動など):チュープやボールを

使った運動.イスに座って行う運動や頭の体操などを

実施する.また，筋力アップ運動だけでなく.敏捷性

や巧綾性などの神経機能を養うため，すばやい足踏み

動作(ステッピング)や輪投げなどの項目を導入する.

(6) 休憩:水分補給を行う.

(7) 運動2(主に有酸素性運動):体力に合わせてステッ

プ台 (STEPWELL コンビ社製)の高さを調節したス

テップ運動を実施する(腰や膝が痛い人は無理をせ

ず.手すりを使用). 

(8) 整理体操を行う

以上のプログラムは看護師 1名，健康運動普及推進員

2名と鹿屋体育大学の大学院生2名が指導を担当する.

3.身体計測及び体力測定

身体計測項目として.体重.体脂肪率は体内脂肪計

(TBF・310.タニタ社製)を用い測定した.身長および体

重から体格指数 (bodymass index: BMI)を算出した.体

力に関しては.安全性.信頼性および実用性を考感して，

上肢筋力(握力).バランス(開眼片足立ち).敏捷性(ス

テッピング).下肢筋力(膝伸展力).柔軟性(長座体前

回)，歩行能力 (10m歩行速度)の計6つの体力測定項

目(恒吉ほか. 2008)を選択した.

4. WTP調査のためのシナリオ設定と政策費用

質問紙調査では.r来年から有料化する場合を想定し.

健康運動教室についてどのぐらいの経済的(金銭的)価

値を感じているかJを設定し(武藤.2003).支払意思額

を聞いた.

質問用紙には，まず健康運動教室の効果について.本

研究の対象者(以下「本対象者J)の意識を調べるため下

記の内容について「はいJrいいえ」二択の質問を用意

した.

質問 1:この「教室Jに参加して.よかったと思い

ますか?

質問 2:この「教室」に参加して.毎日、元気に生

活できるようになりましたか?

質問 3:この「教室」に参加して.楽しかったです

か?

次に.健康運動教室の経済評価に関する WTPについ

て下記の質問をした.
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質問4:仮に，この「教室」が有料化になってもあ

なたは.参加してみたいですか?

質問 5:もし参加して頂けるなら，参加料金として

一回につき何円だったらよいですか?

健康運動教室に対して金銭的価値を計るため.質問4

にて教室が有料化された場合の参加の有無を尋ねた.質

問5は自由回答法で支払意思額を尋ね，質問4に「いい

えjを選択した者の金銭的価値を O円として処理した.

大崎町が高齢者の健康運動教室に投じた政策費用につ

いては，各年度(平成17-21年)の決算額から算出した

(表2).さらに.健康運動教室の決算額の合計を実施年

数で割以教室の年間平均費用を算出した

なお，大崎町の一人当たり年間所得は228万円(鹿児島

県統計協会.2010)であるが，本対象者は年金受給者な

ので.所得は全体の平均よりも低いと想定される.

5.データの分析方法

本研究では，体力を高齢者の日常活動の遂行に共通に

関与する能力領域と仮定し体力 6変量から Zスコアの

合計得点を体力総合得点として用いた.対象者の年齢.

BMI.体脂肪率.体力総合得点と WTPの相関関係はピ

アソン相関係数で分析した.なお.全ての統計処理には.

SPSSI7.0J for windowsを使用し.有意水準は 5%未満と

した.

m.結果

1 .本研究の対象者の特徴

大崎町の健康運動教室に登録している高齢者は95名で

ある(大崎町全体の65歳以上の人口は4，687人).性別で

は女性が多かった.年齢は男女とも70歳代がやや多く.

全体の平均年齢は73.4歳であった(国立大学法人鹿屋体

育大学.2008).本研究の対象者(以下.r本対象者J)で

は.調査期間の2009年11月17日から25日に健康運動教室

に参加した40名の高齢女性であった平均年齢は75.8歳

であった(表3).

2.本研究の調査結果

健康運動教室に対する意識調査(質問 1-3)につい

表2 大崎町の健康運動教室の費用(円)

年度 平成 17年 平成 18年 平成 19年 平成20年 平成21年

賃金 164，160 
人件貸 1.337.126 1，290，430 1，080，5∞ 1.068.300 1，734，300 
t内粍品費 558，810 
備品鵬入費 2，535，179 
委託料 1，200，ωo 1，2∞.創焔 1.200，αm 1.側10，000 1.似10，000
合計 2.537.126 5，748，579 2.280，500 2，068，300 2，735，000 

it:l1r問手均貸111=2.256.0例 1'1.1('司l人当たり貸JII=5“1'1

て，全員が.r教室に参加してよかったJと答え， r教室

のおかげで毎日，元気に生活できるようになり.教室自

体も楽しい」といった非常に肯定的な評価を述べてい

る.

表2は，健康運動教室の費用についての調査結果を示

したものである.平成17-21年までの5年分の健康運動

教室の決算額の合計を実施年数で割り，教室に投入した

費用は年間2，256，094円であった.実施場所は老人福祉セ

ンター.野方活性センター.大丸改善センター 3筒所で

あった.実施回数について.野方活性センターと大崎老

人福祉センターは月 3回だが大丸改善センターは月 1回

である. 3箇所年間合計実施回数は80回になる.健康運

動教室に常時参加している人は50人であった. 1聞の教

室に参加した 1人当たりの費用は.年間平均費用を教室

に参加した延べ人数で割って算出した結果， 564円と

なった.

表4には.支払意思額 rWTPJと「年齢J.rBMIJ. r体

脂肪率J. および rz-score合計値Jの関係を示したもの

である. rWTP Jと「年齢J(r=一0.386).の聞に負の相

関関係が認められた.また rWTPJ と rz-scoreJ 

(r=0.738)の聞に正の相関関係が認められた(図 1).他

の2項目 (BMI.体脂肪率)と rWTPJの聞に有意な関

係はみられなかった.

W.考察

1 .支払意思額 (WTP)による事業評価に影響を及

ぼす要因分析

本研究では.WTPと各要因の関係を検討するため.ピ

アソン相関分析法を使用した.以下，計測された値を比

表3 対象者の身体的特性，体力状況及びWTP

全体の平均値
項目

(Mean:f:SD) 

年齢(years) 75.8土5.1

身長(cm) 148.3土4.8

体重(kg) 51.9土7.7

BMI(kglm2) 23.5土2.8

体脂肪率(%) 30.4土5.4

z-score合計値 1.24土3.81

WTP(円) 302.0土186.1

表4 WTPと各要因の相関係数

年齢(years) BMI 体脂肪率(%) z-score合計値

WTP -0.386‘ -0.039n.s ・0.102n.s 0.738** 

注)... pく0.01，・pく0.05.n.s: nol signilicant 
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較し考察する.

1. 1.年齢

大崎町は.65歳以上の人口が.平成21年4月1日現在

4，687人で.総人口に占める割合が29.3%と，全国平均

(22.7%) (総務省統計局.2009)を大きく上回る.本対

象者は全員が65歳以上で. 70歳代が最も多い. WTPと

年齢の関係をみると.年齢が高くなるに従って支払意志

の金額は顕著に低くなる傾向がある.佐藤ほか (2∞8)

は徳島県内の総合型スポーツクラブを事例として.高齢

世代は非常に低い支払意思額を表示したという結果を示

した.本対象者の年齢幅とは違うため佐藤らの研究との

単純に比較することは難しいと思われるが.年齢は

WTPに影響を及ぼす要因の一つであると推察される.

現在スポーツクラブ等では受益者負担という概念が広ま

りつつあるが(長積ほか.2003).高齢者はこの考え方に

関して認識が低い傾向を示している(伊藤.2002).この

ため.高齢者においては効果に対して経済評価が低く

なったと推察される.

1.2.体力状況及び身体的特性

体力と WTPの関係についてみると.本対象者では体

力が高くなるに従って WTPは顕著に高くなる傾向が見

られる.体力のある高齢者にとって現行の健康運動教室

は.費用対効果の意識もあり価値のあることと推測され

る. WTPに関する研究において.他の条件が一定なら

ば.疾病・症状がより重症であるほど WTPは高いこと

が示されている (Kartmanet al.， 1996: ZiIlich et al.， 2002). 

行動経済学の分野で.健康を資本，保健医療支出を投資

として最初にモデル化したのは Grossman(1972)であ

る. Grossmanモデルは死亡リスクが内生化されていな

かったが.その後多くの研究者が死亡リスクを内生化し

たモデルを発表している.その中では.死亡の危険率が

高くなると健康への投資が増加する傾向を示している.

本対象者は.健常な自立した高齢者であることから.重

症や死亡リスクまでの調査は至っていない.これについ

て. Kartman et al. ( 1996)の研究と単純に比較すること

は難しいと思われる.一方.体力測定値が低い高齢者の

場合は.教室に参加しでも体力があまり向上していない

といった自分の体力状況をもとに教室の価値を判断して

いるものと思われる.

BMIについて.佐藤ほか (2008)は肥満改善プログラ

ムにおいて肥満者より標準者の方がWTPは高い値を示

したことを報告している.本研究では. BMI.体脂肪率

とWTPの聞に有意な相関がみられなかった.その理由

としては.佐藤ほかの事例は肥満改善という特定プログ

ラムであったことから，結果に違いが出たものと思われ

る.

2. WTPに基づいた教室の実施状況との比較

大崎町の健康運動教室は 3箇所で行われている.年間

合計実施回数は80回で.教室に常時参加している人は50

人であった.計算した結果. 1回参加の費用 1人当たり

564円となった. しかし WTP調査の結果を見ると.実

際使った金額 (564円)は参加者の参加希望額 (WTPの

平均値302円)を大きく上回ることがわかる.実施状況と

して， 3箇所の面積はほぼ同じ.指導者も同じく 5人で.

野方活性センターの教室はほぼ飽和状態 (20人)になっ

ているが他の 2箇所(10人ずつ)はスペースに余裕が

あって参加人数を増やすことができる.大崎老人福祉セ

ンターと大丸改善センターの参加人数を増やせば.大崎

町が支出した政策費用に対して効果的な数値を示すこと

ができ，有効な利用状態を生み出すことができると推計

される.

また本研究の健康運動教室の参加者においては.体力

がある人のWTPが高いという結果から.費用対効果の

意識もあり価値のあることと推測される.一方で.r運
動・スポーツ，体育. トレーニングという名称.方法・

内容を避ける例や苦手意識をもっている高齢者の例が少

なくない」という実態がある(武藤.2010). 本対象者で

は，体力の低い人にとっては現在の教室に対する評価が

低いことから.楽しさを前面に出したレクリエーション

活動などを取り入れ，体力レベルに応じたプログラムを

提供する必要があると考えられる.

V.支払意思額 (WTP)の応用の可能性

本研究の結果から高齢者の健康運動教室への WTPの
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応用の可能性や問題点について.より規模の大きな調査

を視野に入れて検討した.

1 .質問形式について

WTPの尋ね方には，一般的に4つの方法(1.自由回

答法， 2.支払カード法， 3.競りゲーム法， 4. 二肢

選択法)が考案されている(栗山.1997). Smith (2000) 

によれば1998年まで刊行された50編における WTPの質

問形式は.自由回答法が10編.支払カード法が11編.競

りゲーム法が13編.二肢選択法が16編であった.本研究

では自由回答法を用いた.

支払カード法と競りゲーム法は.r回答の手がかりと

なる情報によるバイアスJ2lおよび「戦略バイアスJ3lの

危険がある.正確な最大支払意思額を表明させること.

調査者が提示する金額による回答への影響を減らせるこ

となどから，現在では二項選択式が優れているとされて

いる. しかしこの方法は，他の方法と比べて多くのサン

プル数を要する(康永ほか.2006). 本研究に先立つて.

当該地域の別の対象者に対して二肢選択法を用いて予備

調査を行った.アンケート紙上の設問提示だけでは設問

の理解が不十分であり.高齢者に対しては個別に設問の

内容について説明する必要性が生じた.さらに，サンプ

ル数を考慮して.本研究では自由回答の方法を採用し

た.一方.この方法は，回答者の負担が大きいため.無

回答・抵抗回答4lが発生しやすいという問題がある(栗

山. 2∞4). 本研究では対象者個々に質問を受け説明を

十分に行い，目的や回答方法を理解したうえで最大の支

払意思額を回答してもらった.高齢者に対して WTPを

用いる場合は.面接調査法が適当であり.さらに自由回

答法の欠点を補う処置を施すことが必要である.今後.

大規模調査を行う場合は，対象者の属性や調査規模及び

調査方法を合わせて考慮した上で.二肢選択法を視野に

入れて考えるべきであろう.

2.支払い方法の定義について

支払い方法の定義について.矢部(1999)によると一

般的には基金.募金，税金などが使用されている.日本

では税金に対する拒絶感が強く.抵抗回答が増える危険

性があるといわれている.募金と基金については.公共

のためにお金を支払うことに対する満足感に対する影響

が生じやすいことなどもあげられている.また.支払う

ことにより自由に使うことのできる金額が減ることを念

頭に置いてもらうよう注意を促したり.対象とするもの

以外にはこの金額が使われないことを理解してもらうこ

とも重要である.従って，健康保健関連の調査では直接

経費を WTPで問う研究が多く見られたので(康永ほか.

2006)，本研究では健康運動教室の参加料金を問うこと

が順当と考えられる.実際，本対象者は教室自体に対す

る抵抗感はなかった.今後，高齢者に健康づくりプログ

ラムといった公共財の直接経費を問う方法が比較的理解

しやすいように.また抵抗回答のリスクを軽減できるよ

うに回答方法を考えるべきと思われる.

3.調査の方法について

WTPの調査実施方法としては郵送法.インターネッ

ト調査法.電話調査法，面接調査法がある.調査は環境

の状況や内容など複雑なシナリオを提示するため対象者

の理解の度合にバイアスが生じやすい. したがって回答

者に設問を理解させることが不可欠であるため. リラッ

クスした状態で十分に考えさせることが必要条件といえ

る(肥田野.1999).本対象者は不特定多数を対象にした

ものではなく，健康運動教室に参加している特定数の高

齢者であった.高齢者に対して本研究のシナリオを十分

理解させるため面接調査法に近い形態で実施した調査

員が対象者に調査の概要を説明した後.個別にシナリオ

を説明した.他の研究と比較して本研究のサンプル数は

少なかったが.各対象者への説明にスタッフ 3人があ

たった.本研究のシナリオに対する理解度のバイアスを

軽減することには有効であったと思われる.一般的に，

郵送法を用いると，回収率が低く，自己選択バイアスも

懸念される.またインターネット調査法では利用者が比

較的若年層に偏るなどの解決困難な問題が指摘されてい

る(栗山.1997).本研究のような自由回答法の場合は面

接調査が推奨される.しかし面接調査法では費用や時

間の問題があり，規模の大きい調査では別の方法を検討

する必要がある.

4.妥当性と信頼性について

いくつかの WTPに関する研究において，他の条件が

一定ならば，健康状態について.疾病・症状がより重症

であるほど. WTPは高いことが示されている

(Kartmanetal.， 1996: Zillich et al.， 2002).また，高所得者ほ

どWTPは高いことも明らかにされている (Dieneret al.， 

1998).本研究の限界のーっとして.高齢者の所得に関す

る質問が困難であったことがあげられる.本研究では，

教室に参加している高齢者に直接質問する方法をとった

ので.大崎町の希望から所得について調査は行わなかっ

た.また，全ての対象者は年金受給者であったことから.

平均所得にほとんど差がないと推定して研究を行った.

今後は高齢者世帯の実際の所得に関する情報をどのよう

に入手していくかを検討する必要がある.



活・竹下・山崎・前田(博)・前田(明)・西蘭・隅野・東恩納・古武:支払意思額を用いた地方自治体における健康づくりプログラムの評価 15

VI.まとめと今後の課題

本研究では.地方自治体の行政サービスの一つである

健康運動教室を評価するため.参加者の体力測定を行う

とともに支払意思額 (WTP)を用いて調査を行った.対

象者の年齢と体力状況が影響要因として WTPと関連し

ていることが示唆された.さらに.地方自治体の健康巡

動教室への WTPの応用の可能性や問題点について検討

したところ.本研究を通して研究方法論上の限界がいく

つかみられた.第 1に.本研究の調査対象者は.大崎町

の健康運動教室に登録している高齢者95名中40名の高齢

女性であった.これは全体の42%である.そのため.教

室に参加した高齢者の状況を十分に反映していない可能

性がある.第2に.健康運動教室に参加している高齢者

の所得に関する質問が困難であったことがあげられる.

第3に.本研究について.健康運動教室を開始した 4月

時点と調査を行った11月時点では体力の改善・変化が経

済評価に影響する可能性が考えられる.本研究は横断的

研究のため.それらを因果関係から説明することは難し

い点があげられる.以上のことから.今後は全面的な調

査を実施し介入による効果を考感した縦断的研究をさ

らに進めることにより.研究データの蓄積を重ねる必要・

がある.それらの蓄積が.地方自治体における健康・福

祉関連の事業.とくに健康づくりの施策の展開に資する

ものと考えられる.
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注

1 )本研究のコーデイングとは.実験者が調査対象者の

名前を特定できないように.大崎町役場保健福祉課の

職員が，各調査対象者の体力測定結果と WTPの結果

を対応させてコード化する作業をさす.

2)回答の手がかりとなる情報によるバイアスとは.仮

想的シナリオの中に回答の手がかりとなる金額が存在

する場合.WTPはその金額に影響を受ける.すでに有

料で提供されているサービスである場合.現状におけ

る自己負担金額をシナリオの中に含めてしまうと.回

答者の WTPはその金額に強く影響をうけ生じるバイ

アスである.

3)戦略バイアスとは.回答者が自分に有利な結果を導

こうとして.自分の回答をわざと過大または過小に申

告するときに生じるバイアスである.

4)抵抗回答とは.政策に対し正の評価を示すが，支払

には抵抗を表明する回答である.
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九州体育・スポーツ学会第 63回大会

(平成 26年 9月 12，....， 14日別府大学)

発表抄録集



1 .プレセミナ一等企画



①プレセミナー

アサーション・トレーニングー自己と他者を大事にするコミュニケーションー

代表:内田若希(九州大学)
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スポーツ場面は様々な人間関係で成り立っており，スポーツ選手にとってもコミュニケーション

能力は必要とされるスキルである.本セミナーでは，コミュニケーションスキルのひとつとして，

自分と他者の両方を大切にした表現方法であるアサーションについて学んでいくこととした.

まず，コミュニケーションにおける 3つの自己表現(非主張型，攻撃型，アサーティブ型)の特

徴について解説を行い，エクササイズを用いて各自の人間関係や表現方法について考える時間を設

けた.エクササイズでは，はじめに日常的な関係のある人(家族，友人，先輩・後輩，先生など)と

の関係を思い浮かべてもらい，①卑屈になったり，お世辞を使う相手(非主張型)，②支配的だ、った

り，話を聞いてくれない相手(攻撃型)と，どのような状況でどのような体験をしたかシェアリン

グを行った.続けて，日常生活で起こりうる仮想場面を提示し， 3つの自己表現においてどのよう

なコミュニケーションが生じ得るかをディスカッションさせ，ロールプレイにて発表してもらった.

最後に，東大式エゴグラム(新版 TEGII)を実施し，自分自身の人間関係の根本的なありかたを考

え，他者関係における自己表現に関して理解を深める時間を設けた.

②九州地区大学体育連合合同企画

大学体育授業における効果的な ICTの活用の実際

代表:斉藤篤司(九州大学)

講師:田原亮二(名桜大学)、山崎将幸(九州大学学術協力研究員)

スポーツ種目を用いた大学体育授業において、どのような技術を獲得するか(目標)を明確にし、

そのための技術ポイント提示し、実践し、評価することが重要となる。しかし、運動者が自身で、

提示された技術を実践できているかどうかを評価することは難しい。これに対し、最近普及著しい、

Information and Communication Technology (ICT)の活用が、これを可能にしつつある。本企

画では iPadといくつかのアプリケーションを用い、バドミントンの授業を題材として、 ICTの授

業場面での活用法を紹介した。バドミントンは球技の中でも初速が最も速いことを特徴とするが、

遅い速度でも試合が可能なため、体育授業ではその特徴が生かされないことが多い。そこで、バド

ミントンの様々なショットの中でも基本となる要素を多く含むスマッシュをし、かにして初心者に

獲得させるかをテーマとし、授業法の紹介と ICTの活用が紹介された。 ICTとITとの違いは rCJ

の有無であり、この rCJはコミュニケーションである。 iPadの利用は、自己評価だけでなく、学

生どうしの技術の比較や評価等、コミュニケーションやチームワーク作りを促すことが期待される。
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③第3専門分科会企画

身体接触(ソフトタッチとハードタッチ)ゲームを体験しよう!

代表:宮嶋郁恵(福岡女子短期大学)

講師:高柳茂美(九州大学)、日高正博(宮崎大学)

本企画では，ソフトタッチ、ハードタッチの 2種類の身体接触を伴う遊び・ゲームを実践しなが

ら、その教育的効果を体感することを目的とした。

ソフトタッチについては，ボディートークを中心とした柔らかな身体接触により、人と人との温

かなコミュニケーションを感じることができた。具体的には， 2人組になりごく自然な肩たたきや、

掌を相手の背中に当てて自分の温もりを伝える活動，集団で“目を閉じた状態で複数と握手をして

相手を当てる"ゲームなどである。これらの活動中には、自然と会話も発生し、参加者間の心の距

離が縮まるような気分になるなど，ソフトタッチの身体接触の効果を実感することができた。

もう一方のハードタッチについては、「胴馬Jや「大根抜きJなどの昔の遊び(これらの遊びを

知らない大学院生も多くいた)や，“カバディ"を小学校低学年向けに教材化した鬼遊びゲームを、

大学院生を中心に実践してもらいながら説明をうけた。これらの遊び・ゲームには，相手に「乗るJ

「掴むJr衝突するJrタックルするJなどのハードな身体接触が伴い，ソフトタッチとは異なる接

触の効果について考える契機になったのではないだろうか。

活発な大学院生 7人と大学教員 9人の総勢 16名で楽しく有意義な教材研究ができた。

④プレセミナー

学生企画委員会

スポーツ実技と指導法

講師:川崎光(福岡大学大学院) 林田賢朗(熊本大学大学院)

本セミナーでは、 2大学総勢8名(福岡大学4名、熊本大学4名)が参加し バレーボールとバス

ケットボールの基本技能の習得方法や戦術指導の実践を行った。バレーボールでは、ボール遊びか

ら、オーバーハンドパス、アンダーハンドパス、サーブの基本技術を学んだ。そして、最後は4人

対4人で 15点マッチのゲームを行った。バスケットボールでは、ドリブルやレイアップシュート

を学び、後半はゴール型においてオーソドックスなマンツーマンディフェンス、ゾーンディフェン

スの攻略法について学んだ。そして、最後に4人対4人で5分間のゲームを 2セット行った。バレ

ーボール、バスケットボール共に人数の関係上4人対4人のゲームしか行うことができなかった。

プレセミナー終了後、参加者の大学院生8人だけで、懇親会を行った。それぞれの研究の話題や、

教職について、部活動などについてたくさん意見交換を行し、院生同士の交流を深めた。今年で2年

目を迎えた学生企画でしたが、参加者との連絡が上手くとれず予定の半数ほどでの実施となってし

まった。今年の経験を活かし、来年は各大学同士で頻繁に連絡を取り合い、学生企画を大いに盛り

上がっていくことを期待したい。



2.特別講演



東京オリンピック・パラリンピック競技大会と大学の関わり

<経歴>

東京都出身

1979年筑波大学体育専門学i打卒業

1981年 筑波大学大学院体育研究科体育方法学修了

陣士(人間科学)

日本オリンピック ・アカデミ一理事

日本スポーツ人類学会監事

l~ 悶 久(筑波大学体育系教授)

東京オリンピック ・パッラリンピック競技大会組織委員会参与

主な著書

r 19世紀のオリンピア競技祭J明和出版 2012年

[気概と行動の教育者 嘉納治五郎J (共著) 筑波大学出版会 2011年

<要旨>

九州体育 ・スポーツ学会第 63回大会の開催，誠におめでとうございます

2020年に東京でオリンピック ・パラリンピック競技大会が開催されます 九州、|と東京は

地理的には離れていますが，オリンピック ・ムーフメン卜の観点からいえば，大学の果た

す役者lは大きいので，大学としてどのような関わりができるのかを，考える機会としたい

と思います

オリンピック慾主主におけるオリンピック競技大会の位世づけば，オリンピズムの考えを

普及させる運動のーっということですオリンピスムとは，スポーツを通して肉体，意志，

知性の調和的発展を促し，そうした人々が平和な社会の桃築に貢献していくとしづ考えで

す それに関わる運動がオリンピック ・ムーブメントなので，人材の育成と社会の平和的
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な発展に日頃から関わっている大学は，まさにオリンピック・ムーブメントの中心に位置

するべきといっても過言ではないでしょう.

本年 6月には，東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会と全国の大学 552

大学が連携協定を結びました.九州の多くの大学も含まれています.このような多数の大

学が，オリンピック・ムーブメントに関わるということはオリンピック史上初めてのこと

でもあります.大学として関われる活動としては，次のようなことが考えられるでしょう

か.

-文化プログラムによる地域の文化の発信

・教育プログラムによる自文化・異文化理解の促進，グ、ローパル人材の育成

.アスリートやボランティアの育成

-自治体と連携して事前合宿地の提供と地域の人々との交流

・オリンピック・パラリンピックに関わる様々な問題に対する議論を経て，新たなオリ

ンピック・ムーブメントを提示

東京オリンピック・パラリンピック後のオリンピック・ムーブメントのーっとして，開

催国の大学の関わりがレガシーとして引き継がれるようになれば大きな貢献になると思い

ます.

終わりに，本学会の開催に尽力された関係者の皆様に心から敬意を表しますとともに，

ご参加の皆綴の今後益々のご活躍と，本学会のご発展を心より祈念、いたします.



3.全体シンポジウム



<全体シンポジウム>

オリンピックの光と影

演者:中村佳央(旭化成)

演者:相原豊(九州女子大学)

コメンテーター:真田久(筑波大学)

コーディネーター:中山正剛(別府大学短期大学部)

【シンポジウム報告】

まず始めに，中村佳央氏と相原豊氏から，それぞれ「オリンピックの光と影Jについて

ご講演をいただいた.中村氏からは，アトランタオリンピック史上初の三兄弟同時出場の

際の VTRなどを交えて，正に「光j の部分のお話しをしていただいた.相原氏からは，ご

自身のオリンピック出場までの経緯とメダル獲得後の交通事故についてなど，ご自身の光

と影についてお話しいただいた.

次に，二人の演者にコメンテーターの真田久氏を交えて，コーディネーターの中山から

三つの話題提供を行った.一つ目はオリンピックで得たもの，失ったものJという話題

で，中村氏と相原氏からは，選手と指導者の経験から.真田氏からは研究者の立場からコ

メントをいただいた.中村氏からは，オリンピックを目指す際に恩師からの「ただ強い

だけではいけないJr世の中の役に立つ選手になれJr最強ではなく最高の選手になれJと

いう教えをもとに努力できたことが得たことの一つであるとお話ししていただいた.二つ

目の話題提供は， r2020年オリンピック後についてーオリンピックを契機とした理想の姿と

はーJとしづ話題で，中村氏からは柔道の理想の姿を中心に，相原氏からは体操の理想の

姿，真田氏からは，日本における体育・スポーツの理想、の姿を中心に話していただいた.

ここでは r体育嫌いの減少に役立つてほししリ「オリンピック後も良い指導者が選手強化

をしやすいようにしてほししリなどのコメントをいただいた.三つ目は，話題提供の二つ

を踏まえたうえで r残された 6年間，我々(体育・スポーツ関係者)に何ができるのか，

または何を為すべきなのかJという話題とすることで，本シンポジウムのまとめとした.

ここではオリンピック選手のセカンドキャリアを考えることが重要Jr様々な分野から

知恵、を出し合うことが必要Jrこのようなことを話し合う場を設けることが重要Jr何が出

来るか，何をすべきかを考えることが重要Jといった具体的な意見をいただいた.
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【おわりに】

演者やコメンテーターの先生方のように，オリンピックの選手，指導者，研究者として

関われる人は，ごく一部に限られるが，それ以外の，体育・スポーツに関わっている我々

が r何が出来るか，何を為すべきなのかJという解を求めて，このシンポジウムを企画し

た.そこで r何を為すべきかを考えたり語り合ったりすることが重要Jという解をいただ

いたときに，このシンポジウムを企画した意義を見出すことができた.これからも，東京

オリンピック・パラリンピックの成功ために，このシンポジウムを契機として，皆で知恵

を出し合うことで，より大きなムーブメントとなることを期待したい.

文責 中山正剛(別府大学短期大学部)



4.研究推進委員会企画セッション
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スポーツ・コミットメントを形成する要因について

一中高年のスポーツ参加者を対象とした検討一

0萩原悟ー(日本経済大学)，磯良浩久(九州工業大学)

キーワード:スポーツ・コミットメント，中高年スポーツ，マスターズスポーツ

目的

近年、中高年の生涯スポーツの需要が増加傾向に

あり、そのなかでも、水泳を行う中高年の数が増え

てきている(久保ほか， 1999)。特に 50歳代以上の

登録者数が全体の約5割を占めており、中高年のマ

スターズ水泳人気が伺える。一方、競技としてスポ

ーツに打ち込み、活躍する中高年の方々がなぜ、競

技スポーツに傾倒しているのかを体系的に明らかに

した研究はわが国ではほとんど行われていない。そ

こで、本研究では、現在、マスターズ水泳を継続的

に実施している中高年のマスターズ競技者を対象

に、スポーツ・コミットメント形成モデ、ルを構築

し、競技スポーツへの傾倒プロセスを明らかにする

ことを目的とした。

方法

調査対象者

調査対象者は関西地区、関東地区に所在するマス

ターズ水泳チームに所属するマスターズ競技者、計

126名(男性45名:女性 81名)を対象とした。平

均年齢は 56.00歳 (SO:!:13.07)、マスターズ競技歴

の平均は8.2年 (SO:!:9.53)で、あった。また、本研究

におけるマスターズスポーツの位置づけを「中高年

の参加者によって競われる競技スポーツJとし、現

在、マスターズ水泳チームに在籍し、活動している

者のみを調査対象者とした。

調査内容(測定指標)

1. スポーツソーシャルサポート尺度(菅ほか， 2011) 

2.競技者アイデンティティー尺度

(萩原・磯良， 2011)

3.スポーツ・コミットメント尺度

(萩原・磯貝， 2015)

結果

競技者アイデンティティーがスポーツ・コミット

メントに影響を与え、ソーシャルサポートの認知が

競技者アイデンティティーを規定しているという一

連の流れを体系的に示したモデルの妥当性を検討す

るため共分散構造分析を用いて適合度を確認した結

果、 GFI=.984，AGFI=.919， CFI=.990， RMSEA=.093と

なったo また，それぞれのパスを検討すると競技者

アイデンティティーからスポーツ・コミットメント

へのパスおよび情緒的サポートから競技者アイデン

ティティーへのパスは有意で、あることが示された。

考察

本研究では、中高年マスターズスイマーを競技者

として捉え、これまでの成果で構築したモデ、ルに当

てはめて検言すすることで、競技として中高年スポー

ツという新たな視点を付加できると考えられる。調

査対象者はマスターズ水泳を現在、実施している中

高年のスイマーとし、調査を実施した結果、個人が

マスターズ水泳の競技者としての役割アイデンティ

ティーを認知している程、マスターズ水泳の継続意

図が高くなる傾向にあること、また、水泳をしてい

る自分を理解し、褒めてくれる仲間や家族がいる者

ほどマスターズ競技者としてのアイデンティティー

を強く形成している可能性を示した。

主な参考文献

萩原悟ー・磯貝浩久 (2015)競技スポーツにおける

コミットメントの検討一日本語版スポーツ・コミッ

トメント尺度の作成一，スポーツ心理学研究第41巻

2号，印刷中.
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サッカー選手におけるボールを蹴る方向の事前提示の有無が

ボールキック動作に及ぼす影響

0水谷未来，高井洋平，松尾彰文，前田明(鹿屋体育大学)

キーワード:インステップキック，ボール分布，正確性，判断

目的

サッカーのキックで求められる能力として，自分

が意図した速度で、正確に狙った位置にボールを蹴る

ことがあげられる.これまでに，ボール速度におい

ては，主観的努力度を用いてボーノレ速度の検討を行

い(水谷ほか 2013)，正確性に関してはボ、ール分布

を用いて検討を行ってきた(水谷ほか 2014).以上

のことから，ボーノレ速度がボール分布に影響を与え

ていることが明らかとなっている. しかし，正確性

に影響を与える要因は，ボール速度だ、けではない.

球技スポーツでは，周りの状況を把握し，それに伴

い次のプレーを判断する.この“判断"が伴うこと

で，プレーの精度が低下することが考えられる.

そこで本研究は，ボールを蹴る方向の事前提示の

有無がボールキック動作に及ぼす影響について明ら

かにすることを目的とした.

方法

被検者は大学サッカー選手6名とした.被検者に

は， 11m離れたゴールに向かってインステップキッ

クでボールを蹴らせた.その際，ボールインパクト

の2歩前の軸脚離地の地点に光電管を設置し，通過

すると前方のモニターに蹴る方向の指示が出るよう

にした.ボールの蹴る方向は，ゴール中央，ゴール

右方向，ゴール左方向の 3ヶ所で、あった.事前提示

あり，事前提示なしの 2条件を行い，ゴール中央に

蹴ったそれぞ、れ 10試技を分析対象とした.キック動

作は，光学式3次元モーションキャプチャーシステ

ム Mac3Dを用いて撮影し ボール分布は 2台のハ

イスピードカメラを用いて撮影した.

結果及び考察

ボ、ール速度，重心速度，キック動作時間等にお

いて，条件間で有意な差は認められなかった.以上

のことから，本研究では，ボール速度に関しては統

制がとれているということが確認された.正確性に

おいては，ゴール中央からボールの中心まで、のx軸

方向の距離において，事前提示なし条件は，事前提

示あり条件に比べて有意に大きな値を示した

(pく0.05).よって，判断を伴うことで左右方向のボ

ール分布に影響を与えることが明らかとなった.イ

ンパクト位置xとボール分布xとの聞に有意な負の

相関関係が認められ(図1) インパクト位置xのば

らつきにおいては，事前提示なし条件は，事前提示

あり条件に比べて有意に大きな値を示した(p<0.05). 

以上のことから，左右方向のインパクト位置がボー

ル分布に影響を与えていることが明らかとなった.

結論

判断を伴ったキック動作で、は左右方向の誤差が有

意に大きくなり，左右方向のボールインパクト位置

がボール分布に大きな影響を与えていることが明ら

かとなった.
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n= 60 
y=・0.048x・0.132
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p< 0.05 

-30 

(m) 
2 .1 
・e

-2 

図 1ボール分布xとインパクト位置

n =60 
y== -O.052x・0.350
r= 0.606 
p< 0.05 
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中学生年代における部活動とクラブチームの関係性に関する

社会学的考察

一教育的意義の観点から一

0立木宏樹(九州保健福祉大学)

キーワード:中学生年代 クラブチーム 部活動教育的意義

1.はじめに 3.調査結果と考察

近年、中学生年代をはじめとした少年期のスポー

ツ環境において、学校運動部活動(以下:部活動)と

ともにクラブチームの存在は欠かせないものとなり

つつある。少年期におけるスポーツ活動に期待され

る機能のひとつとして、スポーツによる教育があげ

られる。特に少年期のスポーツにおいては、学校教

育と強く結びついてきたわが国の歴史的経緯の影響

もあり、スポーツにおける教育的意義が強く求めら

れている。そこで、本研究では、部活動とクラブチ

ームにおけるスポーツによる教育をめぐる動向に注

目し、その比較検討を通して、両者の教育をめぐる

関係性について考察することを目的とする。

2.調査方法

本研究では、中学生年代における部活動とクラブ

チームにおける関係性について、教育的意義の観点

から把握することを目的として、指導者に対してイ

ンタビュー調査を実施した。

指導者へのインタビ、ュー調査は、作為的(フィー

ルドワークや事前の聞き取り調査に基づいてクラブ

の形態や地域性等を考慮、した)に抽出した F県、お

よびM 県内の指導者 4名(中学校部活動指導者 A

氏、 B氏、クラブチーム指導者C氏、 D氏)を対象

として、平成 26年 6月から 7月初旬に直接面接法

にてインタビュー調査を実施した。なお、本調査に

おけるインタピ、ューデータの分析にあたっては、質

的データの分析手続きのひとつであるグラウンデ、ツ

ド・セオリー・アプローチ法を援用し、概念の抽出

を試みた。

部活動の指導者へのインタピ、ューデータにおいて

は、計 12個の概念が抽出された。 12個の概念の中

から部活動とクラブチームにおける教育をめぐる動

向に強く影響すると思われる「競技に対する意欲の

差異」、「学業と学校生活を意識した教育J、「自主性

を意識した教育」、「部活動生にみられる特性J、「ク

ラブ生にみられる特性j、「クラブ生に対する偏見j

の6つの概念に注目し、部活動とクラブチームにお

ける教育をめぐる動向とその関係'性についてみると、

部活動では生徒の競技意欲の低下を意識しつつ、学

業や学校生活全体を意識した教育によって部活動生

にみられる特性が生成されている。そして、こうし

て生成された部活動生にみられる特性はクラブ生に

対する偏見を助長している。一方、クラブチームで

は競技意欲の高さを意識し、競技力の向上と結びつ

けて自主性を意識した教育によってクラブ生にみら

れる特性が生成されている。そして、こうして生成

されたクラブ生にみられる特性はクラブ生に対する

偏見へとつながってして o つまり、競技意欲の高低

とそれぞれの意識的な教育から生成される特性の差

異がクラブ生に対する偏見を生み出している。そし

て、部活動では学業と学校生活を意識した教育を意

識的に行うことでさらにクラブ生への偏見を助長す

る一方で、クラブチームではクラブ生に対する偏見

に対して人間性の教育に力を注ぎつつも、部活動で

行われているスポーツによる教育に疑問を呈し、自

主性を意識した教育へと{馴しているといったこと

が推察された。



5. トピック・セッション
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トピックセッション

厚生労働省認知症予防のための戦略研究

認知症を予防する運動仮説の検証

0熊谷秋三，楢崎兼司(九州大学)，田中喜代次(筑波大学)

キーワード:認知症予防 地域在住高齢者，クラスター無作為化比較対照研究，運動介入，長期追跡研究

1.はじめに

本トピックセッションでは 健康寿命を延ばすため

の戦略として，運動による認、知症予防に焦点を絞り話

題提供する.厚生労働省は、認知症発症に運動が抑

制的に作用する可能性が高いことから，平成 25年

度の厚生労働科学特別研究事業「認知症予防のため

の戦略研究j の遂行に着手したこの戦略研究の研

究班で我々が鋭意議論し，運動介入の本格的始動に

向けて鞠簡を整えてきたこのセッションでは，認

知症予防のための戦略研究の概要，運動による認知

症および認知機能低下に関する運動疫学研究の成果

に基づいた最適な介入ターゲッ卜や介入条件等を要

約し，その成果に基づく運動プログラムの決定に加

え，運動指導者の人材育成や運動の地域展開などに

関して紹介する.

2.認知症予防のための戦略研究の概要俊民谷)

研究課題名は， r高齢者の認知機能低下に関わる諸

因子観察と予防介入による抑制効果の検討J(研究代

表者:朝団 隆)である.昨年 10月より 9回の班会

議や4回の戦略研究企画・調査専門検討会作業部会

を重ねて，平成26年度3月に研究実施計画舎を提出

した.対象者約 10000人を市町村を単位として運動

介入と座学群に無作為に分類し，約 1年間の長期の

運動介入研究と 3年間の追跡調査を通して，この「運

動仮説を検証Jする予定である.研究実施計画書に

は，日本全国の市町村でも この介入研究が実施で

きること前提に，各種のマニュアル(介入，検査，

運営，部会、委員会など)も含まれている.

3.認知症、認知機能低下に関する運動疫学(楢晴)

認知機能低下予防に関する運動の抑制効果(保護

作用)を検討するために，認知症、特にアルツハイ

マー病の運動疫学研究の成果と課題を要約した.次

に，地域在住高齢者およひ糖度認知症害伽CI)を対

象に無作為化比較対照研究(RCT)を用いた運動介入

の成績をレビューした.特に，認知症や認知機能低

下予防に有効な運動プログラムの内容を検討するた

めに，最適な身体活動量や体力・運動パフォーマン

ス因子の探索も同時に実施した.その結果， 7種目

からなる 7up programを作成した.

4.運動プログラムの地域展開(田中)

体力や身体ノミフォーマンスを暴露指標とした認

知症発症や認知機能低下に関する運動疫学研究のレ

ヒ守ューより，認知機能との関連性が高い体力要素と

して， 7種目(①筋力 ②平衡性(動的・静的)③

巧徴性(手・足)④敏捷性(反応時間) ⑤全身持

久性・歩行能力 ⑥柔軟性 ⑦二重謀題)が抽出さ

れたまた，主要評価項目は， 1¥伽SE仰ini

Mental State Examination)を用い，副次的評価項目と

してはCDR(Clinical Dementia Rating)， WMS-R 

の論理的記憶に加え，体力・運動パフォーマンスお

よび身体活動量などとした.ここでは，人材育成を

含め地域における運動プログラムの展開に関する内

容に関して説明する.

【参考資料】

厚生労働省科学研究費補助金厚生労働科学特別研究

事業， r認、知症予防のための戦略研究J研究実施計画

書作成に関する研究平成 25年度総括・分担研究報

告書(研究代表者:朝団 隆)，平成26年3月
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<トピックセッション>

大学体育授業の「その後Jを考える
-授業外の取り組みを中心に-

企画・演者:中山 正岡IJ (別府大学短期大学部)

演者:田原亮二(名桜大学)

演者:瀬尾賢一郎(福岡大学)

コメンテーター:橋本公雄(熊本学園大学)

【企画趣旨】

大学体育の授業は 1年次に実施されることが多いことから，受講し終えた 2年生以降への

影響に関する研究事例を紹介する.さらに，体育授業の時間外で，運動・スポーツを提供

している実践例を紹介するとともに，体育授業との繋がりやその可能性についてフロアも

交えて議論する.

【演者要旨】

1.追跡調査から見えてきた大学体育の課題

中山正岡IJ (別府大学短期大学部)

前回大会で実施したトピックセッション(大学体育授業の実践例一種目「をJ学ぶから，

種目「で」学ぶへー)では，大学における体育実技(教養科目)においては，スポーツ種

目を教えることだけ(ルールや技術向上など)でなく，それぞれの体育授業の目的を達成

させるための「方法j として，各種目が提供されるのが望ましいという考えを基に，その

実践例を紹介した.つまり，どのような意図を持って，どのような授業を実践して，それ

をどう評価しているのかについての知見を深めた.しかし，筆者らの研究では，大学体育

における主な目的の一つで、ある「生涯スポーツJへの効果を明らかにするために，運動行

動変容技法を用いた体育授業の持続性を調査した結果，授業期間終了後すぐの効果は見ら

れたものの，授業終了 2年後の運動行動に関連する要因において，効果が認められなくな

っていた.つまり，介入の効果は，授業期間終了後すぐにはあるものの，授業終了 2年後

には無くなってしまうことが示唆された.この結果を受けて，大学体育では，主に「生涯

スポーツJを目的としている大学が多いことから，授業が終了した後(rその後J) を検討

することが必要であるといえる.

そこで，本セッションでは，この課題を受けて，大学体育授業の「その後」を検討する

ために，授業外の取り組みを中心に事例を紹介していただくこととした.

2.福大朝スポ倶楽部立ち上げまでの経緯

田原亮二(名桜大学)



大学 2年次以降の運動実施状況は芳しい状況には無く， 1255名の学生に調査した結果で

は2年次生 (0=851)では 51.4%，3年次生以上 (0=404)では 42.1%，全体では 48.4%の学

生が日常的に運動を全くしていない状況にあることが示された(田原ら，未発表資料).そ

の他の調査資料(伊達ら (2011)，笹川スポーツ財団スポーツライフデータ 2012，)におい

ても同様の傾向は見られ，大学体育受講後に一時的に改善される運動実施状況も，学年を

追うごとに再び元の状況に戻ることが明らかとなっている.大学体育受講によって改善さ

れた運動参加への意欲の受け皿としては運動・スポーツ系の部活動やサークル活動を期待

したいが，学生生活白書 20日(日本私立大学連盟)によれば，運動・スポーツ系の課外活

動に取り組む学生は全体の 32.1%にとどまっている.さらに細かく見ると，部活動に参加

する学生の割合は以前の調査から横ばいで推移しているものの，運動・スポーツ系のサー

クルに参加する学生は l割近く減少している.

これらの状況を踏まえつつ大学体育の「その後」を考えていく場合の一つの視点として

は，学生をどのようにして運動継続にもっていくか，すなわち大学体育授業の効果を高め

る指導方法を検討することであり，これは大学体育に関わる者にとっての恒久的な課題と

言えよう.一方で，学生が運動・スポーツをしない理由のひとつとして「時間がなしリ， r場

所がなしリといった要因が挙げられることから，大学生の運動実施環境を整えることも必

要なことであろう.これら二つの視点からの取り組みがそれぞれ独立して存在するのでは

なく，ソフトウェア，ハードウェアの両輪として機能していくことが大学体育の効果を高

めることに繋がっていくと言えよう.

福大朝スポ倶楽部は r教養教育を起点とする学士力の保証」が課題として設定された福

岡大学で行われている学内公募「魅力ある学士課程教育支援Jを受けて立ち上げられた.

公募時のタイトルは「ココロとカラダのウエルネスプログラム 一心身の活性化と交流の

ためのスポーツプログラムサービスーj で、あった.大学体育履修後の運動機会の減少，集

団でのスポーツ・レクリエーション活動がコミュニケーション，チームワーク， リーダー

シップといった学士力に関わる素養の養成に有効であるなどの観点をふまえ， rウエルネス

(積極的な運動・健康への意識化)J， r学年を超えたコミュニケーションJ，r朝ごはん(朝

活)Jを事業のキーコンセプトとして設定した.学生の勧誘はポスター掲示，チラシ配布，

メール，学内ポータルサイトなどを活用し実施したが，当初の学生の反応は鈍かったため，

l年次の体育授業で、も募集活動を行った.その結果，初年度の登録者数は 137名で、あった.

3.福大朝スポ倶楽部(ココロとカラダのウェルネスプログラム)の現状と今後の課題

瀬尾賢一郎(福岡大学)

福大朝スポ倶楽部(以下，朝スポ)は，通常プログラム，集中プログラム，フィットネス

プログラムの 3プログラムを初年度から実施している.通常プログラムとは，土曜日の朝 8

時から 1時間程度のスポーツを行うプログラムで，前後期それぞれ 4回ずつの計 8回を実

施している.実施種目は朝スポに会員登録をしている学生にメールで希望を取り，バスケ

29 
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ットボール，バドミントン，卓球，フットサルなど希望の多かった種目を実施した.

次に集中プログラムは，主に大学の長期休暇中に実施しているプログラムで，宿泊を伴

うプログラムも展開している.内容としてはスキー，キャンプ，スノーケリング，ヨット・

シーカヤックである.プログラムに参加した学生からの感想、をいくつか挙げると r私は人

見知りですが，初対面の人とも仲良くなれたJrみんなで協力して一つのことを成し遂げた

達成感は最高だ、ったJrこれからスキーにチャレンジしてみたしリなど，スポーツを通した

コミュニティの形成や集団活動における協調性の向上，スポーツの生活化に向けたきっか

けづくりに繋がるプログラムだ、ったと考えられる.

フィットネスプログラムは，ピラティス，ヨガ，空手ビクスの 3種目を外部講師に依頼

して，それぞれ全 10回を夕方に実施するプログラムである.これらのプログラムでは，実

施前と実施後で毎回 TDMS・ST(二次元気分尺度)の回答を求め，全てのプログラムにおい

て「快適度Jr安定度Jr活性度Jの因子が実施前よりも実施後に有意な上昇がみられた.

これは心の安定度が上昇し，ゆったりと落ち着いた状態に変化したことが考えられる.

平成 26年度から新たな試みとして，スポーツに自信が持てない学生や，基礎から指導を

受けたいと考える学生を対象に，スポーツ科学部の体育教員を目指す学生を指導者とする

運動塾を開始した.指導に際しスポーツ科学部の学生には，対象のレベルに応じた指導案

を作成してもらい，朝スポ担当の教員と打ち合わせをしながら指導プログラムの作成を行

った.前期は卓球とバドミントンを行い，プログラムに参加した学生からも r自分でも驚

くほど上達したJr自信がついたJなどの感想をもらい，一定の成果を上げることができた

ものと考える.

以上のことから，周囲と比べ運動欲求の高い学生に対する場の提供としての役割や，運

動することによる心理状態の安定化・活性化を図ることができたものと考える. したがっ

て，ココロとカラダのウェルネスプログラムとしての一定の成果を上げることができたの

ではなし、かと考える.今後の課題としては，会員登録者数を増やすための情宣活動の工夫

や，運動塾への参加者を増やすことによって，スポーツを身近に感じることができるよう

な取り組みへと繋げていくことを課題としたい.

4.正課体育と課外活動の連携

橋本公雄(熊本学園大学)

大学体育授業の教育効果として，日常生活での運動・スポーツ活動の促進が考えられる

が，実際にどれくらい般化しているのか，その実証的研究は皆無に近い.この点で今回の

トピックセッションは意義がある.今後，日常生活への大学体育授業の般化の検証ととも

に，福岡大学から報告された朝スポ倶楽部のような「場」の提供の検討も重要な課題と思

われる.
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幼児教育と小学校教育の内容に関する「接続研究Jの方法を探る

ーボールゲームと鬼遊びの接続を例に一

企画・演者:西谷憲明(鹿児島国際大学)コメンテーター:西迫貴美代(鹿児島県立短期大学)

司会:海野勇三(山口大学)

キーワード:教科内容概念法則具体的普遍対立概念

I 目的

今関・高橋 ρ013)は， r教科内容を構成する枠組

みとして概念や法則に依拠してこなかったJと指摘

している.演者は，バスケットボールを例に認識内

容としての防御突破の原理と技術の構造・法則を統

一的に把握する方法論解明をライフワークとした

本企画では，この哲学的方法論が教科内容となる

概念や法則を解明する方法論であることを示すこと

がねらいである.そのために教科内容研究における

哲学的方法の導入の歴史を踏まえ，そこにおける方

法論の限界と課題を明確にする.具体的な例示とし

て攻防入り苦はL型ボールゲームでの抽象的概念整理

と技術構造・法則の理解の仕方を示す.そして，学

習指導要領でも関連領域と取り上げられる鬼遊びの

概念整理を通して接続研究にも応用して整理できる

内容であることを示す.

E なぜ哲判句方法論なのか

1960年代初頭に始まる「教科内容の現代化」運動

の方法論は，柴田 (1976)により「分析と総合Jと

「一般から特殊へJの組み合わせと整理されたが，

この方法論は，算数に始まり国語・社会・体育など

にも適用された.体育では，斜交体育研究同志会に

よる「ドル平泳法から近代泳法Jへの発展の理論的

背景となっている.しかし，これらは静止した現象・

事象を研究内容とする形式論理学で整理できる内容

で‘あった.一方，事物に内在する弁証法的矛盾を捉

えて，事物に内在する構造と運動法則を解明する弁

証法論理学の方法がある.この方法論は，哲学的な

論争はあったが，まだ未解明な課題で、あった.

E 攻防入り乱れ狸ボールゲームの技術構造・法則

演者は，見回(1977)の弁証法論理学の方法的特

色である抽象しながら分析・総合する方法論を，バ

スケットボールゲームを前提した中盤の攻防関係を

紙面に描き，そこに4つの抽象概念を設定して，そ

の原理を解明した紙上での分析・総合であるから，

現実世界と習熟度の高い競技者の世界とは区別した

世界ではあるが，人間の情報収集の根本である人間

の視界が置かれた条件の違し、から原理を解明した.

その「具体的普遍」として攻撃者の働きかけを総称

する「反応時間差j と防御者の視野の死角「ブライ

ンド空間Jの矛盾関係が，終盤の典型的攻防関係、の

分析的総合から「パスワークプレイ」を一般として

少しずつ特殊な姿で、「リターンパスプレイJrスクリ

ーンプレイ」で貫かれる姿からその構造・法則を捉

えた.この典型的攻防関係である攻撃側が防御側を

視界の中で挟み込む関係は，ハンドボールとサッカ

ーにも典型場面として見られ，同様に攻撃技術の一

般から特殊な展開が解明でき， r的あてゲーム」にも

その姿が読み取れ，最も容易な攻防入り財哩ゲー

ムとして位置づくことも解明した.

W 鬼遊て周既念整理からボールゲームの関連拒渥

小学校学習指導要領の低学年におけるゲーム領域

がボールゲームと鬼遊びで構成され関連性がある点

や付属幼稚園での鬼遊びが中心でボールゲーム未実

施で‘あった.そこで，文献研究で鬼遊びの教科内容

の概念分析からボールゲームとの接続性を探った.

年齢ごとに鬼遊びを展開する文献の分析から鬼遊

びの内容の系統は， r追う・逃げる」対立概念の発展

として把握できること，ボールゲームをその対立概

念の発展として捉えると，目的が一つになり，集団

性が強くなる特色を持ち 具体的普遍が発生する必

然性も説明できた.また発達の姿を捉える視点とし

て活用できる姿を「赤ずきんと狼J遊びで説明した.

V 質駒t答
本学非常勤で「自己表現法(身体)Jを担当する西

迫先生からは，球技と真逆に身体の内側と向き合い

内容を整理するため，学習主体に寄り添いながら内

容を整理する特色があり，その客観的内容整理の難

しさの中での取り組みを紹介された.海野先生から

は，客観的な教科内容と学習主体の学習内容の往還

の中では，その客観的な教科内容は不変なのかとい

う問いがあった.教科内容の把握と現実世界を区別

して捉えることが大切で今後の整理の主要な課題

のーっとして引き取った. (文責:西谷)
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2020年東京オリンピック

スポーツと社会の関係性を考える

司会:林田賢朗(熊本大学大学院) 演者:草野柊(熊本大学大学院)

キーワード:大学院生，東京オリンピック，専門分野，ボランティア，

はじめに

東京が 2020年のオリンピックの開催地に決定し

て 1年が経過し、国内でも開催に向けた準備が進め

られている。 1964年の開催以降56年ぶりの開催と

なるが、当時の東京オリンピックは日本の社会の発

展に大きく貢献したものとして知られている。今回

の東京オリンピックも経済効果が 3兆円見込まれ、

経済の大きなプラスになることはもちろん、東日本

大震災の復興についての議論がされるなど、自国開

催について多くの議論がなされている現状がある。

そこで体育・スポーツを専門とする大学院生は「オ

リンピックと社会の関係性」をどのように捉えるの

か、本セッションを通じて考えを深めたい。

内容

オリンピックの自国開催は、それまでの開催国が

赤字で大きなダメージを残したことが原因で、敬遠

され続けていた。しかし 1984年のロサンゼ、ルスオリ

ンピックをきっかけに、オリンピックを商業主義的

に行う動きが始まり、その大会以降自国開催のため

の大がかりなプレゼンや招致運動が開始されるよう

になったo 図としては経済効果、雇用創出、国威発

揚などの利点から、自国開催を強く推進している。

しかし、国民には東日本大震災復興のこともあり、

自国開催の利点が共有されていない部分もある。こ

のような現状を分かつてもらったうえで、今回のセ

ッションはオリンピックを「支える」の観点から、

体育・スポーツ専門家同士の話し合いの機会とした。

体育・スポーツを専攻する学生・大学院生が「大学

生・大学院生として、オリンピックにどのように関

わっていくか」としづ課題に対して、グループワー

クの中で話し合いながら考えを深めた。

セッションには栄養学やバイオメカニクス、教育

学、スポーツ史など専門の違う約 30名の参加者が集

まったため、話し合いの中でそれぞれの立場から

様々な意見交換が行われた。ボランティアとして参

加することはもちろん、総合型地域スポーツクラブ

を利用した選手強化や、大学のスポーツ施設を利用

するなど、学生、若い研究者らしい意見も多く見ら

れた。

2020年のオリンピックに出場するのは、今はまだ

中学生・高校生のアスリートたちであろう。つまり

彼らを支えていくのは今大学生・大学院生である

我々である。本セッションで多くの価値観にふれ、

体育・スポーツ専門家としての知識を深め、自分な

りのオリンピックへの関わり方を見つけてもらいた

。、
、'u 

まとめ

本セッションでは r2020年東京オリンピックと社

会との関係性Jについて、大学院生の立場から「オ

リンピックにどのように関わっていくのかJについ

て考察した。

2020年の開催に向けたこれからの約6年間、固と

してオリンピックに向けた多くの取り組みや、多く

の課題が生まれてくることが予想される。大学院生

としての独自の見解や深い知識、多面的な視点を持

っておくことは、体育・スポーツの専門家として必

要であり、これからの体育・スポーツ分野の発展に

寄与するものだと考える。
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く第 l専門分科会>

体育とスポーツにおける暴力の研究方法論への若干の問題提起

~急がぱ回れ~

演者:根上優

指定討論者:前田博子(鹿屋体育大学)・内田若希(九州大学)

司会:伊藤友記(九州共立大学)

2013年 1月に発覚した高校バスケットボ

ール部の教師による所謂「体罰Jが原因で生

徒が自殺した事件をきっかけに、女子柔道ナ

ショナルチームの指導者による「暴力Jや大

学柔道部の上級生の「暴力J等々、スポーツ

における暴力の問題が大きくメディアで取り

上げられ、社会問題として人々の関心を集め

た。この高校運動部の事件は、「生徒の自殺J

という衝撃の大きさもさることながら、それ

以上に重要なこととして、私たち体育・スポ

ーツ科学の研究教育に従事する専門家集団の

メディアリテラシーを主に、その「出来事J

への学会としての「社会的反作用」という点

で、多くの学問的に反省すべき課題を残した。

本講演では、それらの課題の中から再考すべ

き論点を三点に絞り、社会学的観点から論究

したい。

その第ーが、「体罰J と「暴力」の定義一

「類概念Jと「種概念J、「過程中心主義Jと

「結果中心主義jーに始まって、所謂「体罰・

暴力J問題への学問的アプローチの前提とな

る認識論的・方法論的課題であり、第二は、

スポーツにおける暴力の発生メカニズムを現

象学的・臨床的視座から導き出した「加害者

一被害者一目撃者j の「関係性J- r三角関

係J(ジラール『欲望の現象学.s)および「ト

ライローグ構造J(山崎正和『演技する精神.s)

ーとして捉え、「加害者一被害者jの「二項関

係J として捉える既存のアプローチの道徳性

とその限界一「不作為の暴力Jr当事者意識の

欠落Jr悪しき科学主義の論理J等ーを浮き彫

りにすることである。そして最後に、今日、

現代への時代認識として様々な分野で注目を

浴びている「トランス・サイエンスの時代J

(小林侍司)における体育とスポーツの科

学・科学技術の果たすべき社会的役割と、「ど

うしたら体育とスポーツから暴力をなくする

ことができるかJ という「トランス・サイエ

ンスの問題J-科学者や指導者、教育者らの

専門家集団の守備範囲を超えた問題群ーに対

する我々の身の処し方について提案したい。

すなわち、それは単なる意見を戦わせる「議

論jではない。体育とスポーツの研究者、(体

育を含む)教育の専門家集団、スポーツ指導

の専門家集団、学生・生徒およびアスリート、

体育とスポーツの活動の外部にいる素人集団、

等々が「相互の立場と意見の相違Jを認め、

尊重し、そしてそのことを前提とすることに

よって「一つの目的J(r概念構築J)に向かつ

て「合意形成J(r問主観性J)を図っていく「実

験的試みJである o このような地道な試みを

通して将来、我々がなすべきことは、体育と

スポーツの合理性を高める「制度構築Jへの

提言である o

本講演では、これまで学問的見地から体系

的・理論的に捉えるよりは、むしろ「常識」

一川、つ、いかなる理由があろうとも暴力は

許されないj という「体罰・暴力根絶J言説
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ーの範囲に止まることの多かった「体育とス

ポーツにおける暴力j について論ずるために

は、その前提として、この問題に関する学説

史的展開について詳述しなければならない。

体育とスポーツにおける暴力の研究は、時代

と社会、文化の変容はもちろんのこと、体育

とスポーツの展開する「場所Jの「危険性j

( rリスク J) と「文脈依存性J(rプロセスJ)

の中で様々な<相>として立ち現われてくる o

その意味では、きわめて多面的・多義的・逆

説的な現象である o 一例として、このことを

「ジェンダー化された暴力 J(gendered 

violence)という視点から明らかにしてきた

のが「ジェンダー研究Jであることは改めて

述べるまでもない。所謂「体罰・暴力根絶J

宣言に見られるように、一面的・一義的・首

尾一貫した認識に至ることなど到底できない。

ここでは時間的制約もあり、「スポーツにおけ

る暴力Jを主として、必要に応じて「体育に

おける暴力Jを関連させて論じることにする o

その上で、体育とスポーツにおける暴力が人

間と文化、社会を理解する上で、し、かに「豊

かな鉱脈j をもっているか、またその一方で

「暴力J という「アンビヴァレントな存在」

と向き合ったとき、いかに研究者らは自ら「矛

盾Jを抱え、その「当事者j として「ジレン

マ」に悩み苦しんできたのか、を「スポーツ・

バイオレンスJ(Sports Violence)の研究史を

通して受け入れていただきたい。 1970年代に

「大西洋J(Atlantic)を挟んだ国々で、プロ・

スポーツ界に司法が介入したことをきっかけ

に「暴力はゲームの一部か?J (Horrow， R. 

1976)が問題になってから 40年あまり、それ

は、今なお「それは依然としてゲームの一部

である J(Atkinson， M. 2010)、「フィールド

上とフィールド外の暴力一問題はスポーツ文

化なのか社会なのか?J (Gatz， M， Messner， 

M， & Ball-Rokeach， S， 2002)、「スポーツ・

バイオレンスからスポーツ犯罪へJ(Young， K， 

2002)、等々として問われ続けている。

社会全体から我々体育・スポーツ科学の専

門家集団に「体罰・暴力根絶j への処方婆を

早急に出すことを求められているこの時期に、

あえて副題で「急がば回れ」と謡った背景に

は、これまでの私自身の学問的研究の浅薄へ

の自己反省と性急に流れることへの自戒の意

味が込められている。この「選択」は、何ら

かの具体的処方婆を期待している方には甚だ

物足りない内容であり、ここに至って「何を

悠長なことをJ とお叱りを受けることを覚悟

している oまさに「進むも地獄、退くも地獄!J 

の心境である o
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第2・第4分科会合同シンポジウム

体育・スポーツ活動中における事故とその対応

司会:野田耕(九州共立大学)、奥本正(名桜大学)

-企画趣旨

平成24年度4月より実施されている新しい中学校学習指導要領では、中学 1・2年次において「武道Jが必修化

され、すべての生徒が柔道や剣道、相撲等の種目こ触れることになった。この「武道Jの必修化の際にクローズア

ップされたのが、学校における「柔道事故Jの実態であり、他の種目に比して事故の発生件数が多いことを理解で

きるとともに、柔道に限らず指導者にとって体育・スポーツ活動中の事故やその対応(対策)について改めて考え

させられる話題であった。

そこで今回の第 2・第 4分科会合同シンポジウムでは、遠矢英憲氏(名桜大学人間健康学部)と篠原純司氏(九

州共立大学スポーツ学部)をシンポジストに迎え、遠矢氏からは野外教育の専門家としづ立場から野外活動時にお

ける安全教育・管理について、篠原氏からはアスレチック・トレーナーとしづ立場からスポーツ事故・突然死の実

態および緊急対応計画の必要性について報告していただき論議を深めた。

-発表要旨

1 J.K難事故防止を視野に入れた安全水泳指導

遠矢英憲(名桜大学)

我が国において、長らく競泳志向の水泳指導が行

われてきた。その結果、安全水泳指導といってもプ

ール内で、の事故防止を意図した指導に限定され、海、

河川、湖沼等の自然水域での事故予防については、

わずかに着衣泳が取り扱われているに留まっている。

そこで現在の安全水泳指導モデルの問題点、水辺活

動の事故予防を目的とした安全水泳指導の必要性、

そのような安全水泳指導の欠如が引き起こしている

社会的事象について、沖縄県の事例を中心に報告し

た。

沖縄県ではスノーケリング中による事故が後を絶

たないことから県警の指導によってスノーケリング

を制限(禁止)するピーチが増えてきている。この

ような事故は、事前の指導や日本スノーケリング協

会が示す守旨針の実行により無くすことが可能であり、

水難事故の予防には「安全教育Jが重要である。そ

の安全教育であるが教育を受ける側が、「楽しく・簡

単で・安全に」取り組めるプログラムの工夫が必要

で、耕寸を「可視化 (DVD等)Jすることにより一層

の効果が得られよう。また、旧来からの誤った知識

を正し、科学的根拠に基づいた知識を普及させてい

くことも重要である。

2.体育・スポーツ活動中における事故とその対応

篠原純司(九州共立大学)

近年、学校における体育・スポーツ活動中の事故

の多くは、運動部活動に発生しており(中学校58'覧・

高校61明)、競技種目で見てみると柔道や野球、ラグ

ビーの発生件数が多い。また、傷病別に件数を概観

すると「突然死Jが最も多く、次いで頭部外傷、脊

椎損傷と続いている。とくに突然死についてはその

原因が究明されておらず、事故が発生した時には迅

速かっ適切な対応が求められる。

近年、スポーツ活動中に起こり得る事故を想定し、

し、ざという時に冷静に迅速かっ適切な行動がとれる

よう、「緊急刻応計画jの作成が求められている。こ

の計画は、スポーツ活動中に発生した事故への対応

手順を明確にし、運動指導者・運営組織で「共通理

解Jをするために作成する必要がある。この緊急刻

応計画に基づいた普段からの備えは、スポーツ活動

中の事故を無くすためにも必要不可欠である。

3まとめ

体育・スポーツ活動中の事故を予防するためには、

効果的な安全教育の実施と普及が重要であること、

また、指導者・運営組織として緊急対応計画の策定

と周知の徹底が必須であろう。
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九州体育・スポーツ学会第 63回大会 第 3分科会シンポジウムのまとめ

身体接触の教育的効果について

シンポジスト:高柳茂美(九州大学:)，蓑田智通(大分県教育庁体育保健課長)

司会:日高正博(宮崎大学)

本シンポジウムの背景・目的

子どもを含めた若者の心と身体の異変に対して，佐

藤(1995)は「精神的な意味における身体の危搬lとし

て「人と交われなし、硬直した身体，感受性と応樹主を

喪失した身体J等と表現し丸また，竹内(1998)は「自

我の祖型としての身体になれないでし、るJと言い，鷲

田(1998)は「パニックボ、デイj との表現で警鐘を鳴ら

したさらに，学校内外での暴力事件の増加や低年齢

化を報告した文科省(2010)も「自分の感情をうまくコ

ントロールで、きずに暴力に走る場合が目立つJとして

いる。

このような若者の心と身体に関する問題の解決に身

体接触が効果的であるとの報告が，ソフトタッチとハ

ードタッチの面からなされている。

そこで，本シンポジウムでは，体育・スポーツ実践

の場においても起こり得る 2種類の身体櫛虫に着目し，

それぞれの櫛虫を伴う運動の教育的な効果についての

認識を深め合うことを目的とした。その話連爵是供とし

て，ソフトタッチの面から九州大学の高柳氏，ハード

タッチの面から大分県教育庁体育保健課長の蓑田氏に

ご登壇いただき，各棚虫の教育的効果の実感について

発表していただいた。両氏の発表の概要を，司会とし

ての感想を含めながら，以下に記すことでシンポジウ

ムのまとめとしたしも

身体接触の教育自効果についてーソフト湖蹴合い

からの観点一

高柳氏は，身体接触の理論的な背景とソフトな身体

櫛虫に関する先行司院を紹介されたあと，大学体育授

業におけるボディワークの授業の実際を報告されたゐ

特に印象的で、あったのは，授業中になされる指導者の

教授行動(特に心や身体を意識化させるための言葉か

け)の関わりを受けながら，学生がボディワークに取

り魁んでいる様子の紹介であった。佃Q得点やボディ

イメ一、河尋点の変化とともに，授業後の学生の感想ぶ

示された。それには，学生自身の心と身体についての

豊かな気づきが記されていた。 r体ほぐし運動Jの目

指すべき姿を示しているように捉えられ，体育科教育

領域の参加者に，重要な/背唆を与えていただいたので

はないだろうカもまた，このような豊かな気づきを引

き出すためには，授業中の指導者の言葉かけが重要で

あることが改めて確認できた。

その後，身体関虫は効果も得られるが，逆効果にも

なりうるため意味のある身{材刻印が重要である

点を強調された。さらに，ボディートークの「息」の

概念を引用され喜J r楽Jの快の感情は「暖息」

のもとでうまれるとされていることを紹介された。そ

れを踏まえて，身体接触はどのように触れるのかが大

切であり，たとえ「ハードな接角釦でも，それが「意

味のある接調印と「暖かし唱mコ櫛釦であれば「ソ

フトな接触jへと変化する可能性のあることを指摘さ

れた。

コンタクトスポーツの教育的意義

蓑田氏は，横綱双葉山と同郷で，ご自身も相撲に長

年取り車aIVでこられた方である。氏は，まず，コンタ

クトスポーツに取り紘んでしも学校数キ相撲競技の加

盟数等のデータの紹介をされた。また，九州各県の中

学校武道領域選択種目の害!恰を示されたが，各県の歴

史や文化を反映しており興味深いもので、あった。さら

に，教育活動中の事故併勢:データの紹介を踏まえて，

柔道授業中の安全管理のポイントなどをお話しいただ

いた。次に，相撲の授業の実際を紹介していただいた

点は，体育授業を研究のフィールドにする体育科教育

領域の参加者にとっては有益な情報で、あった。

その後，大相撲に話題を移され，高校生時代に指導

されたとし、う嘉風関(平成26年9月場所商顕3枚目)

とのエピソードや今後のブ司自撲への展望などを熱く語

られた。

最後に，ご自身の実感に加えて，山下泰裕氏の言葉

( r武道(体育)を通して相手を思いやること，自分を

徐すること，ノいーノレを守ることをしっかり教えていき

たしリ)や双葉山の言葉(r我未だ木鶏たりえずJ) 

を引用されながら，コンタクトスポーツの教育的意義

として，↑青編句な安定，トールを守ろうとする態度，

相手を思いやる気持ちなどをあげられた。
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W2020年東京オリンピックに向けた選手強化について』

【シンポジスト1
0吉岡紀子氏
-新体操マルチサポート委員会 (NTC/JISS管理部部員)

.ナショナルチーム団体キャプテン

• 2008北京オリンピック新体操コーチ

.フェアリージャパンPOLAの指導者

0植田辰哉氏

・大阪商業大学特任教授， jVA男子強化副委員長

• 1992年のバルセロナオリンピックキャプテン

2008北京オリンピック男子バレーボール監督

【報告概要1

第5専門分科会世話人・池上寿伸(佐賀大学)

2020年オリンピック・パラリンピック開催を 6年後に控え，日本オリンピック委員会(JOC)や独立

行政法人日本スポーツ振興センター(JSC)，各国内競技連盟(NF)等をはじめとした選手強化・育成プ

ログラムが実施されているところです。 JOCは，①日本選手団の五輪における全競技種目入賞②メダ

ル獲得数第3位③出場種目の3.50/0での8位以内入賞を強化育成の目際値としているようです。

6年後のオリンピックをゴールにトップアスリートを目指すターゲットエイジは実質上，高校入

学から一般・大学生までの年齢層になってきます。ジュニア期の選手がトップ選手に成就すること

に必要となる重点要素と選手のサポート体制について論議する為に，まずシンポジストの方々にこ

れまで継続してこられた強化育成についてご紹介いただきました。

なお，話の内容については責任問題に発展することのないように項目を挙げるに留めさせていた

だきます。

0これまでの強化について

(吉岡氏より)

①フェアリージャパンPOLAについて。

②西が丘ナショナルトレーニングセンター (NTC) における、 1 1=110時間の練習を継続する合宿生

活。(競技別強化拠点施設活用事業一文部科学省)

③修学年齢期を考慮、しての通信教育受講と到達確認テストの活用状況。

④オリンピックが終わる度に選抜選手の総入替を行うこと o (現役選手で、あった者も新人と同じス

タートラインに立つ)

⑤選手寿命が短い種目であること。 (4--5年で仕上げていくこと)

⑥女子選手の鍛え方と育て方について。 11ヒり方と褒め方について。

⑦日常の所作、立ち振る舞いに始まる卜|常の美しさの重要性について。

③トレーニング‘や戦術の導入にかかる情報選択について。

(フォースタンス理論の導入)

⑨ジュニア期に身に付けておくべき基礎・基本を全国津々浦々の地方に伝え浸透させる方法やシス

テムが必要。

⑩海外(強豪国)の指導者の下でのトレーニングと国内の強化をつなぐ体制づくり。

(植田氏より)

① JQCナショナルアカデミ一事業についてo (国際的競技水準を踏まえた強化の為に，プロフェッシ

ョナルなコーチを育成・養成する。)

②児童期における36の基本動作習得について。

③キャプテンは将来の中間管理職になるというセカンドキャリアも考慮、して指導する。

④中期計画で、ゴールを決めてマイルストーン計画を現実化する。



40 

⑤指導者は非常識の域をユニークなものとして捉え成果につなげるo

⑥東京近辺のインフラだけでは間に合わない。東京五輪に向けた地方のインフラ整備が重要課題。

⑦選手自身がセルフケアで、きる能力を養うのが必要。

③誰にでもできるマニュアルが必要というより、過去の指導マニュアルをオリジナルなものに作り

上げる努力が必要。

⑨中途半端な経験者ではなく未経験者がゼロから学び直して指導者になるとしづ姿勢が重要。

⑩マスコミ対応やインタピ、ューへの準備としてのメディアトレーニングも重要。

0今からとりかかるべき強化内容について

国や中央の施策を待っていては実態に変化はないで、あろう。できることを地方からでも進めて行

くべきである。

①犠牲と奉仕の精神で臨む強化育成。

②体罰から選手を守る倫理性の考慮。

③選手の内発的動機付けを考慮する指導姿勢。

④メンタルを鍛える指導法の実践o

⑤日常よりトップアスリートとして自立した生活環境の整備。

⑥指導者の養成。

。シンポジストからの逆質問

続いて，次のAとBについてフロアからのコメントを求めてみました。

A.若い指導者の夢について。

B. 各地域や地方における指導の現状やニュースについて。

フロアの多くの大学院生から将来，教員や指導者になる夢やシンポジストのお話を今後の指導に

生かして頑張りたいといった趣旨の発言がありました。

0まとめと感想

このシンポジウムを通して 6年後開催の東京オリンピックに向けた強化育成について，選手・

指導者・サポートの何れにも関わり，①人間性の養成②地域における一貫指導システムの構築③圏

内の情報伝達性の向上④各国のスカウティングや情報戦略技術などが強化育成の課題としてしぼら

れたと考えます。

お陰をもちまして今回の第五専門分科会シンポジウムへ50名を越える参加を得ました。さらに，

これまで以上に大学院生や若手の会員の参加があり，活発なトーク&トークになりました。

またシンポジストのお二方共，今回の学会登壇にて学ぶことが多々有り，今後の強化育成に生か

したいと申されました。真に「学ぶことをやめたら，教えることをやめなければならなしリの言に

あるように自らの指導姿勢を質す心がけをされていることに頭の下がる思いでした。

本当にありがとうございました。



8. ラウンドテーブルディスカッション
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自己成長を促す大学体育実技授業を考える

一新入生を対象としてー

コーディネーター 内田若希(九州大学)

演者谷本英彰(東亜大学)

キーワード:大学体育，自己成長

本 RTDの概要

内田若希(九州大学)

人間力(humanagency)とは，自立した一人の人間

として力強く生きていくための総合的な力のことで

ある(市川，2003). この人間力の低下が，大学生に

おける心身の健康問題の根底にあるとされる.そこ

で，心身の健康問題にアプローチするために，大学

体育実技授業の目的のーっとして，人間力を高める

ような自己成長の促進をあげることも可能であろう.

しかし，そのための授業プログラムはこれまでのと

ころ提示されていない.

体育実技授業において，挑戦する目標課題の設定

とその達成に向けた努力の過程や 達成・日腕tの感

動体験を通して，自己成長の場を提供できると考え

られる(橋本，2014).本トピックセッションでは，

自己成長をどのように捉えるか体育実技授業でど

のような場の設定を行えば ささやかな自己成長が

図れるかについて， 3名の演者を迎えて議論を行っ

た.

体育実技授業におけるささやかな自己成長

谷本英彰(東亜大学)

近年，キャリア教育の観点から「学士力(中央教

育審議会，2008)Ji人間力(内閣府，2003)Ji社会人基

礎力(経済産業省，2006)Jなど，大学卒業時までに

身につけておくべき資質・能力について各省庁が提

言している.これら資質・能力に関する提言に共通

するのは，個人が主体的に学び，考え，行動するこ

とであり，これらを身につけさせることが大学教育

の使命だといえる. しかし，週 l回の体育実技授業

のみでこのような資質・能力を身につけさせ，自己

藤原大樹(保健医療経営大学)

山本浩二(北九州市立大学)

成長を促すことは容易ではない.そこで，本セッシ

ョンの中で，ささやかな自己成長としづ概念を提案

した.

ささやかな自己成長とは，自己成長を「目の前に

ある墜を自らの努力によって越えようとした時に生

じる， 自身の変イヒJと定義したとき，この前段階と

いえる.つまり， i自身が変化しそうだJまたは「今

取り組んでいることは自身が変化するために必要だJ

と「気づくJことであると考えられる(図 1). 

体育授業に

おける壁
(体育侵黛の効果}

-対人関係
・銭能・身体的側面
・行動
{規範・生活習慣)

ささやかな I I 自己成長
自己成長

吟I_~~気づき}|時l …レの向上
曹官ごゴ〓v竺で三~'"' I ・有能感の向上.2という誌がす ・自尊酬の向上

図 l 体育授業における自己成長の仮説モデル

体育実技授業において自己成長を促すためには，

ささやかな自己成長つまり学生自身の変化に対する

気づきを大切にする授業を実施し，授業内では学生

の気づきを価値付けることが重要であるといえる.

しかし，この仮説モデルについての実証的研究は

行われていない.よって今後はこの仮説モデ、ルにつ

いて検証を重ね，体育実技授業におけるささやかな

自己成長の重要性を証明していきたい.

レジリエンス向上を図る体育実技授業の場の設定

藤原大樹(保健医療経営大学)

レジリエンス (Resilience)とは， 日本語では回復
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力，強靭性，しなやかさ，良好な適応状態などを意

味する.この概念、は， Ruほr(1987)により提唱され

たもので， r深刻な危険性にもかかわらず，適応的な

機能を維持しようとする現象Jと定義されている.

先行研究において レジリエンスはメンタルヘルス

問題のリスク低減や向社会的行動(Mぉ刷 etal.， 

2006)，自尊心(小塩ら， 2001)，自己教育力(森ら，

2002)と関連していることが報告されている.これ

までレジリエンス向上を意図したプログラムは，主

に野外体験(Neil& Diぉ，2001)など課外活動におい

て実施されてきたが，体育授業においての取り組み

は数少ない.

本発表では，大学生のレジリエンス向上を目的と

した体育実技授業プログラムの概要を紹介した.授

業プログラムは，健康スポーツ実習の受講学生47

名(介入群:25名，非介入群:22名)を対象として，

平成26年4月から 7月の前期授業中に実施された.

授業プログラムの内容は，学生が毎授業終了時に挑

戦シートを用いて，授業内における自己の課題抽出，

目標設定，課題への挑戦を行うもので、あった.授業

プログラムの効果検証を行ったところ，介入前にレ

ジリエンスが低くかった学生において， レジリエン

スが向上する可能性が示された.この結果から，体

育実技授業において挑戦的な課題を経験することは，

レジリエンス向上という自己成長につながる可能性

が示唆された.

社会性を高める体育実技一高大連携の視点から一

山本浩二(北九州市立大学)

平成21年度，重度障がいのある学生への体育授業を

きっかけに，新しい種目(電動車椅子サッカー，風船

バレー)を体育授業へ導入することを試みた.その結

果，新しい種目の導入は，障害のある学生にだけでな

く，多くの学生に予期せぬ効果をもたらした.そこで，

本研究では，新しい種目の導入は，これまでの体育・

スポーツ観の解体により，新たな自己成長が期待でき

るのではなかろうか.また，新しい種目には，協力を

要する，声を掛け合う特性が強いことから，コミュニ

ケーションの向上が期待でき，その結果，社会性の向

上に繋がるのではなし、かと仮説を立てた.

調査方法としては， T高等専門学校2年生「保健・

体育llJ受講生2クラス約 107名を対象とし，調査

実施期間は2013年 10月下旬""'12月に実施した.

調査項目としては，新しいスポーツ種目(風船バ

レー・電動車椅子サッカー)を行うクラス(介入群)

と通常の体育授業(サッカー，バスケットボール)

を行うクラス(非介入群)にわけ，毎時間の観察調

査，振り返りノート，さらに授業初日 (1時間目)と

最終日 (6時間目)に社会性測定尺度を用いて社会

性を測定した.

結果として，新しい種目は，得意・不得意がわから

ないので， r挑戦しやすしリ環境を作ることができたと

考えられ，自己成長に繋がると考えられる.また，新

しい種目を行った学生の社会性(特に対人関係因子)

が有意に向上したことに関しては，新しい種目に，他

者との協力，コミュニケーションをとるような要素が

多く含まれており，そのまま対人関係能力の向上に繋

がったと考えられる.



9.一般研究発表(口頭発表)
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大学陸上競技選手の目標志向性が自己調整学習方略に及ぼす影響

0須崎康臣(九州大学)，兄井彰(福岡教育大学)，杉山佳生(九州大学人間環境学研究院)

キーワード:自己調整学習，共分散構造分析，練習に対する動機づけの持続

目的

選手が課題の克服や技能の獲得を目指して工夫し

ながら練習を行うことは，競技力向上だけではなく，

選手の主体性の側面からも重要なことである.この

ように自己の目標を達成するために必要な行動を調

整して行う学習は，自己調整学習と呼ばれている.

自己調整学習とは，学習目標の達成に向けて，自ら

の行動や思考を系出議的に運用していくような学習で

ある (Schunk，2001) .そして，自己調整学習の過程

において，学習の効果を高めるために用いられる心

的操作明舌動が(辰野 1997) 自己調整学習方略で

ある.

また，学習者の自己調整学習を検討する際には，

自己調整学習方略の側面だけではなく，動機づけの

側面も考慮する必要がある.自己調整学習方略の使

用には，動機づけが重要な要因とされており (Schunk

& Zimmennan， 2008) ，動機づけが自己調整学習方略

の使用に影響を及ぼしている.そして，自己調整学

習方略に影響を及ぼす動機づけとして，目標志向性

が挙げられる.目標志向性は， r有能さを求めるため

の手段的活動を規定する目標Jであり(上淵，2004)， 

この目標志向性が自己調整学習方略の使用に影響を

及ぼしていることが報告されている (Elliotet al.， 

1999). しかしながら，これらの研究は，学習場面を

対象とした研究が多く，体育・スポーツ場面を対象

とした研究は少ない.

したがって本研究は，大学陸上競技選手を対象に，

目標志向性が自己調整学習方略を介し，練習に対す

る動機づけの持続に影響を及ぼす仮説モデ、ルを設定

し，この仮説モデ、ルの検討を行うことを目的とする.

方法

調査対象

全国の大学陸上競技部に所属する選手278名を対

象とし，調査は2014年 l月から 3月にかけて実施し

た.調査用紙は，陸上競技部に調査用紙を配布し，

実施・回収した.

測定項目

1) 自己調整学習方略尺度:須崎ほか (2013)が作

成した，体育授業場面における自己調整学習方

略尺度を使用した.使用する際には，競技スポ

ーツ場面を想定した項目に修正をした.

2) 目標志向性尺度:伊藤 (2000)が作成した，ス

ポーツにおける目標志向性尺度を使用した.

3) 練習に対する動機づけの持続:練習に対する動

機づ、けの持続lこ関する項目を作成した.

統計処理

分析には， Amosl9.0を使用し，有意水準は 5%と

した.仮説モデルの適合度指標は， GFI， CFI， RMSEA 

を用いた.

結果および考察

目標志向性が自己調整学習方略を介して，練習に

対する動機づけの持続に影響を及ぼす仮説モデ、ルに

ついて，共分散構造分析を用いて検討を行った.そ

の結果，適合度指標は，基準を十分に満たす値を示

しており，仮説モデルが妥当であると考えられる.

また，目標志向性が自己調整学習方略を介して，

練習に対する動機づけの持続に影響を及ぼしており，

目標志向性の性質によって，自己調整学習方略に及

ぼす影響が異なることが明らかにされた.
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選手に認知されたコーチングの影響と競技成績の関係

O神力亮太(九州、|工業大学大学院)、佐久間智央(九州工業大学大学院)、

坂元康成(佐賀大学)、磯貝浩久(九州工業大学)

キーワード コーチング効力感、選手lこa目立:11されたコーチングの影響、競技成績

目的

コーチング効力感(CoachingEfficacy; CE)は、選手

の学習やノ号プオーマンスにf;~苧?を与えていると い う

指導者の自信である(Fcltzら、1999)。また、選手に

認知lされたコーチングの影響伊'erceivcdCoaching 

Effc氾tivcncss;PCE)もわ主主サさJれてし、る(KavasanulIら 、

2008)。これまでの研究では、soardlyら(2008)が選手

の努力や満足との限l係を明らかにし、日本では中判|

ほカか当(ο20印l凶4め)カがミ刊すす-ベての因子で PCEが CEより大きい

ことを示している。 しかし、 CEや PCEに倒係して

いると考えられる競技成績との関係に|刻する研究は

見受けられない。そこで木町f先では、 PCE及び、CE

とPCEのギャップと競技成総の関係を検討した。

方法

l対象

s 県内4高校(優勝校 ・準緩!O}校 ・3位以下の2校)

のサッカ一部員 213名とその指導者 9名である。

2調査内容

CE は Fcltzら(1999)が開発しfこ CoachingEfficacy 

Scalc(CES)により測定し、 PCEは Kavassanuら(2008)

開発した選手に認知されたコーチングの影響を測定

する尺度(PCES)の日本語版(仲力ほか、2014)により

測定した。CES、PCESは尺度の信蝋性、妥当性が

検討されており、どちらも rMotivation J r Game 

Slralegy J rTechniqucJ r Character Buildin呂」の4因子

で構成されている。ギャップについては、CE-PCE

で評価した。なお、競技成紛は、JJl校サッカ一選手

権大会の県大会における成制を月]し、た。指導者から

CEを調査し、選手からは PCEを制査した。

3分析方法

PCEとCEは因子ごとの平均点を算出し、得点と

した。競技成績を独立変数、PCE及びギャップをi丘一

属変数とし、一要因分散分析を行い、有意な F値が

得られた場合は多重比較を行った。

結果

PCEと競技成績との関係は、PCEすべての因子に

おいて 1%水準で有意差がみられ、MotivationPCE 

では、優勝校 743、tj!i必勝校 7.82、3位以下6.33な

ど優勝校 ・込似勝校が 3位以下の 2校と比べ、 すべ

ての PCEが高いことが明らかになった(図 l参照)。

また、ギャップと競技成績の関係は、優勝校とそ

の他の高校において有意差がみられ、Motivation

PCEでは、優勝校 2.99、準優勝校ー11.45、3位以下 6.07

など優勝校が他の 3校と比べ、全ての因子において

ギャップが小さいことが明らかになった。

考察

PCEと競技成績の関係は、 PCEが高し、高校ほど好

成絞を収めていたことから、コーチングの影響を日

く認知させることによって好成績を収めることがで

きる可能性が考えられる。さらに、ギャップを必小

限にすることでよい成績を収められる可能性がうか

がえた。

9 

8 

7 

6 

5 
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Motiv:llion Gamc Stnllegy Tcchniquc 

-煙11>>世 ・it!!恒勝校 ・3位以下
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運動行動における計画的行動理論と社会的認知理論の説明力の比較

0橋本公雄(熊本学園大学)，宮田美穂、(玉名市介護支援センター、元気塾)

キーワード:運動行動，計画的行動理論，社会的認知理論，共分散構造分析

目的

計画的行動理論 (TPB:ThωryofPlanned Behavior) 

と社会的認知理論 (scr:Social Cognitiveηleory)は

運動行動の予測・説明に良く用いられている。 TPB

の構成概念は行動意図、態度、主観的規範、行動の

統制感であるが、行動は行動意図と行動の統制感で

予測・説明される。一方、 scrの構成概念は自己効

力感と結果予期である。わが国の人々の運動行動を

説明するのに、主観的規範(他者の期待感)を有す

るTPBのほうが有効であると思われる。そこで本研

究では、大学生を対象として、運動行動に対するTPB

とscrの説明力の比較を行うことを目的とした。

方法

1.対象:大学生男子280名、女子 188名、計468名。

2.調査時期:2013年 6月下旬一7月中旬。

3.調査内容:運動行動はKぉ却の改訂版尺度(橋本，

2004)を用いた。 TPBの構成概念の尺度は筆者が作

成している調査項目を用い、 scrは Resnik&Je此ins

(2000)の自己効力感尺度と Resniket al. (2000)の結

果予期尺度の邦訳版を用いた。

5.統計処理:分析は共分散構造分析を用いて行った。

結果

TPBに対する共分散構造分析の結果を図 lに示し

た。態度、主観的規範、行動の統制感で行動意図の

分散を 49%説明し、行動意図と行動の統制感で運動

行動の分散を 53%説明した。モデ、ルの適合度は

GFI=994， AGFI=954， CFI=994， RMSEA=.075であり、

いずれの指標も当てはまり度は良好で、あったo

TPBとscrごとに、男女別に運動行動に対する説

明力 (R2) と変数の規定力(s)を表 lに示した。

TPBでは、行動意図も行動の統制感も性に関係なく

帽

図1. τPBの共分散分析の結果

有意な規定力を持ち、運動行動の分散を男子で

47.6%、女子で61.3%説明した。一方、 scrでは、

結果予期の規定力が低し、か見られず、運動行動の分

散を男子で 30.2% 女子で25.6%しか説明しなかっ

た。

表1. 運動行動に対する盛田帰分析の結果

r R R2 F β 

男子行動意図 .66.. 

TPB 

0=280行動の統制感 .59.. .690・・ .476 125.792・・，
.49.. 

女子行動意図
， 

.26.. 

.76 .. 
， 

0=188行動の統制感， .63" .783" .613 146322・・ v

.61 .. 

.24 .. 
， ， 

男子 自己効力感 .55.. 

SCT 
0=280結果予期 .26.. .550・・ .302 59.977・・ ， 

.53 .. 

， .05 ， 
女子 自己効力感 .49 .. 

0=188結果予期 .27" .506・・ .256 31.793・・ ， 
.45 .. 

.13・

皐 p<.05，・・ p<.OI

考察

大学生の運動行動を説明するのに、 TPB は十分適

用可能な理論であることが明らかにされた。行動の

意図は行動の決定因ともいわれており、これに行動

の統制感が付加されるためと考えられる。また、TPB

はSCTより行動の説明カが高く、各構成概念、の規定

力も有意に高いことが示され、胃Bの優位性が検証

された。 TPBでは、社会的プレッシャーとしての主

観的規範は運動行動には間接的な効果をもっている

が、 scrには主観的規範としづ他者の影響が反映さ

れていないことも理由の lっと考えられるo
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スポーツ教室でのスポーツ体験が児童生徒の気分に及ぼす効果

一子ども版二次元気分尺度を用いた効果の検証一

0元嶋菜美香，宮良俊行，熊谷賢哉，金相勲，田井健太郎(長崎国際大学)， 

坂入洋右(筑波大学)

キーワード:スポーツ教室、心理的効果、二次元気分尺度

目的

スポーツを行う時間、空間、仲間の提供を目的

として、小・中学生を対象としたスポーツ教室が各

地で展開されている(文部科学省，2013)。これらのス

ポーツ教室におけるスポーツ体験が児童生徒の気分

に与える影響は、年齢の低い対象者に対応した簡便

な調査尺度が少ないといった問題(坂入他，2003)か

ら、これまであまり検討されていない。本研究では、

二次元気分尺度(坂入ら，2009)を改編した子ども版二

次元気分尺度を用いて、スポーツ教室(チャレンジス

ポーツ:以下CS)におけるスポーツ体験が児童生徒

の気分に与える影響について、参加者の属性による

差異に着目し検討することを目的とした。

方法

CSに参加した児童生徒 154名(男子 58名、女子

86名、未記入 10名、平均年齢8.81歳(S0=2.58))を

調査対象とし、延べ538サンプルを回収した。調査

は、子ども版二次元気分尺度を用いて行い、 1日2

時間のCS参加前後における児童生徒の「活性度Jr安

定度Jr快適度Jの評価を行ったo 得られたデータの

分析にはSPSSver.22を使用し、対応のある t検定お

よび二要因分散分析を行った。

結果

活性度(t=4.45，df-420， Pく.001)、安定度(t=2.48，

df=420， pく.05)、快適度(t=3.72，df=420， pく.001)

の得点が、実施後に有意に向上した。

次に、性別による気分変化の違いについて検討し

たところ、活性度および快適度(図 1)では性別による

主効果(活性度:F(l，419)=13.70， pく.001)(肉菌度:

F(l，419)=9.52， pく訓)および時期による主効果(活性

度:F(I，419)=18.71，pく.001)(快適度:F(l，419)=12.59，

pく.001)が認められたが、交互作用はなかったD 一方、

安定度では交互作用に有意傾向がみられ

(F(I，419)=3.66， Pく.10)、実施前において性別による

有意差が認められた伊く.01)。また、女子のみ、実施

後に安定度が有意に向上した伊く訓)(図2)。

10 ，【12) 申男子 5l(釦 +男子

9 
+女子 | 交互作用:t ...女子

:1.ikr二 3 E ←----J 

6 ~“0.0 1 
- 1><0。∞ t 1><0.10 

ー一一一一-2
快適度m 快適度post 安定度m 安定度附t

図1性別による快適度得点の変化 図2性別による安定度得点の変化

また、平均年齢を基準に2分し、比較したところ、

全ての因子において交互作用および年齢の主効果は

認められず、時期の主効果のみ有意で、あった(活性

度:F(I，419)=20.02， pく.001)(安定度:F(l，419)=6.26， 

pく.05)(闘車度:F(l，419)=14.∞，pく.001)。

考察

児童生徒の気分変化に性別による差異がみられた

原因として、男子では運動に対する意欲が高く、 CS

実施前の時点でCSに対する期待から快適な気分状

態で、あったことが推測される(田中・沼崎，2008)。一方、

女子では、CS実施前における期待は低かったものの、

CSを通して気分が改善したと考えられる。

以上の結果から、 csへの参加により小・中学生の

気分が良好に改善されたことから、今回のスポーツ

教室に一定の心理的効果があったことが確認された。
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20世紀アメリカにおける学校衛生(健康)から保健体育の

領域(教科存立)構想の経過_-ThomasDenison Woodの論説を手掛かりに一

中牟田佳奈(福岡教育大学大学院) 榊原浩晃(福岡教育大学)

キーワード:20世紀アメリカ Thomas Denison Wood 学校衛生保健体育教科

はじめに 位置づけを明確にしていた。 Woodは、生活や遊戯

本研究は百10masDenison Woodの著名な『新体育』 の中での無意識的な精神的かっ身体的な発育発達に

(1927年)への思想形成過程における学校衛生(健 ついてふれ、その価値について人々が理解し、それ

康)と体育との領域融合の構想を経て、保健体育と が教育の中でも実現していくことを望んでいた。そ

題する大学の学科名称(コロンビア大学のティーチ してその実現を叶える領域が体育であるとし、体育

ャーズカレッジでの保健体育の学科名称)あるいは

教科の括りや名称、の経過を論証していくことを目的

とする。そして、『新体育~ (1927年)前後に提唱さ

れた Woodの論説を探り、保健体育の領域(教科の

存立)根拠と、戦後の日本におけるその影響につい

ても考察を加えることとする。

1. W子どもの生活と学校衛制 (1903年)にみる学

校衛生と体育との領域融合の構想

資料渉猟の中で発見した『子どもの生活と学校衛

生~ (1903年)の資料で既に学校衛生と体育との領

域構想、がなされていることが窺えた。 1903年の当該

論文において Woodは学校衛生の教育的意義とその

詳細について述べていた。それらは、学校における

医学的検査、環境整備、学校医などの職員の必要性、

家庭との協力など、学校衛生の取り扱うべき具体的

な項目が挙げられていた。そして、学校衛生の領域

の一端に体育を位置づけ、学校衛生と体育との融合

構想、を既に提示していた。

2. W健康と教育'jj(1910年)にみる体育の位置

『新体育~ (1927年)の成立過程においては、 1910

年に Wood によって提唱された『健康と教育~ (1910 

年)で具体化された体育論の構想が継承され発展さ

れたことが先行研究で既に述べられている。『健康と

教育~ (1910年)の論説において Woodは、健康診

断、学校衛生、衛生指導、健康教育、体育という 5

つの項目を挙げ、健康の実現における体育の要素の

がそのような理想的な教育になっていくための具体

的な方法や内容を 10項目にまとめ、提唱していた。

3. W新体育.jj(1927年)の出版前後の時期にみる

Woodの保健体育の領域(教科)構想

Woodは人間の最高の達成や個人的な幸福を生む

ために健康は必要不可欠であることを説き、その実

現のために全体的な教育や学校衛生の見直しを図つ

た。『新体育J](1927年)はWoodの上記の一貫した

思想形成過程を経て結実した理論的成果であるとと

もに、新たな体育の内容で、あったor改訂された確信J

(1932年)によれば、 Woodは保健体育の領域(教

科)の範囲と内容についてふれ、健康事業と健康教

育、そして体育の3つの柱があることを提唱し、そ

の具体的な内容も挙げていた。そして、この3つの

柱が学校衛生プログラムの傘下に位置づけられ、生

活や衛生、教育全般、そして、学校における全ての

領域(教科)や教職員の協力による組織体制が必要

であることが示された Woodの思想的な帰結として、

保健体育の領域(教科)策定はこうしてなされた。

まとめにかえて

本研究では、 Woodの保健体育の教科の成立に至

る構想が 1903年の時点を端緒とし 1905年、 1910年

の論文においてもその基本構想は一貫していたこと

が明らかになった。つまり、 1903年時点での学校衛

生と体育との融合した構想、が 1927年以降の保健体

育の領域(教科)構想へと繋がったと考えられる
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組織風土およびレジリエンスが気分に与える影響

0木村彩，須崎康臣(九州大学大学院)，杉山佳生(九州大学人間環境学研究院)

キーワード:組織風土，レジリエンス，気分，大学スポーツ選手

緒言

従来，スポーツ選手のバーンアウトなど心理的問

題の発生には，競技生活で生じた焦燥感や不安(岸ら，

1991)というネガティブな感情が一因として考えら

れてきた.ネガティブな感情を発生させる一因として，

その部の持つ伝統や雰囲気が， r見えない力Jとして作

用することも多く，結果として部員のストレスになっ

ている(佐藤・山田， 2004)としサ指摘もされている.こ

のような問題からの克服に着目したのが， レジリエン

スである. レジリエンスは「ネガティプな心理的状態

から立ち直るための精神的回復力J(石毛ら， 2005)と定

義され，社会的要因から選手の心理面へ与える影響だ

けでなく， レジリエンスを介した一連の流れとして研

究を行う必要性(今村ら， 2013)が指摘されている.よっ

て，本研究では，レジリエンスを媒介変数とし，社会

的要因の一つである組織風土が，選手の気分へ与える

因果モデルの検討を目的とした.

方法

1. 対象者

大学スポーツ選手 621名(男性333名，女性288

名，平均年齢 19.8歳土0.87歳)を対象とした.

2. 調査時期

20日年 10月から II月に実施した.

3. 測定尺度

1) 組織風土:スポーツ集団用組織風土尺度(樋口，

1998)を用いた. rクラブ中心の統制J， r自由な

コミュニケーションJ，および「イノベーション

の受け入れJの3つの下位尺度から構成されて

いる.

2) レジリエンス:上野ら(2012)によって作成され

た大学生スポーツ競技者用心理的レジリエンス

尺度を用いた.

3) 気分状態:Profile ofMood Statesの日本語短縮版

(横山ら， 1994)を使用した.得点の算出方法は，

「活気Jを除く 5つ(r緊張一不安J，r抑うつ-

落込みJ， r怒り一敵意J， r疲労J，r混乱J)の下

位尺度得点の合計から「活気J得点を差し引し、

たもの(TotalMood Disturbance: TMD)を用いた.

4. 統計処理

Amos 19.0を用いた共分散構造分析による仮説

モデ、ルの適合度検定を行った.

結果および考察

組織風土からレジリエンスを介した気分へ与える

影響について分析した.その結果，直接的な関係に

ついては，組織風土から気分への有意なパスが確認

された.さらに，間接的効果については，来断哉風土

からレジリエンスを介した気分への有意なパスも確

認された.このことから， レジリエンスが高い選手

ほど，組織に関する風土を認識していても，ネガテ

イブな気分状態を抑制できる効果があることが示唆

された.組織の根付く風土は簡単に変えられるもの

ではないが，レジリエンスを高め，ネガティブな気

分を抑制することにより，パーンアウトなどの心理

的問題の予防につながるのではなし、かと考えられる.

しかし，スポーツ選手のレジリエンスに関する研究

は緒についたばかりであり，今後さらに詳細な研究

が望まれる.
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女性高齢者における重心動揺と水中歩行能力との関係性

~平衡能力の維持・改善に向けた水中歩行の効果的な方法論の検討~

0前田龍，松原建史(附健康科学研究所)，平野雅巳，進藤宗洋(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:転倒予防，重心動儒，水中歩行能力，運動方法，横断的研究

背 景・目的

加齢に伴う平衡能力の低下により，転倒のリスク

が高まる.運動中転倒による怪我のリスクが低く，

水の粘性抵抗や浮力により陸上では困難な姿勢も比

較的楽に維持することが可能な水中運動は，中高齢

者の平衡能力向上に効果的であることが報告されて

いるが，平衡能力向上ための具体的な運動方法につ

いては明らかになっていない.

そこで本研究は，水中運動実践高齢女性を対象に，

平衡能力と水中歩行能力との横断的関係について明

らかにし，平衡能力向上に効果的な水中歩行の方法

論について検討することを目的とした.

方法

1.対象

公共プールで、水中歩行を実践しているの---75歳

の前期高齢女性で標準体重 (BMI: 18.5---24.9)の者

34人 (70:8歳)を対象とした.なお，膝や腰など

関節に障害がなく，治療中でもない者とした.

2.重心動揺の測定

重心軌跡測定器(竹井機器製)を用いて，開・閉

眼立位の総軌跡長 (mm)，外周面積 (mm2) と矩形

面積 (mm2) を測定した.対象者は，検出台に閉足

で，両上肢を体側に軽く接した姿勢を保ち，自の高

さ前方2mの位置に設定した直径約 lcmの視標を見

ながら直立した状態の重心動揺を 60秒間記録した.

3.水中歩行能力の測定

水中歩行能力の評価として，水深80---100cmのプ

ールで20m最大努力歩行テストを実施した.プール

端の墜に背中を付けた直立姿勢から，検者の合図で

歩きだし， 20mラインに胸の位置が達するまでの時

問(秒)と歩数(歩)を計測した.そして，速度 (mI

秒)，歩幅 (cm)，ヒ。ッチ(秒/歩)を算出した.

結果・考察

身長と速度との聞に有意な正の相関を認めた

(p<0.05) .これは水中歩行時におし、て，身長が節、

者ほど水に浸かっている身体部分の割合が高いこと

で，浮力と抵抗の影響を受けやすいためと考えた.

そこで，両者の標準主軸回帰直線に対して，上方に

位置する群(身長に対し速度が速い上方群21人)と

下方に位置する群(遅い下方群 13人)に分け，重心

動揺を比較した(図1).その結果，上方群の開眼総

軌跡長，外周・矩形面積(共に，p<0.1)が小さい傾

向にあり，閉限外周面積ヤく0.05)は有意に小さく，

平行能力が高いことが示唆された.また，各プロッ

トと標準主軸回帰直線y軸方向の残差とピッチの聞

に有意な負の相関を認めヤ<0.01) (図2)，ピッチ

が速いほど速度/身長が速いことが明らかになった.

(m/秒)
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図 l
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(秒/歩)
y = -1.412x + 0.902 
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1.1 • 
ピ1.0 .・..、.
ツ
チ 0.9 .~ .. • • 0.8 .・..・

0.7 • • 
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図2

総括

水中歩行により平衡能力を高めるためには，速歩

で行うこと，これを速いヒ。ッチで、行うことが効果的

である可能性が示唆された.
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競技種目の違いが弾性面上での

ドロップジャンプ遂行能力と跳躍動作に及ぼす影響

O 木11烏良恵(鹿屋体育大学大学院)，ノト森大iliili，:1仁川淳一，前田明 (鹿屋体育大学)

キーワ ド陸上競技跳w，・混成，体操競技，制i性特性， 阻Jindcx，膝関節角度

諸言

多くの競技種目において跳躍邸バ'1oは抑性のなし、踏

切iiiiで実絡される一方で，{;本燥競技の踏切lfOJ作は高

い弾性特牲を備えた若器具上で実施される 人間は踏

切iiiiのスティフネスに応じて，下肢のスティフネス

を変化させると報告されており (Farleyet al. 1998; 

Ferl'is and Fal'ley 1997; Fel'ris et al. 1999)，競技

磁目によって弾性面上での銚躍動作1111における踏切

面への対応方法が異なると考えられる そこで，木

研究は競技種目の違し功斗単位:面上での ドロップ‘ンヤ

ンプ遂行能力および跳躍動作に及ぼす影響を明らか

にすることを目的とした

方法

大学男子陸上競技跳践 ・混成選手8名(年齢 18.9

:!:O.8歳，身長 1.74:!: O，05m，体重 65.4土3.1kg)， 

大学男子付i:1~競技選手 9 名 (年齢 19.6 :!: O . 7 歳， 身

長 1.65:!:O.06m，体重 60.9:!:5.6kg)を対象に，卵

性のない床(スティフ条件)と体J抜競技の床フロア

に類似した椛造のスプリング板(スプリング条件)

の2条件で，台高 30cmからトーロップジャンプを各

3回実施させたー全てのが;技を光学式3次元動作解

析システム Mac3D (500fps) と多分析フォースプ

レート (2kHz)により測定し，条例ごとにRDJindex

の高い試技を分析対象とした踏切J動作を踏切1iliiに

般地してから身体重心が最 F点に達するまでの沈み

込み局面，身体重心最 F点から自IH也までの跳び上が

り局面の 2つの局面に分けて分析した

結果および考察

RDJindexに凶して，スティフ条件では跳躍 ・混

成選手が体奴l競技選手よりも有意に日l直を示したが，

スプリング条件では両選手間lて也有意差は認められな

かった 下肢スティフネスは，跳躍 ・混成選手では

条件問で有意差が認められなかったが，体操競伎選

手ではスプリング条件がスティフ条件よりも有意に

高値を示した 跳躍動作に1>"1しては，踏切j局面の F

肢の関節角度変位において競技種目問で特徴的な泣

いがみられた.特に踏切IJJ司而前半において，跳躍 -

if~成選手はJI事関節の屈曲[UJ作を行い， {;本t@.!競技選手

はJI宰|羽節の伸展動作を行っていた(図 1) これら

のことから ， 抑制:而上でのドロップジャンプ遂行lI~f=

において，跳1M!・混成選手は身体のハネを，体繰競

技選手は踏切ifiiのバネを効果的に利用するための踏

切動作を行っている こ とが示I~された

結論

弾性而上でのドロップ‘ンャンプ遂行H寺において，

RDJindexは両選手間で差がないことがIlflらかとな

った また，沈み込み局面で跳銀 ・混成選手はJI杢関

節の屈lill!liJJ作を行い， {;料fb競技選手はfill反動作を行

っていることが明らかとなった

180 ーーー跳躍・;U成遣手 ・"ー跳躍 理成遣手
(スティフ条件 スプリング条件)

170 
ーーー体像醜控遭字 ーーー 体操酷措置手

160 
(ス テ ィ フ 条 件 ス プ リ ン グ条件)

"ω a i5o 

回 140

<11( 
130 

120 

110 
，克み込み局面 跳びよがり局面
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図 1 JI事関imfrl13rの変位
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スイミングプールにおける縦列水中歩行が

後方歩行者の運動強度と歩行動作に及ぼす影響

0平野雅巳(福岡大学)，市川浩(新潟医療福祉大学)， 

田中宏暁，桧垣靖樹，清永明(福岡大学)

キーワード:水中歩行，縦列，運動強度，水中歩行動作， 2次元 DLT法 (DirectLinear Transfonnation) 

目的

水中運動は，浮力による関節負担の軽減のため，

肥満の予防や改善を目的とした有酸素運動の運動様

式として推奨され公共施設など広く普及したスイ

ミング、プール (sp)で多く実施されている.sPでは，

コース内を複数人が一定方向に縦一列で歩行する.

そのため，水に流れが生じ，歩行運動に影響する可

能性がある.我々はこれまで‘に‘流水プールを用い

た縦列歩行運動において，後方歩行者の運動強度が

減少すること，低い水流速度でも同様の影響がある

ことを報告したしかし， spにおいて，縦列水中歩

行の影響は明らかにされていない.そこで本研究は，

spにおける縦列水中歩行が後方歩行者の運動強度

と歩行動作に及ぼす影響について検討した.

方法

運動習慣がない男子学生7名(身長 172.3:t5.4cm， 

体重57.4:t4.6kg)は，sp(水深1.3m)を用い，前方と

後方側の位置で間隔が1.5mになる用に歩行運動を

行った.歩行位置は，無作為化クロスオーバー試験

で測定日を変えて実施した.歩行速度は，分速 20m

から 40mまで分速 5m毎に各4分間行った.運動強

度は，心拍数と主観的運動強度 (RPE)を歩行開始3

分以降に測定した.歩行動作は水中ビデオカメラ

にて 60Hzで撮影し 2次元DLT法により各部位の実

座標を算出し，歩幅，周期及び下肢関節角速度を求

めた尚，本研究は研究倫理委員会の承認を得た

結 果 と 考 察

縦列水中歩行時の心拍数は有意な交互作用を認

め，全ての速度で後方歩行が前方歩行よりも低値を

認めた(図). RPEも有意な交互作用を認め，分速

35mと4伽nの速度で後方歩行が低値を認めた.これ

らの結果から spの縦列歩行は後方歩行者の運動

強度に影響することが示唆された.

150 1 0前方歩行 A「 L寸

同 ・後方歩行 「田"町園、 ヤ

つ3112200At 十I 

霊I:

60 
¥¥歩行位置x遺度 p<O.ool

50 
o 15 20 25 30 35 40 45 

歩行速度 (mI回n)

図歩行位置とIL4白数の関係.
*: VS.歩行速度 #:vs.歩行位置

一方，水中歩行動作は，歩幅，歩行周期，股関節の

屈曲・伸展最大角速度，膝関節と足関節の伸展最大

角速度において歩行位置聞に差を認めなかった.こ

れらの結果から後方歩行が前方と同様の歩行動作

を低負荷で、行っていることを示唆しており，下肢の

筋活動の関連が推察された.

本研究は， spにおける縦列歩行が後方歩行者の運

動強度を低下させることを明らかにした.一方で，

歩行動作への影響は小さいことを示した
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長期運動実践者からみた運動の継続性を高めるための条件とは

O大屋友紀子， 松原~史(側健康科学研究所)，進藤宗洋 (福岡大学スポーツ科学部)

キーワード illNOJの継続性，見li山J効果，運動条('1'，ユコニコベース運動，縦断的比較研究

目的

健康の維持泊jjj;には長1V1の運動指t絞が不可欠でユ

あるが，運動を始めても短期で中断してしまう者が

多い このため，他政づくり運動の支援現場では，

慢性的な迩車刷J果を出すことよりも先に，運動の継

続性を高めることが課題となっている そこで，運

動の継続性を日めるためには，初期段階で運動効果

を出すことが必要条件と考え，この仮説について検

却するとともに，初期段階で運動効果を出すための

運動条件をIlfJらかにすることを本研究の目的とした。

方法

対象は， S 9，~ Y UIT トレーニング(以下， Tr)ノレー

ム手l開者のうち運動回数が 200回以上の長期継続者

22名 (63:!::7歳)と，長邦l，t主航者と性，年il市，週当

たり Tr頻度，Tr 間隔のバラっきと初期!の全身持久

力レベルをマッチングさせた運動回数が 30回以上

かつ 100回以下の中断者 44名 (62:!::7歳)とした

運動効果の評価には，全身持久力の指標である推定

50% VO，ll1ax!wt 1 )を採用し， 長J~ln~主統制と rl'l折i洋にお

ける運動 1-30回目までの変化訟を比較した 次に，

iJJJ ~1段階で、運動効果を出すための運動条例ーを検討す

るために，長期継続1洋を対象にステップワイス回帰分

析を行った目的変数は推定 50%VO，ll1axJwtの変化

iii，説明変数は性，年齢，Tl頻度， Tr fliJ隔のノミラっき，

推定 50%VO，ll1ax八，vtの初期値と 30回の Trのうち

50% VO，Il1ax強度(ニコニコベース)で実施できた割合

(以 F，ニコベ実，胞率)としたニコベ実施率を説明変

数に採用した:@由は，本Tlノレームではニコニコベース

の運動を基調に20年に渡り支援を行ってし、るためであ

る。なお，TrMU支は，最少で 1.7回，最多で4.8回であ

り，本研究はTβ0回に要した日数が44-121日におけ

る分析結果である

結果

マッチングした諸条件に

l洋間差は認めなかった Jii' 

定50%V02111axJwtの変化fiat

は，長期縦続鮮は 2.0:!::1.1 

m此gj分， 中断鮮は 1.1:!::1.2

Il1l/kgj分で，長期継続1i:Y'の

方が有意に高値を示した

いく0.01，図 1)ステップワイ

ズ回帰の分析結巣では，@

(mllkg/分)
"""=' r- p<O.O 1 
O.J C一一一「

iiil 3 

e 
〉

言2

o' 
〉

苔 l
同

{io! 
孝三

OIU明継続r.卒中l析群

臣11辺助効果の昨I:1J比較

ifYl効果に対する影響因子として年齢とTr111]1痛のパラつ

きが抽出されたいく0.001，表 1)

表l辺助効果に対-1る諸条例の影号1M!'

説明l変数 s pfr庄 モデノレ戸
年齢 ー0.099 0.002 0.533 
Trllll隔のパラっき ー1.551 0.029 

考察

本研究は後ろ向き縦Wi調査であり ，また，運動効

果と運動継続の因果関係について，その他の影響因

子が考位、できていない限界はあるものの，初期段階

で運動効果が上がっているほど，その後の継続に繋

がりやすい可能性が示唆された これは，出来るだ

け早い段階て‘運動効果として全身持久力の向上を運

動実践者自身が実感することで，運動*lt.続に向けた
意欲が高まるためと推察された また，早い段階で

全身持久力の向上を引き起こすための影響因子とし

て，Tr頻度やニコベ実施率よりも， Tlを等間隔で実

施することの必要性が明らかになった これは， 最

長で 121日という限られた期間内では，定期的な運

動刺激が必要なことを示唆する結果のため，今後は

Tr計画表年?をmし、た支援の有効性を検証していく

1 )松原辿史ほか簡易推定 50%V02nl田/wtと冠動脈疾忠fι
l決因子とのmJ係体育学研究， 57: 369・377， 2012 
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サッカー選手が受けるパス速度の違いがトラップ動作に及ぼす影響

0山崎大嗣(鹿屋体育大学大学院)， 

水谷未来，青木竜，t長川勝行，前回明(鹿屋体育大学)

キーワード インザイド， トラップ動作1 パスiillJ.l!'

目的

サッカーには保々なテクニックがあり ，そのιl'に

あるボーノレコントローノレ(以 Fトラップ)は次にプ

レーしやすいところにコントローノレする技術とiJ乙注

されている(サッカ一指導教本 2012).UEFA 

Champions League 201412015準決勝 8試合のゲーム

分析の結よ[1;，1stタッチの 62.8%がトラップ動作に繋

がっている また，その内の 75.4%がインサイドで

行われていることがわかった これらのことより，

インザイドトラップはサッカーのテクニックにおい

て重要であることがわかる.

j架fr(1983)はインサイドトラップ動作を，①受

け足を上前方に引き上げる，②弧を描くように受け

足を下ろす，③ボーノレの手前を踏みつける，(1Y.支け

足を斜め |マ後j;-r、、引くと報告している また，サジ

カーテクニカノレレポート (2012)より，今後り yカ

ーの試合中のプレースピードが上がり， パスと トラ

ップの質の向上が求められると報告されている こ

のことより，パススピードが上がることが考えられ，

高いパス速度に対するトラップ動作が必要とされる

よって，日，'，1，..、パス速度に対する必j作ポイン卜を凡つ

けることは， トラァプ惰導の一助になるこ とが 月え

られる

本研究の円的は，サッカ一選手が受けるパスilil.支

のi主し、がトラジフ"'yj}J作に及ぼす影響を明らかにする

こととする

方法

被検者は男子大学サッカ一選手6名(2013{I三度全日

本インカレの殺事北メンノミー)とした被検者には21J.!鉄の

内容の詳細|を説明した上で，15[市にて実験参加の問k.'i:、

を得た

被検者は前方11mからのパスを受け，被検者の 0.5

m前の位li~nこトラップを行ったトラップ動作は光学式

モー ションキャプチャーシステム Mac3D(Motion

Analysis Co.， USA)を月Jv、て!fYJ作保;;:;を行ったノ4ス速

度の条例ーは大学サッカー選手の品目::jパス速度の 80%，

60%，40%の3条件で行った評価項目は，トラップ動

作の成功率，股関節・I1事|芸l針iの最大角速度，足J);1t1↑iの

底照・l人IlliGのi註大角速度，足剖1質fL(中心(坂木と浅井

20 1 0 ) の~~n直方向の最大速度とした

結果 ・考察

トラ ップの成功率において，パス辺iJ1l'40%と80'lん

条例のIlnに有意な差が認、められた (pく0.05) また，

l没収!飾・膝l則前の最大角速度において，パス辿皮40%

と 60%，40%と 80%条件に有意な差が認められた

(p<O.OS，図 1• 2) これらのことより ，股l品l̂u1i，JI宰

関節のfil'1111に伴う足部質量中心の動きで，パス速度

の泣いに対応していることが考えられる.

(deg/s) 40% 60% 80% 。
ー100

.200 

.300 

-400 
舗網

図 1It生関節最大角速度

(deg!s) 40% 60% 80% 。
-100 

守200

-300 

-400 

• 
図2膝関飾品大角速度
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性・年代別および内科的疾患の治療の有無と

健康増進施設における運動継続との関係

O日笠良子，樋口慶亮、江口慎一(株式会社健康科学研究所)， 

進藤宗洋(福岡大学スポーツ科学部)，松原建史(株式会社健康科学研究所)

キーワード 初期!の運動支緩，胞設運動継続率，対象者特性，運動目的の具体化

目的

健康づくり運動に対する意識の高まりに反して，

運動を始めても半数の者が6ヶ月以内に中断すると

の報告があるように (Dishmanら)，運!IlJ胤主tずしに向け

た支援の改普は現坊の大きな放題である F県 U111] 

の健康上自'進室では，初回 5巨lコース(以下， 5回コ

ース)を実施し，運動脱落率を抑えられることを確

認しているが，支援内容には改善の余地が残されて

いる そこで，主「象者の制的~ I Jの継続状況と ， 5回

コースの支援内容について運動継続 ・非継続lTi1で比

較を行い，運動継続に向けた効果的な初期支援の方

法について検討することを本研究の目的とした.

方法

F 県 C市健康増進施設の利用を H24~25 年度に開

始した 470人のうち，開始 lヶ月以内に 5回以上利

用，かっ自転車エノレゴ、メータ(以下，エノレゴ)運動

中の負荷と脈拍数のデータに欠損のなし、 114人を対

象とした対象者を性別(男 49人，女 65人)， 

年齢階級日iJ(60歳未満 54人， 60歳以ヒ 60A)， 

治療中疾!1¥(高風圧症 ・脂質異常症 ・糖尿病 ・心'邑

図異常)の有無別(有 38人，fHE76人)に分類し，

継続率を比較した 6ヶ月までの経過月ごとの運!fYJ

脱落者数は 3ヶ月目が最頻fu直だったため， 3ヶ月以

上の利用があった場合を継続と定義し，紺:ぁ:IWt(74 

人)と非継Wel洋 (40人)に分類した 分析項目は，

運動内容として 51D:1コース中のエノレコー運動時の

watts/wl， %HRR， o/OV02m.1;<. 総消費力ロリー，総運

動l時間とし，各回の1直，平均値，増加率および平均

変化率の傾きを算出，継続i洋と ~l'継続税で比較した

結巣 ・ 考察

特性別継続率のi洋間比較では，治療中疾患の有無

にのみ有意差を認め (x2検定)，治療中疾患、のある

者はない者に比べ，継続率が高かった(区1)治療中疾

11¥がある者は，その改善が明確な目的となり運動継

続の意欲が高いのに対して，ない者は目的が唆昧な

ため継続意欲に黙がりにくいことが，その要因とし

て考えられたまた，特性ごとの継続i洋と非継続税

の5匹lコースの運動内容の比較では，全項目に差を

認めなかった これは，5回コースがその後の継続

に影響を及ぼさないことと，運動継続の定義が不適

切なため差がでなかったという二つの可能性が考え

られたため，今後も検討を重ねていく必要がある

口継続口}I継続
p=O.097 p= 0.420 p < 0.05 

川

四

川

畑

畑

山

州

四

叩

叩

m地
男性女性 60議 60歳疾lJJ 疾患

未満以上 ありなし

図特性別のJj苗設運動継続率の比較

結;命

rY:mIsな運動目的があるほど，その後の継続に繋が

りやすいことが示唆されたことから，今後の支援で

は運!fYJ目的の具体化を図っていくとともに，初期支

援にこだわることなく，運動効果を実感させること，

それを許イilfiするこ とで，運動継続に紫げていけるよ

うな新たな支援方法を桃築していく必要性があると

考えた
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ドリルゲームとタスクゲームを効果的に結びつける

バスケットボールの授業研究 (1) 

0竹内奏太，長嶺健(福岡教育大学大学院)，本多壮太朗(福岡教育大学)

キーワード:ドリルゲーム，タスクゲーム，運動有能感，

目的

本研究では，中学生を対象にバスケットボールの

授業実践を実施し ドリルゲームとタスクゲームを

往還的に展開させる授業実践のあり方が，学習者の

授業評価及び運動有能感にどのように影響するかに

着目し，検証することとした。

方法

1.調査対象

F県にある K中学校第2学年3クラス(男子57

人，女子58人，計 115人)を対象とした。尚，本

研究の授業実践は，問中学校保健体育教師 1名によ

り行われた。

2.時期

2014年 1月中旬から 2月中旬の全 12時間。

3.分析方法

タスクゲームとドリルゲームを往還させる授業展

開が学習者の学習評価にどのように影響するのかに

着目した。授業の有効性の検証は，診断的・総括的

評価，形成的評価，運動有能感の分析により行った。

結果

単元前後の対象者全体の運動有能感の平均得点の

結果を表 1に示した。「身体的有能さの認知j の平

均得点は，単元前より単元後が有意に高かった (p

く0.05)0 r統制感Jの平均得点は，単元前後で有意

な変化は認められなかったor受容感」の平均得点は，

単元前より単元後が有意に上昇した (p<O.Ol)。男

子・女子と単元前後，運動有能感上位群・下位群と

単元前後における 2要因分散分析を行った結果，運

動有能感の各因子及び運動有能感合計の平均得点す

べてで群(男，女)による主効果は認められなかっ

た。また，運動有能感下位群は，運動有能感の各因

子及び運動有能感合計の平均得点すべてで，単元前

より単元後が有意に高かったo

考察

結果より， ドリルゲームで、学習した個人技能をタ

スクゲームの場で活用し，そこで課題となった個人

技能を再びドリルゲームで、改善するといった本研究

の授業展開が，運動有能感を高めるうえで性別に関

係なく同等の成果が得られることが示唆された。ま

た，運動有能感下位群が，運動有能感の各因子及び

運動有能感合計の平均得点すべてで単元前より単元

後の方が高かったことより，本研究の授業展開が，

特に運動有能感の低い学習者に対して成果が得られ

ることが示唆された。

結論

本研究は， ドリルゲームとタスクゲームを往還的

に展開させるバスケットボール授業のあり方が学習

者の授業評価及び運動有能感にどのように影響する

かに着目し、検証したところ，以下のことが明らか

になった。

・本授業実践は運動有能感において，性別に関係な

く同等の成果が得られることが示唆された。

・運動有能感の低い学習者に対しては，成果のある

授業展開であることが示唆された。

J2iI弓乙男リ 臣司弓己男リ
平歪E均4ヒ 値玉圭 有君主差弓玉宵η司Z封ヨ 事後平均

の有身

国E宵Bi* 9.36 9.90 0.55 * 
知さ的

議定
伽』 15.7 15.9 0.17 N.S 
居長

受
宅事 15.77 官7.00 1.23 ** 
層喜

感 週E
合 Itb 40.826 42.783 1.96 ** '十 有

宵邑

表1.単元前後の運動有能感の変化
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ドリルゲームとタスクゲームを効果的に結びつける

バスケットボール授業研究(2) 

0長嶺健，竹内奏太(福岡教育大学大学院)本多壮太郎(福岡教育大学)

キーワード:ドリルゲーム タスクゲーム バスケットボール授業研究

目的

本研究では，バスケットボール授業においてド

リルゲームとタスクゲームを往還的に展開する

あり方が，学習者の個人技能と集団技能にどのよ

うな影響を及ぼすかについて着目し，検証するこ

とにした。

方法

1. 対象者

福岡県K市にある K中学校2学年の3クラス，

男子 60名，女子 60名，合計 120名を対象とした。

授業内容は，球技(ゴール型)バスケットボール

の単元， 12時間で構成され，授業実施者は，問中

学校保健体育科教諭 1名が行った。

2. 分析方法

本研究では，個人技術と集団技術がどのように

影響するのか着目した。分析の視点では，まず個

人技能おいて，スキルテストの結果を単元前後で

比較を行った。スキルテストの内容は，ボール操

作に関する動作のドリプル，パス，シュート，ピ

ボットの 4つをテスト項目にした。統計処理はx
自乗検定を用いて分析を行った。次に，集団技能

において，試しのゲームとリーグ戦でのシュート

場面を 4項目に分類し，分析した。統計処理は母

比率の差異の検定を用いて比較し検定を行った。

結果

1.個人技能

各項目において，単元始めと単元終わりで技能

の向上が見られた。まず，シュート回数では，単

元始めの 4.7回から単元終わりで 5.6回と増加し

ており， 1%水準で有意な差が認められた。パス

回数では， 25.2回から 29.0回と増加しており，

0.1%水準で有意な差が認められた。ドリプ、ル回数

では， 4.8回から 5.4固と増加しており， 0.1%水

準で有意な差が認められた。ピボット回数では，

単元 4.4回から 6.1回と増加しており，こちらも

0.1%水準で有意な差が認められた。

2. 集団技能

試合におけるシュート場面の比較の結果，個人

的シュートでは，試しの試合において 54.9%，リ

ーグ戦において 58%になっており，有意な差は見

られなかった。連携的シュートでは，試しの試合

において 13.7%，リーグ戦において 21.9%になっ

ており， 1%水準で有意な差が認められた。個人的

ミスでは，試しの試合において 25.2%，リーグ戦

において 6.4%になっており， 1%水準で有意な差

が認められた。連携的ミスでは，試しの試合おい

て， 6.2%，リーグ戦において 13.7%になっており，

1%水準で有意な差が認められた。

考察

ボ、ールを持たない動きをし、かに指導するかが，

ゲームのパフォーマンスを最大限に伸ばす上で

重要であり，特に，ボールを持っていないときに

パスを受けることのできるポジションへ移動す

る動きが重要として位置づけられている。(グリ

フィンら:1999)また，ゲームでのパフォーマン

スの向上は，楽しさや興味，有能感を増大させ，

その結果，生涯にわたってゲームやスポーツへの

参加が動機づけられるともいわれている(グリフ

インら:1991) 0 

本研究による授業実践では，集団技能における

連携シュートの増加がみられた。この結果は，対

象者が個人技能でのプレーよりも集団技能とし

ての連携プレーをより積極的に選択し、試行した

ことによるものと推察される。また， ドリルとタ

スクを往還的に結びつける事により，個人技能と

集団技能の実践，課題発見，改善法，を実践者自

身で理解する事ができ，スキルテストでの技能向

上に結びついたものと推測される。この結果から，

学習指導要領に示されている 「生涯にわたって

運動を親しむ資質や能力の基礎を育てるJの目標

達成に貢献する一資料が得られたものと考える。

結論

ドリルゲームとタスクゲームを結びつける授

業展開により，スキルテストにおける個人技能の

伸びが見られた。集団技能においては，連係プレ

ーの増加が見られた。個人技能と集団技能の課題

発見，解決方法，実銭，と授業の中で繰り返す事

ができ，個人技能とともに，集団技能でもパフォ

ーマンスの向上が確認出来た。

表 1. スキルテストの比較結果

スキルテスト シュー卜目数 パス回数 ドリブル回数 ピポット回数

前 4.7 25.2 4.8 4.4 

後 5.6 29 5.4 6.1 

+0.9林 +3.8榊 +0.6榊+1.7榊

内<0.01糊 p(O.ω1
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中学校保健体育授業の学習活動における自己フィードパック

に関する生徒の意識調査

0一安晋太郎(熊本市立鹿南中学校)

キーワード:自己フィード‘ノくック

目的

学習指導要領において，学習の見通し，振り返り

活動を計画的に取り入れることが重視され，生徒の

思考力，判断力等の育成が求められている.しかし，

実際の授業時に，教師の計画通りに生徒が自己フィ

ードバックを行っているかどうかについては疑問が

残る.そこで本研究では，単元の学習計画表を基に，

学習活動中のどの場面で生徒がフィード、バックを意

識していたのかについて意識調査を実施した.

方法

対象は，熊本市内のK中学校 l年生男子61名，女

子64名， 2年生男子55名，女子48名， 3年生男子

64名，女子53名の計345名とした. 1， 3年生はバ

レーボール， 2年生はハンドボール(ともに 10時間)

終了後、質問紙による意識調査を実施した.授業は

教諭経験 12年目の男性教諭 (36歳)が担当した.

分析についてはIBMSPSSstatistics20を使用した.

結果と考察

1.項目分析

学習活動の 15の場面について主因子法・ Promax

回転による因子分析を行った. 卜分な因子負荷量を

示さなかった3項目を除外し， 2因子を抽出した.2 

つの因子で全体の分散の 56.82%が説明された.第 l

因子は7項目で構成されており「計画表で自己評価

を行っている時Jr計画表の記述欄を記入している

時Jなど学習者が認知的な学習活動を行う場面であ

り， r認知的学習場面J因子と命名した.第2因子は

5項目で構成されており「ペアJrグループ」で練習

している時など学習者が運動を行う場面であり， r運

動学習場面J因子と命名した.各下位尺度の内的整

合性を検討した結果認、知的学習場面J(α=.89)， 

「運動学習場面J(α=.87)と十分な値が得られた.

2.学年間の比較

2因子について学年間の比較を行った (Tablel). 

2因子ともに 2，3年生が 1年生よりも有意に高いこ

とが示された.進級していく中で，学習計画表を基

にした自己フィードバックが生徒の学習方法として

意識化された結果であることが推察される.
Tablel 各下位尺度における学年品物比舷結果

l年生 2年生 3年生

M SD M SD M SD F値 多重比較

認知的字習場面 2.94 068 担 041 319 051 21.48・l 年く3年く2年

運動字習場面 2.93 064 3.56 037 3.41 050 4544・ l年く2，3年

F値の自由度はいすれも2，3位 .pく05

3.各学年の個人・ベア・グループ練習場面の比較

「運動学習場面Jを構成する高い因子負荷量の 3

場面の平均値の差について t検定を行った(Table2). 

l年生では個人よりべア・グループ練習時， 2年生で

は個人よりグループ練習時， 3年生では個人・グル

ープよりベア練習時に自己フィードパックの意識が

有意に高いことが示された.個人よりも他者評価が

介入するべアまたはグループ練習時が自己フィード

パックを意識しやすいことが推察される.
T抽le2r個人Jr;{7J rグルイj捷習場面におけるフィードバック識の比較詰果

項目 @個人様習 @ペ7様習 @グ}¥，-プ捜習 b値(df=116) 

M:!:⑪ M:!:SD M:!:SD φvs ø ① vs~ o vs/3> 

l年生 266:!:0.82 301 :!:0.70 300 :!:071 -806. -7.92t 100 

2年生 356:!:061 362:!:0.52 3.64:!:050 -251 -293t -1.42 

3年生 3.38:!:068 36l:!:0.54 3.33 :!:0.83 -576t 175 610. 

.pく05

結論

生徒のフィードパックに関する意識調査を実施し

た結果，学習計画表を基にした生徒の自己フィード

バックの意識については，個人練習場面よりベアま

たはグ、ループ練習場面の方がより意識しやすいこと

が明らかになった.
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現代的なリズムのダンスの学習におけるタブレット端末活用の効果

一体育専攻大学生を対象とした実践事例一

0梼ちか子(鹿屋体育大学)，松元隆秀，村上俊祐(鹿屋体育大学大学院)， 

高橋仁大(鹿屋体育大学)

キーワード:現代的なリズムのダンス，タブレット，授業，映像視聴，評価

目的

平成 20年 3月告示の新学習指導要領(文部科学

省)において，中学校では， rダンスJを男女必修で

履修させることとなり，平成 24年度より完全実施

となっている.体育系大学の「ダンス」の授業にお

いても，受講している学生の多くが中学校や高等学

校の教員免許の取得を希望している.大学時代のダ

ンス授業履修経験が，指導の際の実技力を左右する

という報告(山崎， 2013)からも，大学のダンス授

業を充実させることは非常に重要であると考えられ

る近年，体育授業やスポーツの指導場面において，

カメラの動画機能や遅延再生装置を活用した実践事

例が示され，運動技能習得過程における動画フィー

ドパックの有効性が報告されている.

そこで，本研究では，体育専攻大学生を対象に，

f現代的なリズムのダ、ンスJの学習におけるタブレ

ット端末(iPad) を活用した授業実践について報

告し，その効果について検証を行う.

方法

対象は平成26年度前期の授業「ダンスJ受講生58

名(男子:34名，女子:21名)であった.現代的な

リズムのダンスの内容を取り扱った授業の中で，ペ

アで、踊ったひとまとまりの動きをタブレット(iPad)

にて撮影し，撮影された映像を視聴しながら自分達

の動きと他ベアの動きを評価させた.その後，動き

を修正・改善し，再度，撮影および映像視聴による

評価を行った.評価について 1回目と 2回目で比較

し，また授業の最後に実施した映像視聴についての

アンケートについて検証した.さらに，学習者が考

える現代的なリズムのダ、ンスを評価する観点につい

て授業前後で比較した.

結果と考察

有効回答が得られた 55名(男子:34名，女子:21 

名)について分析を行った.自分達・他ベアの動き

の評価については， 1回目よりも 2回目が明らかに

向上していた(自分達ベア:pく 0.001，他べア p=

0.04).また， 95%を超える学習者が，自分達や仲

間のダンスを撮影された映像を用いて観察する

ことは，技能の改善に有効であり，映像視聴によ

って新たな発見があったと感じていた.さらに，

現代的なリズムのダンスを評価する観点については，

「振り(ダンス)を間違えない (p= 0.016) J r振付

(ダンス)を覚えている (p= 0.004) J r振付(ダン

ス)がそろっている (p=o.ooI)Jの3項目において

授業後に回答割合が有意に減少し「オリジナルの動

きやポーズが生まれている (pく 0.001)J r仲間と関

わりをもって踊れている (p=o.ooI)Jの2項目につ

いては授業後に有意に増加した.また「リズムに乗

って全身で踊れている」の項目で 85%を超える学生

が重要と答えていた.このことから，授業の中で自

分や他人のダンス映像を視聴し評価し合うことで，

学習指導要領で示された内容に近い観点で動きを評

価できるようになった可能性が示唆された.

結論

現代的なリズムのダンスの授業において，タブレ

ット端末を用いて撮影・映像視聴をすることは，運

動技能の改善に有効であり，さらに，動きを評価す

る観点を明確にできる可能性が示唆された.
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学士課程教育における体育授業が及ぼす長期的な効果に関する研究

ー授業終了 2年後の学士力関連スキルと運動行動に着目して一

0中山正剛(別府大学短期大学部) 田原亮二(名桜大学)

丸井一誠(金沢星稜大学) 神野賢治(富山大学) 渡漣正和(福岡大学)

キーワード:学士力関連スキル， 2年後，大学体育，運動行動

目的

大学の体育授業における介入研究は，近年盛んに

行われてきている.しかし，その介入研究の多くは，

授業期間前後を比較することで効果を調査しており，

その持続性を示している論文は限りなく少ない.数

少ない例として，中山ら (2014)は，コミュニケー

ションプログラムと行動変容技法を用いた大学体育

授業の効果のうち， r意思決定バランスJ，rチームワ

ークJ，rリーダーシップJにおいて，授業終了 l年

後も持続性がみられたことを明らかにしている.

本研究では，その継続研究として，上述の介入授

業の効果が，授業期間が終了した2年後(以下，終

了2年後)も持続するか否かを明らかにすること目

的とする.

方法

1.対象および調査時期

対象者は，大学体育授業に参加した220名であり，

介入群 106名と非介入群 114名に分けられた介入

群には， 1年前期時に，運動行動と学士力関連スキ

ルの向上を意図した授業を実施した.

調査は，介入群と非介入群ともに授業開始時(平

成23年4月)と授業終了時(平成23年8月に行い，

介入群のみ終了 2年後(平成25年 12月)に実施し

た.なお，本研究は，対象大学における倫理委員会

の承認を得て実施されている(承認番号 131103). 

2.調査項目

データはすべてアンケート調査により抽出された.

内容として，スポーツ特有のポジティブ特性尺度

(ICSS) (徳永・橋本， 2010)を援用し， rチームワ

ークJ，rリーダーシップJ，r問題解決力(忍耐力)J

を測定した.また ENDE2(堀毛， 1994)を使用し，

f解読力，適切伝達力，統制力」から成るコミュニ

ケーションスキルを測定した.加えて，現在の運動

行動ステージ (Okaet al. (2000))と運動行動に関連

する要因(以下，運動行動関連要因)である運動自

己効力感，意思決定バランスから構成されている.

3.介入内容

運動行動:歩数計を使って活動量を知る，授業時間

内での歩数の目標設定，セルフモニタリング，認知

的介入(健康情報提供)，体育の宿題など

学士力関連スキル:ニックネームで呼び合う，ブラ

インドウオーク，手つなぎ鬼， 1分間ラリーなど

結果と考察

学士力関連スキルと運動行動関連要因の持続効果

を明らかにするために r授業開始時，授業終了時，

終了 2年後」のデータを分析した結果，チームワー

ク，リーダーシップにおいて2年後の持続効果が確

認された.これらの結果は，運動行動変容技法とコ

ミュニケーションスキル向上を意図した大学体育に

おける介入授業の効果が，授業直後だけでなく授業

期間が終了した2年後にも，一部ではあるものの持

続していることが示唆された.

なお，本研究は平成25年度別府大学GP(研究支

援)の助成を受けて行われた研究の一部である.
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我が国におけるメンタノレヘルスリテラシーに関する研究動向

。脇元克也(鹿屋体育大学大学院) 竹下俊一，森司朗，前田博子(鹿屋体育大学)

キーワード:メンタルヘルスリテラシー，研究動向，メンタルヘルスリテラシー教育

序きA
R間

近年，子どもが抱える心の健康問題が多様化，深刻

化しており，その一部には社会環境の変化による影響

が見られるものの，解決に向けて児童精神医療との連

携を必要とする問題が多し、ことが明らかになってしも.

中村(2013)によると，中学 1年生の男女の約23%が抑

うつ状態で、あった.そうし、った青少年の精神衛生の問

題に対して，メンタルヘルスリテラシー(以下， MHL)と

しち概念が導入されるようになってきている.MHLとは

メンタルヘルスに関する知識や理解，メンタルヘルスに

対する態度を示すもので、 MHLを高めることで自らの

心の不調に気づいたり，不調の予防に心がけたりでき

るものである.しかし我が国においては MHLに関す

る研究はいまだに少なく，その効果も明らかにされてい

ない.そこで本研究は，我が国における MHLに関する

これまで研究及び実践例のデータを収集し今後の課

題を明らかにすることを目的とする.

本 論

MHLに関する研究動向は，大きく分けて三つに分

類することができる.第一に， MHLの現状に関する研

究である.田中(2013)は掛川市の就労者を対象に調

査を行った結果， 60%がうつ病に対して適切な認、識を

持っており，先行研究などと比較した場合に数年前に

比べ急激に高くなっていることを明らかにした.しかし，

一方で、対象者がうつ病の人との接触については，距離

を置く傾向にあることも明らかにした.また，前田(2014)

は大学生の調査を行い， 22，8%がうつ症状の正しい

知識を持っていたことを明らかにした.そのうえで，環

境の変化が激しし、大学生に対し， MHLを身につけるた

めのアプローチが必要であるとした.

第二に，教育現場における MHL教育の実施状況に

関する研究である.松田(2010)は首都圏の中学校を

対象に調査を行い，過去3年以内に心の病気に関する

授業を行った学校が 4害IJ未満で、あったとしている.しか

し，その調査から得られたMHL教育の必要性に関して

は，必要と答えた学校が約8害IJもあったことを明らかに

している.板山(2014)は，青森県の小・中・高校を対象

に調査を行い，各校種ともにMHL教育の必要性を感じ

ていることを明らかにした.

第三に， MHL教育が与える影響に関する研究である.

大久保(2011)はMHL教育が中学生の MHLを向上さ

せ，心の健康も改善する可能性を示唆している.また

大久保(2013)は， MHLに関する質問に対し適切に回

答したものの心の健康が有意に高かく，誤った回答を

したものの心の健康が有意に低カ=ったことも明らかにし

ている.

結論

本研究は我が国におけるメンタルヘルスリテラシー

に関する研究動向や実践例を見てきたが，普及も始ま

ったばかりで研究自体の数も少なし、こと， MHLの現状

や教育現場での普及状況はまだ普及段階であることか

ら今後の積極的な研究が期待された.また MHLの効

果についての研究も進みつつあるが，今後の課題とし

て保健教育と関連する運動習慣や経験を踏まえた研

究の必要性が課題としてあげられる.
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研究センター研究紀要 (22)，123-130， 2013. 
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子どもの活力向上に重視すべき体力要素とは

0原田健太朗，森村和浩，田中宏暁，柿山哲治(福岡大学)

熊原秀晃(中村学園大学)

キーワード:筋力，全身持久力，運動有能感，身体活動水準

緒言

近年，子どもが身体を動かす機会は減少の一途を

たどっており，発育期の全年齢にわたって運動能力

の低下や肥満，身体の虚弱化に伴う気力の低下や全

身持久力(以下，持久力と表記)の著しい低下など

が問題視されている.日本学術会議 (2011)は「子

どもを元気にする運動・スポーツの適正実施のため

の基本指針Jにおいて 子どもの活力の低下を危倶

しており，身体活動の低下が子どもの心と体の活力

の低下を引き起こしていると述べている.また，筋

力・持久力の向上を図る取り組みが子どもの心と体

の活力向上に重要であると提言している.そこで，

本研究は体の活力(筋力 持久力)と心の活力(運

動有能感)および身体活動との関連性が不明である

ことから，筋力及び持久力と運動有能感，身体活動

との関連性について検言寸することを目的とした.

方法

対象者は，健康的な生活習慣を身に付けるため毎

朝始業前のジョギング活動を取り組むA小学校に在

籍する l年生から 6年生までの児童332名(男子 166

名，女子 166名)であった.体力の評価は新体力テ

ストの握力と 20mシャトルランを用い，筋力と持久

力を体の活力とした.新体力テストの結果は，学年，

性，身長を用いた補正式(小原ら， 2012)で標準化(体

力スコア)した.また，身体活動と運動有能感は質問

紙を用いて調査し，運動有能感を心の活力とした.

結果

研究 I 身体活動と体の活力の関係

身体活動と体の活力の関係を検討するため，制御

変数を性，年齢，それぞれの体力スコアとした偏相

関分析を行った.その結果，筋力スコアとの間には

有意な関係はみられなかったが，身体活動と持久力

スコアとの聞に有意な正の相関関係がみられた

(r=0.254， p<O.OOl). 一方，身体活動を4分位に

分け従属変数を筋力スコア，持久力スコアとして傾

向性の検定を行ったところ，筋力スコアには関連が

認められなかったが，身体活動が高い群ほど持久力

スコアは有意に高値を示した (pく0.001). 

研究H 体の活力と心の活力の関係

体の活力と心の活力の関係を検討するため，従属

変数を運動有能感，独立変数を性，年齢，筋力，持

久力としたステップワイズ、重回帰分析を行った結果，

持久力が第 1説明変数，握力が第2説明変数として

採用された(持久力 :s=0.265，握力 :s=0.124， 

R2=0.110， p<O.OO1).そこで，各体力スコアをそれ

ぞれ4分位に分け比較したところ，筋力スコアでは

顕著な関連性はみられなかったものの，持久力スコ

アが高い群ほど運動有能感は有意に高値を示した

(p<O.OOl) . 

まとめ

身体活動は体の活力のうち持久力スコアとのみ有

意な正の相関関係を示した.また 体の活力の両者

とも運動有能感と関連性がみられたが，持久力スコ

アがより高い関連性を示したことから，持久力を高

めることが運動有能感を高めることにつながるもの

と考えられた.すなわち，子どもの体と心の活力向

上に重視すべき体力要素は持久力である可能性が示

唆された.
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CGグラフィックを活用した自治体と学生参画型における地域の健康づくり

イ建康問題を改善する活動+地域の人と人がつながるプロジェクトとは一

0高瀬幸一，東恩納玲代小賦肇(名桜大学)

キーワード:3D画像プログラム，沖縄県北部地域，学生参画，運動支援

目的

健康・長寿として名高い沖縄県であるが、現在で

はその長寿に陰りが見え始め、肥満を始め多くの深

刻な健康問題を抱える不健康県へと変貌した状況に

ある。沖縄県にある北部地域では、これらの健康問

題に加え高齢化や過疎化の急速な伸展もコミュニテ

ィの活性化を妨げる要因となり、自治体・住民一体

型の健康・スポーツイベントや地域活性化事業など

の実施が急務となっている状況にある。そのような

状況の中、新しいスタイルのコミュニティ活性化の

方法として、若年者から高齢者まで幅広い世代に対

応した 3Dプログラムを活用した健康支援が効果的

であると考えられる。

名桜大学では、北部地域のソーシャルキャピタル

の醸成を目指すために、自治体・大学・学生が協働

参画型で実施する 3Dプログラムを用いた「健康問

題を改善する活動J+ r地域の人と人がつながるJ

名桜大学型の健康支援モデルを構築し、沖縄県北部

地域における健康支援活動を展開している。その主

なものとしては、 3Dプログラムを活用し、地域の役

場や公民館において、様々な年齢層を対象とした数

10種類のエクササイズ、健康測定、雑談会をプロジ

ェクトとして実施している。現在、これらのプロジ

ェクトの効果を検討するために沖縄県北部地域の A

離島を対象に、身体組成・骨密度・血管年齢の測定、

特定健診受診率・特定保健指導対象者のデータの検

証、剛SEテスト、コミュニティの活性化に関するア

ンケート等をプロジェクト開始前に実施し、終了後

との比較を検討している段階にある。

そこで本研究では、プロジェクトの中心となる 3D

プログラムを使用したエクササイズの有効性を検討

するために、高齢者を対象とし 3Dプログラムを使用

したエクササイズを月に 2回実施し、手段的日常生

活動作(IADL)や心身の感覚およぼす影響について

検討を行った。

方法

対象者は、名護市の B区の 64歳から 103歳までの

女性27名男性 18名、合計45名(平均年齢 79.4歳

5.8:t歳)とした。方法は、 3Dエクササイズコンテ

ンツ rjOYBEATJ (株式会社エクシング社製)のプロ

グラム「椅子に座って楽しむ歌謡曲エクササイズJ

を3ヶ月間月 2回実施し、 3ヶ月の期間終了後、開

始前の状態と比較する方法で、 5件法によるアンケ

ート及び自由記述式の感想・要望の記述を実施した。

結果

IADLに関するアンケートの主な結果として、「人

と話すことが好きになったjの質問で 76.6%、身体

を動かすことが楽しくなったJの質問で 79.0%、身

体を動かす趣味が出来た」の質問で 76.0%、いつも

おしゃべりする友達がいるjの質問で 63.3%の高齢

者が、「とても良くなった・良くなったJの項目に回

答をしていた。

考察

月に2回の実施でも、 3Dエクササイズコンテンツ

jOYBEATのプログラムによるエクササイズは高齢者

のIADL及び心身の感覚に良い影響があると考える。

また、「話すことが好きj等、個人だけでなく、他

者とのコミュニケーションにも向上が見られたこと

から、 jOYBEATのプログラムは地域コミュニティの

活性化にも貢献するのではないかと考える。
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学生レスリング団体リーグ戦の勝投及。戦合開習に関する調査

0池田光功(九州女子短期大学非常勤) 藤山慎平(九州共立大学)

松崎守利(九州女子短期大学)

キーワード:レスリング，試合時間，ポイントゲッター，テクニカルフォール.

[目的]

学生レスリング団備投は 7人制で嫡鮫と同一階

級で試合を行い，勝者が多い方を勝ちとしてリーグ

戦を構成する.本研究は， 1部昇格から2季を経て，

西日本学生リーグに所属する K大学男子レスリング

部の 2季に及ぶリーグ戦の調査から，勝敗及ひ試合

時間などを比較検討することを目的に優勝への課題

を探った. レスリングの醍醐味として両肩をマット

に付ける「フォール:(F) Jがあることから最後まで

勝敗の行方がわからない試合となるが， Fをするこ

とは容易ではなく，着実に得点を重ねて差を付ける

fテクニカルフォール:(甘)Jによる勝ち方があり，

2季の変遷ではTFの成立が7点差から 10点差と改

正されたことなども試合時間とともに分析を行った.

〔方法]

平成25年度西日本学生秋季リーグ戦・平成26年

度西日本学生春季リーグ戦を調査対象として出場選

手の3分1ピリオド:(p)の試合から lP--2Pに至る

試合時間，勝敗内容を観察法にて記録した.分析法

の一つに2季全ての団体戦に起用された4選手を「ポ

イントゲ、ッタ一群:(PG) Jとして分類し，他の育成

群と比較した.さらに， PG群2季の勝利試合 lP・

2Pそれぞれの試併寺問による4つのカテゴリーを統

詐尚句に検討するため多重比較を実施した.

[結果]
表1.K大学男芋レスリング部平成25年度秋季・平成26年度春季の試合結果

平成25年度秋季(2si式合) 平成26年度春季(2si式合}

17勝濃6勝6阪敗-)-_. 
(育問成辞群:l:勝 勝敗 一一端護軍}一一

60.7"o 

卜日献立)一一l{部育問リ成ー群群グ::329箪124%0ラb) 位
勝率
順位 l部リーグ第 2位

勝一敗 内容 勝一敗
3-1 lーラ

一日一一“(.議ロ1) 
F (~群:日〕

育成群:0-"
11-8 6-7 司自"“ 一一一 ー“一一一...はず 8-3) TF {長官:5-3)
群:4-5 群:1-4

フルタイム

i品主jZミT Ti主主主~O ) 
による

得点多寡

225 

13ラト

90 I 

45 卜

(秒)0

148土41秒 14乃花秒

127土門秒

90土63秒

25秋 lP 25~大 2P 26春 lP 26春 2P

図1.25秋 26春 PO群勝利試合.lP・2P試合時間の多重比較

[Bonfen'oru法P<O.O河

表lは2季に及ぶ全体の結果を示したものである.

平成25年度秋季には 17勝 11敗で第5位，平成26

年度春季では 14勝 14敗で第2位となり，優勝まで

あと一歩と追っている.群別に見ると， PG群は2季

ともに大きく勝ち越しをしている. しかし，育成群

については負け越しもあり，平成26年度春季では，

FとTFによる負けが多いことが明らかlこなった.

図lではPG群の勝利試合に着目し， lP・2Pそれ

ぞれ4つの平均値の差について分散分析を行い，多

重比較による検定を実胞した結果を示したもので，

統作間に有意な差は磁恋されなかった{p< 0.05). 

[考察]

T下成立の得点改正により，試合時間に差が見られ

ることを予測したが， PG群における勝利した試合で

は，着実に得点を積算する安定した技量により，必

ずしも時間内にこだわることはなく，粘り強くフル

タイム戦う姿勢により勝利を得ていることが考えら

れ，流れのなかで、チャンスを作り Fも狙っているこ

とが考えられた優勝への課題として，育成群の成

長が鍵となり，防御の向上を念5貞に置き， 2P (360 
秒)をフルに力を発揮で、きるよう 普段のスパーリ

ングから相手の隙を逃さずに攻め，最終的には勝利

することができる攻防一体型の習得にあると考える.
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ソチオリンピック 2014における競技成績の分析

一各国における種別の入賞ポイント集計より一

0洲 雅明(大分県立芸術文化短期大学)

キーワード:ソチオリンピック，入賞，メダル，競技力

目的

ソチ冬季五輪には 87の国と地域(以下「国」とす

る)が参加し、 26がメダ〉レを獲得したo 獲得数ベス

ト3のRUS(33個)、 USA(28個)、 NOR(26個)

が総数 (295個)の 29%を獲得した。一方、入賞 (4

........8位)の注目度は低いものの、僅かな実力差の選

手や次世代を担う優秀な選手が含まれており、各国

の競技力を測る場合、重要なバロメーターとなる。

そこで本研究では、男女全 98種目 (7競技 15種

別)における入賞ポイント(以下 rpJ とする)の

集計を行い、各国の得意種別の分析を行うことを目

的とした。

方法

ソチ五輪公式サイトに掲載された種目別競技結果

より P(1位8点........8位 1点)を集計した。また、 P

の合計上位 16カ国について、獲得の特徴によって

分類を行ったo 括弧内に (P，獲得種別数)を示す。

ソチ冬季五輪の 7競技 [15種別]:スキー[アル

ペン，クロスカントリー，ジャンプ，ノルディック複合，

フリースタイル，スノーボード]、スケート[スピー

ド，フィギュア，ショートトラック]、アイスホッケー

[同]、バイアスロン[同]、ボブスレー[同，スケル

トン]、リュージュ[同]、カーリング[同]

結果

Pの集計が 1........16位の国において、 Pの獲得種別

数によって 3グループに分類した(P，種別紛。

1. 10種別以上・・・ 1位 RUS(378P，12)、2位

USA (312P，13)、4 イ立 CAN(278P，12)、5 イ立 GER 

(246P，13)、8イ立FRA(169P， 10)、12イ立ITA(142P，1ω

で、獲得種別が多いと Pが高くなる傾向にあったo

2. 5........9種別・・・ 3位 NOR(304P，9)、7位 AUT

(192P，8)、9位 SWE(154P，7)、10位 CHN(145P，6)、

10位 SUI(145P，8)、13イ立JPN(119P，9)、14{:立CZE

(1 07P， 8)、15位 SLO(97P，7)で、獲得種別が少なく

なると Pも少なくなる傾向にあった。

3.4種別以下・・・6位 NED(218P，3)、16位 KOR

(77P，4)で、スピードスケートおよびショートトラッ

クでPを集中的に獲得する特徴がみられた。

考察

Pの上位国は多くの種別でPを獲得しており、冬

季五輪の強豪国といえるが、すべての種別で獲得し

ているわけではない。 RUS、USAでもジャンプやノ

ルディック複合では、 Pを獲得できていなかったo

l種別で高いPを獲得している国もあり、強みを

持つ種目であることが分かったoAUT(84P)のアルペ

ン、 NOR(l19P)とSWE(88P)のクロスカントリー、

CAN(87P)とUSA(66P)のフリースタイノレ、 USA(56P)

のスノーボード、 NED(l89P)のスピードスケート、

RUS(48P)のフィギュア、 CHN(77P)のショートトラ

ッ夕、 NOR(58P)とCZE(53P)のバイアスロン、

RUS(26P)とUSA(25P)のボブスレ一、 RUS(28P)のス

ケルトン、 GER(48P)のリュージュなどである。

これら得意種別は、前回パンクーバ一大会と同様

であり、お家芸種別といえる。

参考文献

洲雅明(2011)バンクーパーオリンヒ。ツクにおける

競技成績の分析，大分県立芸術文化短期大学研究紀

要第48巻，117・129.
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明治期の長崎活水女皐校に導入された体育が新式体操と呼ばれた理由

0柿山哲治(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:マリアナ・ヤング女史，遊歩，古写真，新式体操服，学校規則l

目的

活水学院の前身である長崎活水女皐校は、アメリ

カ人宣教師エリザベス・ラッセル女史とジェニー・

ギール女史(現福岡女学院創設者)により、 1879(明

治 12)年 12月 1日に創設された。また、初代校長

であるラッセル女史の後を受けて、第2代目校長に

就任したマリアナ・ヤング女史により新しい体育が

導入されたと活水学院百年史(1980)に記されてい

る。それは新式体操と呼ばれ、長崎市教育界の評判

となり、慈善音楽体操会として男子禁制で長崎市民

に有料公開されたことが知られている(掛水，2007)。

ヤング女史が導入した新式体操の内容については、

活水学院資料室に保管されている明治期の古写真、

また、当時の新聞記事に掲載された慈善音楽体操会

の演目、さらに、西洋式ユニホームの着用、号令は

全て英語、音楽に合わせ、棒、唖鈴、木環を用いて

いた史実は明らかになっているものの(柿山ら，

2013)、何に対して「新式Jで、あったのかについての

考察はなされていなし、。

本研究では、活水学院資料室に所蔵されている史

料を用いて、新式に対する旧式体操はあったのか?

もしあったとしたらその内容はどのようなものであ

ったのかについて検長けることを目的とした。

方法

活水学院資料室所蔵の長崎活水女皐校規則明治

20年度(1887-1888)、長崎活水女皐校規則 明治

31 (1898)年、活水女学校規則明治34(1901)年

7月改正、 K¥VASSUIJO GAKKO Thirty-Fifth Bulletin 

(1914)を主たる史料とし、明治期の活水女皐校の

教科課程、学校規則、古写真等をもとに、ヤング女

史の導入した新式体操以前の体育に関する史料を抽

出した。

結果

活水学院百年史に掲載されている 1889(明治22)

年のサイモンズ女史による教科課程には、体育に該

当する教科は見られなかったが、長崎活水女皐校規

則明治20年度(1887-1888)の第四章生徒行状心

得第八項に「遊歩時間ハ勉強ス可ラス」、第五章

教則 第三項に「指定ノ時間ニ於テ運歩ヲ怠Jレモノ

ノ、亦罰黙ヲ得へシ」との記載がみられ、ヤング女史

着任後に発行された長崎活水女皐校規則明治31

(1898)年第四章生徒心得第十項には「指定

ノ時間ニ於テ運動ヲ怠ルベカラズ若シ之ヲ怠Jレ者ア

ルキハ罰黙ヲ得ベシJ、活水女学校規則 明治34

(1901)年7月改正第七章生徒心得第三十六

条には「生徒ハ必ズ体操運動ヲ怠ルベカラズ若シ

健康上体操運動ヲナスコト能ノ¥サノレ時ハ校医ノ署名

ヲ得テ其欠席セントスル部分ヲ届出ツベ、ンj と記載

され、教科課程には初等科~中等科2年は体操普通、

中等科3年以降は体操機械(ママ)が週 2時間ずつ

配置されていた。さらに、 K¥VASSUIJO GAKKO 

Thirty-Fifth Bulletin(1914) ，こlま、 rOutfor a WalkJ 

と題した大勢の和服姿の女生徒が屋外を遊歩する写

真が発掘された。

まとめ

明治20年度の長崎活水女皐校では、業間体育とし

て「遊歩J時間が設けられていたことから、それに

対する呼称、として、ヤング女史が明治30年代に導入

した体育を「新式Jと呼んだ可能性が示唆された。

(本研究は科研費 課題番号:25350792 ，こよって行った。)
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サッカー選手の広域視覚情報の獲得方略に関する研究

一注視点距離の描動に着目して一

0今村律子(九州工業大学大学院)，坂元瑞員(福岡大学)，乾 真克(福岡大学)， 

徳島 了(福岡大学)，磯貝浩久(九州、|工業大学大学院)

キーワード 広域視覚情報， f，品鹸 .lJfH世運動，遠山の目付，注視点距隊

目的

従来，スポーツ選手を対象とした視覚研究におい

ては，注視すべきプレイヤーやゴーノレなど，対象周

辺の狭い範囲のみを周辺視野としていた 一方，古

来，剣道などの対人競技において r遠山の目付」と

いう教えがある それは，阿IIIl!の視線を対象よりも

後方で交差させる方略であり，その交差点を注視点

とH干ぶ この方略によって，周辺視野情報を効率的

に獲得できるが，これもまた狭い総聞の周辺視野を

対象としており，いずれの似合も，プレイヤーから

注視点までの距離(注視点距向f1)については議論され

ていない そこで本研究は，広峨範囲の視覚車IJi.放を

観察する際の注視点距離の昨r励と周辺視野の関係を

明らかにすることを目的とした

方法

対象者は男子サッカ一選手20名(J9.8:!: 1.04歳)

で，競技経験年数は9年以上(J3A土2.18年)とし，ス

ターテイングメンバー(S.{洋)と，ベンチメンハー(B

Ir~)の注視点距雌の測定を行った

視覚刺激は2条例の範囲に設位されたそニターに

色が呈示され，対象者は，実験者より指示された条

件内容に従い，指押し課題と，全身反応需R題を実施

した

呈丞金金Q)正面と 110。に放位された2台の計 3

台のモニターのうち，赤色が出た方向を選択

呈丞全企盛正而と 180'に設置された2台の言1-3

台のモニターのうち，7A"色が出た方向を選択

以上2つの範聞の提示条{斗において，連続反応課

題における注視点距離を洲定した

結果と考察

5併において，提示条件に関わらず，注視点距離

の頻発な昨;ifV1が見られ， 日鮮においては大きな格ifij1

は見られなかった(図 1) また，モニター提示距離

の 3m 以下の位置にある注視点の回数を比較した結

果，回数に有意差が見られた(区12) すなわちs君主

は平衡法を用い，対象物の後方へ注視点をirlく方略

により視党情報を獲得していることが明らかとなっ

た これらのことから，広い周辺視野を持っと思わ

れるS鮮は，注視点距雌を能[91させながら，広域の

周辺視野情報を狼得し r遠山の目付J的視覚方略を

活用していることが示唆された

1|:件付川相吋事
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 図 l 提示条件②(全身反応政問)11寺の注視点距離の拍i動
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東ドイツにおけるエリート育成施設としての青少年スポーツ学校

ーそのスポーツ・教育活動の実態と問題点ー

0藤井雅人，乾真寛，瀬尾賢一郎，永山寛，伊藤寿浩(福岡大学)

キーワード:東ドイツ，青少年スポーツ学校，競技スポーツトレーニング，エリート育成

はじめに

本研究では、競技スポーツ活動に著しく偏向し、

青少年の学習や心身の健康に気を配ってこなかった

というイメージで語られる、旧東ドイツのエリート

育成施設である「青少年スポーツ学校(阻nder-・und

Jugendsportschule :以下KJS)Jに焦点を当て、これ

までわが国で十分に示されてこなかった、そのスポ

ーツ・教育活動の実態を明らかにし、具体的に何が

評価され、何が批判されうるのかを整理する。この

目的を達成するために、旧東ドイツ時代の文書資料

および関係者の証言に基づく研究蓄積が進むように

なった、 1990年の東西ドイツ統一以後の KJSに関

する代表的な先行研究を用いる。

KJSのスポーツ・教育活動

旧東ドイツに 25箇所設置されていた KJSには、

全国規模の発掘施策・発掘競技会およびトレーニン

グセンターにおける厳しい発掘・選抜過程を経て、

オリンピック種目についての優れた才能を認められ

た青少年のみが入学できた。ただし、スポーツ種目

によってその入学学年は異なっていた。 KJSの競技

スポーツトレーニングは、時間割の中に組み込まれ

る形で「スポーツクラブJによって担われた。こう

した方法によって、質の高い指導者による十分なト

レーニング量を確保することができた。

KJSでのクラス構成は、一般授業との調整に基づ

いて「スポーツクラブ」でのトレーニング、が実施し

やすいように、特にスポーツ種目単位で男女別に編

成されており、したがって 10人以下としづ少人数

クラスも珍しくはなかった。必然的に有望選手が絞

り込まれてくる高学年になるほどその人数はさらに

少なくなり、個人授業の様相を呈することも稀では

なかったとしづ o KJSでは、そうした少人数クラス

の事情に即した形で、通常の学校よりもかなり多く

の教員が配置されていた。また、 KJSでは、競技会

や強化合宿などへの参加を理由に授業を欠席する児

童生徒のために、個人や小グ、ループで、の補習授業、

付き添い教員による現地授業、自習活動プログラム

の提供、試験日程の延期など、学習面での助成・支

援施策が実施された。さらに、大学進学資格取得の

ための準備期間も、通常の学校の生徒たちより 1年

間長く設定されていた。

このように、 KJSでは、実は競技スポーツトレー

ニング‘と学習活動、さらには選手寮の整備による良

好な日常生活の円滑な展開が目指されていた。しか

し、 KJSのこうした努力にもかかわらず、旧東ドイ

ツの(スポーツ)政策展開の中で、過剰ともいえる

人的・物的・財政的投資、競技スポーツ活動への偏

向による学習活動の軽視の傾向、心身の障害の発生

などの問題点が少なからず顕在化することになったo

まとめ

①旧東ドイツの KJSでは、体系的な施策によって発

掘されたスポーツタレントが、競技スポーツトレー

ニングに集中的に取り組むことができた。②IKJSで

は、青少年の学習活動や日常生活が、そうしたトレ

ーニング、に合わせる形で、行われつつ、彼らの健全な

発育発達をも保証するような制度の工夫が試みられ

ていた。③しかし、そうした工夫も、メダ、ル至上主

義のスポーツ政策が貫徹されていく中で、 KJSの教

育活動自体が競技スポーツ活動に偏向していき、十

分に機能しないとし、う現実も存在した。
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スポーツ施設の経営戦略に関する研究

鹿児島県ゴ、ルフ場の事例から

0竹下俊一(鹿屋体育大学)，山崎利夫(鹿屋体育大学)，前田博子(鹿屋体育大学)

隅野美砂輝(鹿屋体育大学)，福島成美(イトマンスイミング、スクーノゆ

キーワード:鹿児島県，ゴルフ場，料金設定

目的

日本の市場に目を向けると，物や既存サービスの

需要が変化し，このデフレ状態に大幅な値下げを行

う動きにつながっている.しかし，安易にこのよう

な値下げ合戦の動きに追随しても利益を出すことも

できずに業績をさらに悪化させてしまっている企業

も多い.これは地方のゴ、ルフ場の間で、も同様で，値

引き競争や会員権価格の暴落となってゴルフ場の経

営を圧迫している.従って本研究で、は，昨今の長期

にわたる経済不況下のゴソレフ場の料金設定に注目し，

生涯スポーツのー施設であるゴ、ルフ場の料金設定の

実態を明らかにし，今後の料金設定についての課題

を解明することとした.

方法

本研究では，ゴ、ルフ場の「利用者数J，r会員の種

類・会員数J，r年間売上高J等に関して，また「平日

休日料金・料金設定の基準Jに関しての質問用紙を

作成しアンケート調査を行った.

1)調査対象:鹿児島県ゴ、ルフ協会に登録している

1)鹿児島県にあるゴルフ場の年間利用者数はおよ

そ平均3万人で、あった.鹿児島県にあるゴルフ場の

平日ピ、ジターセルフ代は，平均6.401円で，土日・

祝日のビジターセルフ料金はおよそ平均8，821円で

あった.

2) ゴルフ場セミナーによると 平成24年全国の

平日セルフは平均8.462円で鹿児島県のゴ、ルフ場と

比べると，およそ 2.000円差があり，土日・祝日に

なると 12，800円で鹿児島県によると 4，000円弱違う

ことがわかった.鹿児島県は全国と比べてセルフ料

金が低かった.

3)料金設定については r集客を考えて・お得感

も考えてJ料金を決定しているゴ、ルフ場が多いこと

がわかった.同時に「コスト分岐点からJ参考にし

ているゴ‘ルフ場も多いことを示した.

4)料金の設定で，周辺のゴ、ルフ場を参考にするゴ

ルフ場が多く，低価格競争の傾向を示していた

5)集客を考え値引き，割引が頻繁に行われていた.

また，基本料金も値引き，割引をふまえた料金設定

32コース.2)調査方法:予備調査を行い，アンケ になっていた.

ート内容を精選する.その後，郵送によるアンケ 結論

ート調査を実施する.3)調査内容:ゴ‘ルフ場の属

性及び経営形態，利用者数，会員の種類，会員数，

年間売上高，平日料金，休日料金，料金設定の基

準等.4)分析方法:得られたデータを属性及び調

査項目ごとにクロス集計する.

結果及び考察

アンケート実施期間は 12月に配布し， 32か所に

配布し 19か所のゴ、ルフ場から返答があった.以下が

そのまとめである.

全国と比べてみても鹿児島県のゴ、ルフ場は平日も

土日・祝日も料金が低料金で、あった.周辺のゴルフ

場を基準に価格を下げ合っている状況が観察された.

料金を低くすれば幅広い年齢層の客も足を運びやす

くなる. しかしすでに低い料金設定を行っている状

況下で，今後し、かにコース・コンディションを維持

し，リピーターを増やし，満足させられるサービス

ができるのかといった，従来よりも厳しい経営方針

の選択を迫られている状況が明らかになった.
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スポーツ選手の競技経験年数とパーンアウトとの関係について

大学レスリ ング選手の場合一

0池本公平日彦(福岡大学 ・西南学院大学非常勤諮問i)，縦木智彦(西南学院大学)， 

松崎拓也(北九州工業高等専門学校)，野口欣照(有明工業高等専門学校)， 

西係修光(日本体育大学)

白部J五h'I

図2は術品目的消耗感の質問項目別にみた経験年数と

の限H系である。 7つの項目で中関税の得点が日.'!jく、

5つの項目で有意な差が見られた。

yーシヤノレ寸jポート，w*n的げ'j .f~I:ê{，

これまでの先行研究から、パーンアウトはあるf:'E

1支競技を経験している選手に発生しやすいことが示

キーワードパ-/アウト，競技経験年数，

自力lヨ

図2 情緒的消耗感の貨問項目別にみた経験年数との関係
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図3は経験年数5JIJにみた自尊サポートの質問項目で

ある。全ての項目で中間仰が低い得点を示している。

されている。本研究では大学レスリング選手を対象

に、競技経験年数とハーンアウト、また、競技経験

年数中間1ftのパーンアウトとソーシヤノレザーポートの

関係にお目して分析を行った。

方法

調査E対象のM性や戚刻、技能の向上などについての

フェイスシー トと、運動選手のパーンアウトの副主

や状態をみる ABI(Alhlelicsumolltlnventory)と、競

伎者のソーンヤノレサポートの満足度をみる ASSS

(AthleticSociaISupportScale)をFれ、た。

は合宿期間中に説明 し、配布、回収した。データの

統計処理は翠日に回収寸る留1n1止を行った。

アンケー卜

図3 経験年数別にみた自尊サポ ト質問項目

5.0 

果

図1は経験年数見HこみたAsI得点を示したもので

ある。中IInm'が他の二l伴よりもおし、得点を示してお

り、中間鮮と長期鮮のr:nに有意な差が見られた。
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体育学習における学習形態の違いが学習意欲に与える影響

0奥儀幸朝(南城市立知念中学校)

キーワード:学習形態，学習意欲

目的

学習指導要領 (2008)では，確かな学力を育むこ

とが重視されている.梶田 (2010)は，その階層性

について，確かな学力は「関心・意欲Jに支えられ，

「知識・技能j を土台に持ち， r思考力・表現力Jな

どとして発揮させるものでなければならないとし，

学習意欲が最も基盤であることを示唆している.

沖縄県の中学校における体育授業の学習形態は，

男女共習と男女別習のそれぞれの形態で実施されて

おり，その選択は学校における保健体育科の職員構

成や学習環境等に委ねられているのが現状である.

小学校までは男女共習の形態で体育授業が実施され

ているが，中学校に進学すると学校によって学習形

態が異なることは，生徒の学習意欲に何らかの影響

を与えていることが考えられる.そこで，本研究で

は，異なる学習形態が生徒の学習意欲に与える影響

を明らかにすることを目的とした.

方法

1調査対象

沖縄県南部の島尻郡に位置する中学校6校として，

男女共習の形態で実践している学校 (3校:約 180

名)と男女別習の形態で実践している学校 (3校:

約 180名)の中学一年生の男女とした.

2調査内容

西田 (1989)の体育に関する学習意欲検査

(Achievement Motivation in Physical Education Test : 

AMPET)を用いた.

3調査時期

2013年度4月(一回目)， 10月(二回目)， 3月(三

回目)に実施した.

4 分析

下位尺度ごとに，群(共習・別習)と時期 (4月・

10月・ 3月)を要因とする二元配置分散分析を実施

した.なお分散分析の結果，交互作用に有意性が認

められた場合には恒IkeyのHSD法による多重比較

(Bonfe町 o凶)を実施した.分析は SPSSS阻tistics22

を用いた.統計的な有意水準は Pく.05とした

(score) 

4J1 

結果と考察

10Jl 

崎鋼
3" 

図1女子における回避的側面の結果

•• ー，.o..o 

A岬 ETにおける下位尺度の「緊張性不安Jと「失

敗不安Jの合計得点で示す『回避的側面』で，女子

のみ交互作用が認められ，男女共習で実施している

学校は時期において得点が高まり，男女別習で実施

している学校は得点が低くなった.上家ら (2014)

は，小学生を対象とした研究で，回避感情などの苦

手意識は，加齢に伴い上昇すると指摘している.

また，西田 (2004)も校種が上がるにつれて高まる

ことを示唆している. しかし中学一年生を対象とし

た本研究では，群で違いがみられたことから新たな

知見が得られたが，その要因について多方面からの

分析も視野に入れてさらなる検討が必要である.
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体っくり運動における最適性の育成

身体性の獲得を目指した身体教育の展開に向けて

0高橋浩二，河合史菜(長崎大学)

キーワード:体育授業，最適性，自他の身体の差異化，身体の論理

目的

本考察の目的は，身体性の獲得を目指した身体教

育を展開するために必要な能力を明らかにすること

である.そのために「体っくり運動Jについての理

論的検討や大学での授業実践から考察を進め，最適

性 (sui也bility) とし、う概念や能力を提示する.

方法

本考察の方法は文献考察による理論的検討が主で

ある.まず，体っくり運動について理論的検討を行

う.それらを批判的に検討し，体っくり運動で育成

可能な能力を提示する.また，自らの授業内容を検

討し，その能力が実践として育成し得ることを示す.

考察

学習指導要領解説の体育・保健体育に関わる内容

には，体っくり運動において育成される「体」が具

体的に示されていない.体育科・保健体育科の目標

に「体力の向上Jが表記され，その育成が目指され

ているが，それは自然科学的な肉体を指している.

体っくり運動における「体力を高める運動Jでは，

「子どもの体力の現状」から「体力を養うJことが

問題提起され， r実生活で取り組むことに向けた指導

の充実Jを図る中で「動きづくり j が重視されてい

る.しかし，その「動きづくり j は体力向上のため

の「動きJであり， r身体の構造化Jや「運動の構造

化Jといった視点はない.

また， r心と体を一体として捉えJの表記に関連し

て， r体ほぐしの運動Jでは「気づきJr調整Jr交流J

が示され， r気持ち」が重視されている.それは「心

の健康が運動と密接に関連していることなどを体得

するように指導することが求められているJ (文科

省， 2013) ことからもわかる.

このように，体育科・保健体育科では心身関係か

ら人間の「体Jを育成しようとしていると言えよう.

しかし，人間の身体は肉体的側面だけでなく，働き

としての身体を備えている(瀧津， 1995).また遠藤

(2014)は，大学体育における「ボディーワークJ

の実践例を挙げ，体ほぐしの運動について危機惑を

指摘している.それは「体力を高める運動」への吸

収である.彼は，体ほぐしの運動の意義を「体を通

しての自己認識の深化や，自己探求Jと主張し，そ

れは「動くことJr感じることJr考えることJの調

和によって可能になるという.

以上の検討から，発表者の体っくり運動の授業実

践から一例を紹介し 具体的に育成する能力として

「最適性」を主張したい.本授業では，育成する身

体を明確化することを授業到達目標とした.それは，

他者との運動実践を通じて得ることのできる「自他

の身体の差異化J，基本の動きを習得することによっ

て得ることのできる「身体の論理化J，他者との運動

実践を通じて得ることのできる「身体の相互作用化J

から成り立っている.本授業で育成可能な能力は「最

適性jであり， r自らの身体が他の要因に応じて運動

を発揮する力j を意味する.

結論

体っくり運動では心身関係から心と肉体または動

きをそれぞれ育成しようとしている.しかし，身体

の構造や運動の構造についての学習はなく， r心と体J

を別々に育てようとしている.本考察で、は「最適'性J

を提示した.それは「体をつくるj運動における「身

体の構造化j の学習から育成し得る.
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運動遊びの技術構造の系統性に着目した

パフォーマンステスト作成に向けた検討

0西田明史(西九州大学短期大学部)

キーワード:幼児跳び箱遊び運動アナロゴン運動の学習位相 パフォーマンステスト

目的

近年、子どもたちの運動能力の低水準化や格差拡

大、運動実施の二極化等の健康課題を解決するため

の方策が示されている。例えば、子どもが「十分に

体を動かす気持ちよさを体験し、自ら身体を動かそ

うとする意欲が育つようにするJ保育内容(幼稚園

教育要領，2008)や、日常的な遊びや運動遊びを通

した体力づくりのための科学的根拠に基づいた計画

的な健康教育(保育所保育指針解説書，2008)が必

要だとされている。2012年に文部科学省が策定した

幼児期運動指針によると、幼児期は、発達の特性に

応じた様々な遊びを通して楽しく体を動かしながら

多様な動きを獲得することが重要である。

幼児期の運動発達に寄与する運動遊びプログラム

に関する研究では、運動能力への影響を考慮しなが

らも、実践可能な運動技能の量的獲得(動作の多様

化)と成就度の向上(動作の洗練化)を図ることが

重要な視点である。幼児期の運動発達の特性を鑑み

ると、螺旋的・反復的に展開可能な「内容の系統性J

のある運動遊びプログラムの検討が必要である。

そこで、本研究では、幼児体育の専門指導者によ

る複数の体育教材を活用した運動遊びの年間プログ

ラムを素材とし、運動遊び技能の量的獲得と成就度

向上を詳細に検証するためのパフォーマンステスト

の作成を目的とした。

方法

体育教具を用いた運動遊びの技能の数的獲得と習

熟度を測定するパフォーマンステスト作成に際し、

文献研究ならびに運動遊びの実践現場の観察調査を

実施した。テスト項目は、専門指導員による運動遊

びの年間プログラムの中から抽出した。各テスト項

目の動作方法と評価観点の作成については、筆者の

一連の研究成果、運動学習や運動技術等に関する文

献を中心に検討した。

結果と考察

幼児期の運動発達に寄与する保育環境に関する先

行研究においては、幼児が遊びたくなるような物理

的環境も然ることながら、人的環境としての幼稚園

教諭・保育土の役割の重要性が示された。専門指導

者による幼児期の運動遊びプログラムと指導法につ

いては、子どもの主体性、長期的・総合的視点によ

る検証が課題だと考えられた。筆者の一連の研究に

よると、多種類の運動技能の獲得と成就度の向上が

運動能力の発達に寄与していたことから、運動遊び

の技術構造に着目した「内容の系統性Jを重視した

運動遊びプログラムの検討が必要だと考えられた。

以上の知見に基づき、跳び箱遊びに関するパフォ

ーマンステストの中核をなす項目として、専門指導

員による運動遊び、の年間プログラムの中から「開脚

跳び越しj を抽出した。さらに、下位運動の「踏み

跳びJrよじ登り Jr手足跳び移動Jr支持跳びのり J

「挑びおりJを加えた6項目を跳び箱遊びの運動技

能に関するパフォーマンステストとして選定した。

動作様式の質的変容に着目した評価法(中村ほ

か，2011)や特性要因分析による評価法(園土，2005)

は、運動技能を詳密に評価できるものの、幼児期の

動作再現性の低さや、観察者に運動を「見抜く Jr分
析するJr判断するj力量が求められることなどから、

保育現場においては適切性に欠ける方法だと考えら

れた。そこで、金子 (2002)の運動形成の五位相に

着目し、幼稚園教諭・保育士が日々の保育活動にお

いて子どもを観察・記録することで判定可能な5段

階の評価法を作成したロ

今後は、調査等を通じて、選定したテスト項目お

よび作成した評価観点・方法の妥当性の検証が必要

である。動作の多様化や総合的内容を含む運動遊び

プログラムを検証するためにも、テスト項目で活用

する耕オの種類の拡大も必要になる。
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体育嫌いの児童生徒の学びの履歴に関する研究

一学校階梯聞の実態比較を中心に一

0小西隼平(山口大学大学院)、海野勇三(山口大学)、績木智彦(西南学院大学)

キーワード:体育嫌い、学びの履歴、学習成果、学習への構え、教師の指導性

目的 大嫌い群の児童生徒の教師の指導性得点
学び方術1R宵定的相互 包知的指1R 雰囲気づ〈

針 作周計 共同性針. 計 学習理信型! り学校における好きな教科の第 1位に体育授業を挙

げる児童生徒が圧倒的多数派を形成している。他方 小学控 8.58 10.46 ・42 7.75 13竺 -ω 
中学校 8∞ 8.92 7.83 7.∞ 12.75 

で、少数派とはいえ体育嫌いの児童生徒も確実に存 高校 8.40 9.28] 10例 7.04 11. 84 倒

在している。本研究ではこの事実に着目した。そこ

で、体育嫌いの児童生徒を生み出す要因が彼らの受

けてきた体育授業のプロセス自体に内在しているの

ではなし、かとする仮説を設定し、これを検証するた

めに体育嫌いの児童生徒が体育授業の中でどのよう

な「学びJを経験しているのか、その実相を当事者

の視線から実証的に明らかにしようと試みた。これ

までに体育が大好きな児童生徒と体育が大嫌いな児

童生徒を比較してその違いをみてきたが、今回は、

体育が大嫌いであると答えている児童生徒のみに焦

点を当て学校階梯別にみていくことで、体育が大嫌

いな児童生徒の学校階梯別の特徴を探っていくこと

を目的とした。

内容・方法

調査は、海野ら (2010)の作成した「体育授業に

おける学ひ'の履歴測定ノ〈ッテリーJ(Le位凶ng

Carrier-Assess Scale以下、 LCAS)を用い、中国・

近畿圏の中学生 788名、高校生 759名、大学生 1084

名の児童生徒計 2631名(男子 1491名、女子 1140

名)の生徒学生を対象に、それぞれ直近の学校階梯

における体育授業の経験を振り返ってもらう形式の

質問紙調査を実施した。

小学校

中学校

高校

結果・考察

大嫌い群の児童生徒の因子別学習成果得点
実接的知偉業しさ感得運動有能感学習成果合

共同共感針理解計 計 計 針

8.58 8.∞ 6.42 6.50 29.50 

8.58 

8.32 

8.42 

7.52 

6.67 

6.76 

6.50 30.11 

6.08 28.68 

大嫌い群の児童生徒の因子別学習への構え得点
c 自覚的学習 学冒への構

ー 一一買え合い針} 計 規律違守計‘献身3針→ A え合計

小学校一一ー γ9. 88~ 7.00 ロ.17 6.04 35.08 

中学桂ーー← 8.831 6.08' 12・83 7.58 35.33 

高校 8.印 6.88 11.68 6.92 34.2 

①小学校の大嫌い群は他の学校階梯に比べ、先生

が適切な説明やアドバイスを行し、クラスのみんなか

ら支えられているということが感じられた。しかし、

先生の適切な指導や周りの友だちからの励ましの声

を受け、できるようにならなければいけないと過度

にプレッシャーを感じ、そのことが原因となり体育

が大嫌いになっている可能性もあると考えられた。

②中学校の大嫌い群は、まわりの友だちから支えら

れていると感じることもできず、緊張した雰囲気の

中で一人孤立して体育の授業を受けているような印

象を受けた口また、できるようになるための知識は

高めているものの体育の専門家である体育教師から

上手くなるための方法を教えてもらっていなしL ま

た、献身の得点が他の学校階梯と比べると得点が高

いことから、技が上手くできない分まわりのために

働いているということを評価してほしいと感じてい

るのではないかと考えた。③高校の大嫌い群は、中

学校時代に比べると運動ができるようにならないと

し、けないとしづ気持ちやどのようにすれば上手くな

るのかとしづ考えが薄れ、できないなりにもとにか

くよりよい雰囲気のなかで楽しむことを第ーとして

体育授業に臨んでいるように思える。教師は声をか

けてくれるものの、その声かけは学習成果があがる

ような声かけにはなっていないと考えた。

以上のことが考えられたがデータを読み取り語っ

ていくには限界があり、今後は体育が大嫌いである

と答えている児童生徒、または学生に対し判誇造化

面接法を用い量的な側面だけではなく質的にも調査

を行うことで、体育嫌いの実態をさらに詳しく探っ

ていきたいと考えている。
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表2は、体育大嫌し、群が属する教師の指導性タイ

ア。と学習への椛えタイプについてみたものである。

24人中15人(62.5%)、小字斗交42.9%、中生l'.:f交80.0%、

高校66.7%が、典型的な学びの「負のスパイラノレ」

へ陥っていることが確認された。しかし、階綿毎に

害l恰に遠いがあり、特に小学生て、は、割合が低かっ

た。つまり、体育嫌いが生成されるメカニズムは、

|断線ごとに泣いがあることが判l察される。
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キーワード 体育嫌い、学びの庖l庭、 LCAS、学習成果、

目的

「体育嫌し、」の児叢・生徒が生成される過程には、

体育授業における様々な学びの経験 ・履歴が少なか

らず影響しているものと考えられる。縦木ら (2013)

は、 「学習成果J r学習への構えJ r教師の指羽性」

の3次元から桃Ji.される[体育綬業における学びの

iJ[IJ定ハッテリー(LearningCarrier-Assess Scale 

以下、 LCAS)Jを用いて、体育紛れ、の子どもたち

が生まれる誘因について、 rj;j;:育授業jにおける体

育嫌し、の生成は、 「指導放楽型」の教師の指噂性タ

イプによって「学習回避志向型」、 「消極的参加型」

の「学習への構えJが創りだされ、低し、「学習成果J

を生むという「学びの負のスパイラノレj が誘因であ

ることを報告した。また、鎚ヶ江ら (2013)は、女

子の児童 ・生徒の学びの履歴に注目して体育授業に

潜む‘ンェンダーバイアスについて、女子でこの負の

スパイラノレともいえる傾向が顕著であることを指摘

している。一方で、男子では、 「男子は運動ができ

て当たり前Jと友人、異性、教官iliから見られること

もあり、過度に期待されている。そのなかに「体育

嫌し、」の男子児111・生徒がいることは、目を廿けて

はいけない事実である。そこで本研究では、 「体育

嫌し、」を訴える男子に着目して、その鞘放を分析す

ることを目的とした。
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まとめ

体育嫌し、の生成過程のメカニズムは、 「学びの負

のスパイラノレ」のなかで体育嫌し、のスイッチが押さ

れる場合と、他方で当事者それぞれが、さまぎまな

~'tljfでの育ちの"1"で身につけてきた(身につけられ

なかった)、発達課題や生活器II題によって体育嫌い

のスイッチを押している場合とが考えられた。

方法

海野ら (2010)の作成したLCASを用いて、中国 ・

近畿閣の中学生788名、高校生759名、大学生1084

名の児童生徒言1'2631名(男子1491名、女子1140名)

を対象に、中学，高校，大学の 1年生をよ燥に，直

前のさFー校階梯の体育授業を振り返ってもらう形で配

布調査法による質問紙日周査を実施した。調査!VI聞は

中学 1 年生を女践とした調査は2007年11~12月、高

校 1 年、 大学 1 生1"を文I象とした制査は2010年4~5

月であったo これらの分析にはIBMSPSS

Statistics 19.0 for Windowsをm，ヴこ。

結果 ・考察

表lは、さ子日校附品目IJ.男女別にみた体育授業の好き

嫌し、の割合をみたものである。 r体育大織し、」の男

子児童生徒は、 24人(1.6%)であった。以下の分

析は、この24人についておこなった。



75 

カリキュラム・マネジメントシステムの作動原理

0海野勇三(山口大学)、繍木智彦(西南学院大学)、鐘ケ江淳一 (近畿大学九州短期大学)

ネジメントの実施主体('Ibp-Middle -End 

Manager)が、一定の原理に基づきながら組織化さ

れて作動していること、 3)作成・普及過程では、

開放性 (Openness)・確実性 (Authenticity)・明瞭

性 (Intelligib出ty)・納司引金(Compliance) が、 ま

た検証・総括過程では、現実性(Actuality)・妥当性

(Validity)・実証性 (Demonstrativeness)・誠実

さ (8註lcerity)が主導原理として位置づくこと、が

確認、された。

|Stagel :ナショナル・カリキュラム|

曾 S
L~~:号S'~~_万三三亨ゴ:!I::..:t!.史子r::!-_?:.~き， . 

曾 S
| Stage3 :スクール・カリキュラム | 

図-1 カリキュラム・マネジメントのステージとプロセス

4. まとめ

現行カリキュラムが、結果として、当初の改革理

念を実現できなかったとき、すなわち実践レベルで

有効に機能しなかったとき、次の改訂に向けた作業

がスタートする。そしてその作業の大半は、新しい

目標や内容・樹オへの書き換え(=文章の作成)に

費やされる。しかし、カリキュラムが実践レベルで

有効に機能しない原因は、カリキュラムそれ自身に

存する場合もあろうが、それ以上に、カリキュラ

ム・マネジメントのプロセスのなかに重大な欠陥や

不備が前生している場合も多い。後者を改善するこ

となく放置しておいて、前者のみを改訂したところ

で、そこで得られる結果は多くを期待できない。作

成・普及過程(下向過程)と検証・総括過程(上向

過程)のそれぞれでStage-Phase-P.紅白ipantが

主要原理に即して有機的に作動しているのかどう

かを総点検することが求められる。そのためにも、

体育科におけるカリキュラム・マネジメントシステ

ムの構築が急がれる。

作
成
・
普
及
過
額

キーワード:体育、カリキュラム・マネジメント、デザイン、アセスメント、作動原理

検
証
・
総
指
過
穣

1 .目的

学校体育の危識が指摘される昨今、世界の国々で

ナショナル・カリキュラムの改革に向けた不断の努

力が進められている。しかし、そうした努力にもか

かわらず、体育のナショナル・カリキュラムの改革

が必ずしも十分にその成果を上げていないケース

も認められる。実際、一定の周期でナショナル・カ

リキュラムが見直され、その度に、来るべき時代に

求められる教科の目標や内容が美しい言葉で書き

換えられているのに、学校現場の体育授業は十年一

日のごとくまったく変化・改善されてし、かないとい

う事例も決して珍しくない。

そこで本研究では、体育科におけるカリキュラ

ム・マネジメントシステムに着目し、そのプロセス

と作動原理について考察した。

2.方法

1)日本の教育課程行政の現行システムを対象に、

①当該カリキュラムの適用範囲、②当該カリキュラ

ムが具現化される局面、③カリキュラム・マネジメ

ントの実施主体、の 3つの視角から分析を試みた。

2)カリキュラム・マネジメントのプロセスを作

成・普及過程(下向過程)と検証・総括過程(上向

過程)とに分節化し、①~③がそれぞれの過程でど

のような原理に基づいて作動しているのかを析出

した。

3.結果

分析の結果、以下の諸点が明らかとなったo

1)カリキュラム・マネジメントのプロセスは作

成・普及過程(=下向過程)と検証・総括過程(=

上向過程)とに分節化して捉えることができること、

2)それぞれの過程では、当該カリキュラムの実施

が想定しているエリアサイズ (Nationwide-

Regional-Sch∞，1 Curric叫um)、当該カリキュラ

ムが具現化する局面(Intended-Imp1emented-

Attained Curriculum)、およびカリキュラム・マ
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アイソレーショントレーニングにおける練習現場への応用

木原正憲(福岡大学大学院) 田口 晴康(福岡大学)

キーワード:新体操、体操競技、動き、アイソレーションの応用

目的

新体操競技、体操競技女子ゆか運動では、手具の

操作あるいはタンブリング技の習得はもとより、採

点規則上表現力が重要な要素となっている。そこで

は基本動作となるバレエレッスンや様々なダンスを

取り入れ表現力を養う補助的なトレーニングが見ら

れる。一方、近年、新体操の練習現場の中ではアイ

ソレーショントレーニング(パントマイムやストリ

ートダンスにおいて、体の各部分を意識して分離し、

鞠虫で動かす動きのトレーニング)を取り入れるチ

ームや選手たちが多くなってきたo

そこで本研究では、アイソレーショントレーニン

グを体操競技の女子選手たちに実施させ、そこから、

ゆか運動における動きへの応用を試みることにより

表現力向上を図ることを目的としている。

方法

F大学体操競技部女子選手6名に対しアイソレー

ショントレーニングを 3か月間実施させ、その映像

から考察資料を作成した。また、選手たちにはその

都度、自己観察報告(動感)を聞き出し分析資料等

を作成していったo 同時にゆか運動の動きへの応用

については、体操競技第一種審判免許を保有してい

る先生方にこれらの映像から選手たちのゆか運動の

表現力向上に関し評価してもらったo

結果および考察

アイソレーショントレーニング、の実施に関し、今

回は首、肩、胸、腰の4パートに分けて行ったo こ

こでは、身体各部の動きがもっともスムーズ、になっ

たA選手とそうでないM選手の2名を取り上げ考

察してして。

A選手の実施については、首、肩、胸、腰の4パ

ートにおいて、各部位を単独で動かすことができて

いる。それぞれの動きの動感については、首のパー

トでは「目で鋭く見る感じで顎を先行させながら動

かす」、肩のパートでは「関節を回すようにj、胸の

ノミートでは「骨盤から上をスライドさせるJ、腰のパ

ートでは「脇腹を縮めるような感じで動かすJ、など

身体各部位の細かな動きに注意が向けられている報

告で、あった。

一方、 M選手の実施については、首、肩のパート

が、各部位を鞠虫で動かすことができているのに対

し、胸と腰のパートではできていなし、。そこでの動

感についても、首のパートでは「早く動かそうとし

たJ、肩のパートでは「肩を下す動きを早くしようと

したJ、胸と腰のパートにおいては「動かし方がよく

分からなしリとの報告で、あったo

その後、ゆか運動への動きの応用を試みたが、 M

選手は胸や腰の動きが未習熟の関係、からか、 A選手

に比べると動きに大きさや伝導性、決めなどが表れ

ていない。これは、体操競技の一種審判員にも、こ

れらの練習動画を見ながら評価をしてもらったが、

「このトレーニングにより動かす身体のパーツが増

えることで、表現の幅が広がるとともに、動きを止

めることができるようになると動きに決めや多様性

が生まれるように見えるJrその動きがA選手を筆

頭に数人の選手に現われているjとの報告を受けた。

まとめ

アイソレーショントレーニング、を女子体操選手に

行わせた結果、身体各部をより意識的に動かすこと

に注意を向けることができるようになったo そこで

は、動きの「伝導」や「決めJが現れ、ゆか運動へ

の動きの応用も見られた。
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バスケットボーノレの個人的攻撃局面における

状況判断能力と諸要因との関連

0八板昭仁(九州共立大学) 青柳領(福岡大学)

キーワード:大学生プレイヤー，対峠下の攻防，数量化理論 I類，

緒言

バスケットボールのゲームで、は体力やスキルをゲ、

ームの状況に合わせて実行するための状況判断能力

が必要である.状況判断能力と競技力については，

様々な視点からの研究がなされており，その多くは，

競技力と状況判断能力の聞に関連があると報告して

いる.バスケットボールのゲームにおいては，対時

下における攻防が中心であり，攻撃側プレイヤーは，

チーム戦術を展開するための様々な状況の個人的攻

撃局面でプレイしているそれらの局面におけるプ

レイヤーの状況判断は 選手の競技水準と同様、ゲ

ーム出場等による経験 ポジション、チームの指導

者の価値観やチーム戦術等の多様な要因が関与して

いると考えられる.

本研究は，バスケットボールのゲームにおける個

人的攻撃局面に関する状況判断に寄与する要因につ

いて検討することとした.

方法

対象は，バスケットボール部に所属する大学生

158名(男子 87名，女子 71名)であり，ゲーム出場

レベル，ポジション，所属チームを調査し，バスケ

ットボールの個人的攻撃行動を対象とした包括的な

状況判断能力テスト(八板・青柳， 2014)を実施した.

テストは，第 63回全日本大学バスケットボール

選手権大会の 6試合の中から個人的攻撃行動を選択

し基礎的認知(19項目)"， "選択的注意(10項目)ぺ

H認知・予測(27項目)"， "意思決定(27項目)"の4つ

の過程からなる計41シーン83項目で構成した.各

項目においては， 8名中 4名のバスケットボール指

導者の解答が一致したものを正答として採点した.

分析方法は，すべての項目の採点結果の合計得点

を目的変数，対象となった大学生プレイヤーのゲー

ム出場レベル，ポジション，所属チームを説明変数

として数量化理論 I類を用いて，重相関係数，各ア

イテムのカテゴリーウェイト， レンジを算出して分

析した.

結 果 お よ び 考 察

数量化理論 I類によって算出された重相関係数は，

0.397であり，本研究における状況判断能力とゲー

ム出場レベル，ポジション，所属チームとの聞には，

一定水準の関連があることが示された.各アイテム

のレンジは，所属チーム 7.00，ゲーム出場レベル

4.53，ポジション 4.42で、あった.個人的攻撃局面に

関する状況判断能力における要因は所属チーム，ゲ

ーム出場レベル，ポジションの順に影響が大きかっ

た.個人的攻撃局面であっても，チーム戦術を展開

するためのプレイの影響が大きく，所属チームの特

徴を反映した状況判断が行われていることが示され

た.

所属チーム別では KTMが 2.45で最も高く，

FUM(1.29)，KTF(0.92)の順に高値であり，KIM(-4.55)， 

KKF(一3.42)が低値を示した.これはチームの競技成

績と概ね一致する傾向であり，女子チームより男子

チームが高い傾向が見られたコーチの価値観やチ

ーム戦術がチーム全体のプレイヤーに反映している

ことが考えられる.

ゲーム出場レベルでは，レギュラ一群が 2.45で

最も高く，ベンチ群(一0.56)，その他群(-2.07)であ

り，競技力の高い順に値が高い結果で、あった.個人

的攻撃行動の状況判断過程の詳細なテストにおいて

も，多くの先行研究の報告同様に，競技力と状況判

断能力に関連があることが示された.

ポジションにおいては，ガードが1.26であり，フ

ォワード(-0.01)センター(一3.16)よりも状況判断

能力が高し、傾向が示された.ガードは，コート上の

監督と言われ，ボールをコントロールする場面が多

く，プレイ全体を把握する必要性が高いことから，

他のプレイヤーよりも高くなったと考えられる.



10.一般研究発表(ポスター発表)
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長崎県師範学校関連の「体育論」に関する資料とその内容の考察

野口則による写本(明治31年)から

O田端真弓(大分大学)

キーワード:体操，三育主義，遊戯，教育学

1.はじめに

明治20年代，わが国にヘルバルト教育学が紹介・

導入された.これは体育を重視しなかったことで知

られているが，のちに各々の教育学者たちによって

翻訳書でない学説が展開されるようになる.なかで

も能勢栄の『新教育学:~ (明治27年)は体育の必要

性を説いた先駆的な著書である.一方，明治20年頃

から運動教育の概念が「体育Jと位置づけられてい

く.これらを背景に，本研究では『教育学完』にお

ける「第三章体育論(明治31年)J (以下体育

論Jとする)の内容を明らかにし，資料中に r(へル

バルト説)J とあることから能勢『新教育学1 リン

ドネル著・稲垣末松訳『普通教育学(麟氏)~ (明治

26年)他との比較を試みた.

2.資料とその内容

「体育論Jは，明治31年9月「於長崎県師範学校

筆記jと記されていることから，明治30年の師範学

校令公布後に長崎県師範学校において野口則によっ

て書き写された写本で，長崎の教育者として務めた

福田忠昭によって蒐集された資料とみられる.野口

の押印が確認される所蔵資料は数点あるが，これら

から野口は長崎の教育関係者であったと推察される.

内容は次の通りで，片仮名はすべてひらがなで表記

している.

第一章体育の必要及其本体

第四章身体及身体の鍛錬

第五章運動及姿勢

第六章栄養

第七章呼吸及膚皮

第口章神経系統諸口官睡眠

上記のように，原典とみられる資料を抜粋して書

き写したとみられる.

第一章では「智育Jr徳育Jr体育Jを柱とする三

育主義的な考え方が示され，とりわけ「体育を薮視

し遂に是を教育の範囲外に躯斥せんと欲するが知き

は之れ併せて心育の効果を無にするものなりJとあ

って，体育を教育の一端として位置づけることの必

要性とその理由が述べられている.その過程では，

古代ギリシアにおける「体操Jの位置，教育者の手

によって体育を施す必要性を説いた「体育Jにおけ

る教師の役割について記されている.そして，指導

上の留意点と言及すべき内容が展開される.それが，

f休息、Jr運動Jr呼吸Jr姿勢Jr手工Jr体操Jr栄

養Jr空気Jr温度Jr皮膚Jr衣服Jr校舎の構造Jr睡

眠Jなどである.そして，体力を高める運動や活動

として「体操Jr柔術Jr遠足Jr遊戯jなどが挙げら

れている.しかし ここでは「遊戯Jその他の具体

的内容には触れられていない.r睡眠Jに関しては年

齢に応じた，個に応じた時間が示されている.

3. まとめ

野口則による写本「体育論j の内容はいずれの原

典とも類似はしているが 一致をみることはなかっ

たしかし， ro垂眠jの内容から今後着目すべき点が

明らかになった.

主たる参考文献

今村嘉雄(1951)日本体育史.金子書房:東京.

木下秀明(1971)日本体育史研究序説.不味堂出版:

東京.

佐野昌行 (2009)明治期における教育学のー領域と

しての体育学と体育管理学的要素. 日本体育大学紀

要， 39(1): 35・58.
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オリンピックにおける混成競技種目の変遷とその理由

0友納千鶴江，鼻岡美里原田健太朗(福岡大学大学院)， 

柿山哲治(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:陸上競技，五種競技，歴史

緒言

「国際陸連Jの『規則書』によると，今日行われ

ている「混成競技Jは，陸上競技を構成している各

種目を組み合わせて行っていることから‘∞mbined

competitioげと呼ばれ，英語では一人の競技者が陸上

競技の走・跳・投のあらゆる能力を試すとしづ意味

から，‘all-roundcompetition'や‘all-roundathletics'など

と表現されている.r混成競技jの歴史は古く，起源、

は古代の「五種競技」にまでさかのぼる.古代ギリ

シア人は，個々の種目に専門的な力を発揮する競技

者よりも「五種競技Jを行う「競技者 (a由lete)Jの

なかに，心身ともに調和のある発達のした理想的な

人間像を求めたと言われている.紀元前708年の「第

18回古代オリンヒ。ックJで初めて「混成競技(古代

五種競技)Jが行われたが，種目やルールを変えなが

ら現在もオリンピックの正式種目として行われてお

り，多くの国で競技されている.

目的

陸上競技における混成競技の先行研究では，採点

表の検討や競技成績に関する分析的研究がほとんど

であり，種目変遷やその理由を検討した研究は少な

い.そこで，本研究では，陸上競技における混成競

技が古代オリンヒ。ックから現在のオリンピックまで

どのように変化し，その理由と背景にあるものを明

らかにすることを目的とした.

結果及び考察

現在オリンピックの正式種目として行われている

混成競技は男子が十種競技で女子が七種競技であ

る.男子の十種競技においては，紀元前708年古代

で行われていた五種競技が起源とされているが，

1912年ストックホルム五輪で、種目が変更されて五

種競技に加えて十種競技も加わり，混成競技種目は

復活した.その後，五種競技は十種競技に一本化さ

れ，現在の十種競技に至っている.五種競技が 1924

年パリ五輪をもって姿を消した根本的な理由は，こ

の種の順位決定において合理的公正の原則が得られ

難いことが理由であると考えられている(北岡，

1962) . 

一方，女子の七種競技においては，男子にならっ

てオールラウンドな競技能力を評価する目的で

1920年代に五種競技を採用したことが始まりとさ

れている.第二次世界大戦後にも種目が変更されて

行われており，オリンピックに登場したのは 1964

年の東京五輪からである.その後， 1984年ロサンゼ

ルス五輪から七種競技に変更されて現在に至る.

1920年代に行われていた五種競技は 100m走だ、った

が第二次世界大戦後 200m走に変更されている.ま

た，やり投げが除外され8伽nHが加わっている.そ

の明確な理由は，今は明らかに出来ておらず今後の

検討が必要である.しかし，女性参加があまり支持

されていなかったことから 種目数が少なく，限ら

れた種目の中から選ばれていたことが推測される.

オリンピックにおいては 1964年東京五輪から正式

種目として五種競技が採用されたが， 1980年モスク

ワ五輪までの3大会で一部の種目が変更されており，

女子の競技力・体力の向上により，距離や高さが変

更されたものと推察される.
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三育主義教育の体育の位置づけに関する書誌的検討

O 榊原浩晃(福岡教育大学)

キーワード:三育主義教育 Charles Caldwell 体育

1.はじめに

英語の physicaleducationの単行本としてサムエ

ル・スマイルズの『身体教育~ (1838年)がある。最

近の遡及調査では、 1836年に同じエジンパラで出版

されていたチャールズ・コールドウェルの『身体教

育の思想~ (1836年、エジンバラ版)が発見された。

アメリカの医学者であるコールドウェルは、その 2

年前に身体教育について講演した記録を単行本(W身
体教育の思想UI(1834年)ボストン版)としてアメ

リカで出版していた。さらに、三育主義の体育に関

する文献を遡及調査すると、コールドウェルの理論

背景をなしている文献の存在が明らかになった。本

研究では時系列にこれらの文献情報を整理し、三育

主義教育の体育の位置づけに関する書誌的検討を行

ったo

2. Charles CaldweUのphysicaleducationの

理論背景

コールドウェルの理論背景をなしている文献は、

クリストフ・ヴ、イルヘルム・フーへランドの『長生

きするための技術.~ (1797年)、アンドリュー・ター

ムの『身体的・精神的教育の向上や、健康の保持に

応用される生理学的原則~ (1835年)、そして、アマ

リア・プライアムの『健康への精神的教化と精神的

効用への影響に関する提言~ (1838年)などがある。

これらの文献では身体、精神および知性の教育を

結びつけ、教育の全体像を構想していた。英語圏の

これらの文献とその内容が身体教育(physical

education)の，思想に影響を及ぼし、やがてはスペンサ

ーの『知育・徳育・体育論』へと継承されるのであ

る。

3. Charles CaldweU (1772・1853)の人物・業績・

思想

1772年生まれ、アイルランド移民、 1796年ベンシ

i13誌

ルヴ、エニア大学で、医学博士の学位を取得したo 1819 

年、フィラデルフィアを去り、ケンタッキー州レキ

シントンのトランスヴァニア大学に校医(大学医療

スタッフ)として従事。医学、生物学(多元発生

polygenism )の専門家として知られる o Charles 

Caldwell， AutobiogIヨphyof Charles Caldwell， M.D， 

1855， Philadelphia 

4.まとめにかえて Charl白 CaldweUの

三育主義教育と身体及て鳩'体教育のー

コールドウェルは、身体の仕組みゃ機能と共に、知

的、道徳的、あるいは身体的に教育する必要があると

説いている。教育の三育主義的な考え方は、 Caldwell

の文献の中からも読み取ることができる。養生的な

身体運動ではなく、身体教育は訓練と指導が必要で

ある。教育の中での 3つの契機、知育、徳育、体育

の相互連関を問わなければならない。 Physical

Educationの源流を探る研究に着手するとき、コール

ドウェルとそれにつながる理論背景を考察すること

は、研究上の意義を見出せる。医学者による養生的

な運動から、人間形成にとって、つまり教育にとっ

て運動が必要であるとし、う変化の過渡期はいっこ、ろ

に措定できるかに関心をもって、さらに遡及して資

料にあたる必要があろう。

5.文献

1) Charles Caldwell， Thoughts on Plりど';icalEducation， the 

的 'Jeof improving the condition of man; and s加dyofthe 

Greek and Latin languages. Edinb国語1，1836 
2) Charles Caldwell， TJヤoughtson Physical Education: 

being a discourse de/iveredωa convention of teachers in 

Lexington， KY. On the 6th & 7th of Nov. 1833. Boston. 

1834 

3) 山本徳郎 rL印刷re7 近代体育の源流 pp.72・81，
岸野雄三編『体育史講義』大修館書庖、 1984年

にの研究は、平成26年度科学研究費助成事業基盤

研究 (C) 課題番号 24500703による研究の一部であ

る)



82 

ソフトテニス競技における自信とその資源との関係

0佐久間智央・神力亮太(九州工業大学大学院)・

磯貝浩久(九州工業大学)

キーワード:ソフトテニス スポーツコンフィデンス スポーツコンフィデンスの資源

目的

本研究では， 日本語版自信の資源、尺度(J-SSCQ)

を作成し，ソフトテニス版スポーツコンフィデンス

尺度 (S下SCI(佐久間ほか， 2014))を用いて，自信

とその資源との関係を明らかにすることを目的とし

た.

方法

1.調査対象者および調査期間

高校生(124名)・大学生 (63名)計 187名のソフ

トテニス選手を対象とした.平均年齢 17.2土2.0歳で

あった.調査期間は2014年 6-8月であった.

2.調査内容

①フェイスシート

②ソフトテニス版スポーツコンフィデンス尺度

(S下SCI(佐久間ほか， 2014)) 

ST-SCIは，ソフトテニス競技における選手のス

ポーツコンフィデンスを評価するための心理尺

度である.

③日本語版自信の資源尺度 (J-SSCQ)

J-SSCQは熟達j，r能力の実演J， r指導者の

リーダーシップJ，r代理体験j，r環境の心地よさJ

などの 9因子 43項目で構成されている.翻訳に

ついては，スポーツ心理学に精通する研究者 12

名により精選した.

3. J-SSCQ作成

まず，最尤法，プロマックス回転によ

る探索的因子分析を行った.ま 一一一一
た，尺度の信頼性を検討するた

めに Cronbachの α係数を算出

した.そして，因子的妥当性を検

J.SSCQ 

討するために，検証的因子分析を行った.

4.ソフトテニス競技における自信とその資源との

関係

性差における S下SCI各因子得点と J・SSCQ各因子

得点の関係を検言すするためにステップワイズ法によ

る重回帰分析を行った.いずれの検定も有意水準を

5%未満とした.

結果

①lJSSCQの作成について

ソフトテニス選手の自信の資源として「指導者の

リーダーシップJ，r能力の実演J，r身体・環境の心

地よさj，r能力・熟達の知覚j，4因子が抽出された.

また，各因子の α係数は.760-.866の範囲であり，

十分な内的整合性が確認された.そして，検証的因

子分析の結果， GFI=.953， AGFI=.921， CFI=.994， 

RMSEA=.024であり，ともにモデノレ適合度の基準を

満たしていたため，本尺度の4因子， 14項目による

因子構造は，十分に高い因子的妥当性を有すること

が確認された.

②ソフトテニス競技における自信とその資源の関係

性差における S下SCI各因子得点と J・SSCQ各因子

得点の関係を検討するためにステップワイズ法によ

る重回帰分析を行った結果，性差によって，ソフト

テニス競技における自信に影響を与える資源が異な

ることが示唆された(図 1，2). 
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学校体育指導要綱にみる体育理論の内容の研究

一野津要助の『体育理論の指導上巻~(1949) を手掛かりに一

柏原秀太(福岡教育大学大学院) 榊原浩晃(福岡教育大学)

キーワード:体育理論，国際競技，余暇の利用，第二次世界大戦

トはじめに

戦後初期に発行された『学校体育指導要綱』から

体育理論がどのように取り扱われてきたかを現在の

学習指導要領における体育理論と照らし合わせなが

ら検証することを本研究の目的とする.本研究は野

湾要助著『健育理論の指導』を中心に戦後初期の『学

校体育指導要綱』から，体育理論においてどのよう

な内容が取り扱われていたか明らかにした.また，

現在の中学校・高等学校学習指導要領解説保健体育

編において体育理論の内容について比較，検討した.

ll. W体育理論の指導』の背景

戦後初期に置ける体育理論は 体育関連施設が不

十分であることや天候の影響等により教室で体育を

実施することが多く，体育理論の綿密な計画が重要

であったと考えられる.w学校体育指導要綱』におけ

る体育理論では，体育の真の価値を理解させること

を目的とし，理論や思想、を家庭体育および社会体育，

実際運動に活かして将来における健康生活設計の基

礎に役立たせようと取り入れられたものである.w学
校体育指導要綱』および解説においては現在のよう

な座学による体育理論については触れておらず，実

践を通して学習させようとしていたと考えられる.

皿.w体育理論の指導』の内容

『体育理論の指導』上巻においては，教室で行う

体育(討論や発表会および検査等)の方法・計画等

にも触れていた.第二次世界大戦後の体育は諸外国

と比較すると，学校体育を軽視する傾向にあったか

らこそ，体育を学習することで、家庭生活およひ判:会

生活に役立たせようとすること.また，学校行事や

身体に関する諸記録を用い，学徒および父兄に体育

思想、を深めるよう促すために理論的学習を取り入れ

たと考えられる.w体育理論の指導』上巻にも示され

ている当時の体育理論は 現在の体育理論と同じ，

実践に生かす知識を学習することを主眼においてい

るが，国際競技の変遷，スポーツマンシップ，余暇

の利用 (Wandervogel，KDF， Dopolavoro等)を取り

上げていること等から 今日の体育理論と比較して

文化的教養の水準が高いことが伺える.このことは

スポーツの普及に加え スポーツによる健全な市民

の形成が背景にあり，アメリカの影響を色濃く受け

ていたことが伺える.また，国際競技の項目におい

て，各種目の中で、もテニスに関する記述が多く見ら

れた.これは第一次世界大戦後の時代において日本

人選手である熊谷一弥選手と清水善造選手の活躍が

あり，当時の日本において世界で活躍できる種目と

して期待されていたと推察できる.

N.結論

本研究によって，戦後初期における体育理論は時

代背景による影響から現在の体育理論と理論内容お

よび学習内容に違った趣旨が含まれていることが明

らかになった.当時の体育理論では， w体育理論の指

導』上巻や『学校体育指導要綱』に示されている内

容で体育授業がなされていたと推測されるが，体育

理論の授業が実際にされていたか研究を深めていき

たい.

v.参考文献

野津要助(1949)W体育理論の指導』上巻.体育評論社

文部省(1947)W学校体育指導要綱』

大谷武一他(1947)W学校体育指導要綱解説~ 1総説

篇.目黒書庖
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サッカー・イングランドリーグ各クラブの設立及び組織化動向

に関する検討ーリーグ初期からクラブの株式会社化に至る推移一

0村山 篤生(福岡教育大学大学院) 榊原浩晃(福岡教育大学)

キーワード:19世紀イングランド フットボールクラブ 設立 プロ化 株式会社化

目 的

Rothmans Football Yearsbook1984・85には、イング

ランドフットボールリーグに所属している各クラブ

のディレクトリが記されている。本研究では、イン

グランドフットボールリーグ DMSIONl""""4まで

の全92チームの各クラブの設立年、プロ化への移

行年、株式会社化への移行年を分析し、各クラブの

動向の推移について明らかにした。

この分析をもとに、イングランドリーグ各クラブ

の設立及び組織化動向に関する検討を行ない、イン

グランドフットボールリーグ 100年以上の歴史の中

で、どのようにクラブが変化したかを明らかにする。

1.クラブ設立

最初に設立されたクラブは、 NottsCountyの 1862

年が最も早期で、あったo各年代別に概観すると、 1860

年代が5クラブ、 1870年代が 20クラブ、 1880年代

が 33クラブ、 1890年代が 14クラブ、 1900年代が

13クラブ、 1910年代以降が 8クラブとなっている。

1860年代は、ノッティンガムシャーを中心とした、

イングランド中部地域に5クラブが集中しているこ

とが明らかになったo 1871年に始まった FAカップ

の影響で、サッカーは全国的な広がりをみせたこと

が要因ではなし、かと考えられる。

2.プロ化の動向

1880年頃までに、ミッドランド地方とイングランド

北部では、サッカーは観客を集めるスポーツとなっ

ていた。最初にプロ化したのは、 BoltonWanderes 

(1880)である。 1880年代にプロ化したクラブは、

全部で26クラブであるが、 1885年以前にプロ化し

たクラブは4クラブである。このことから、 1885年

のFAによるプロ化の公認を境に各クラブがプロ化

への移行を始めたことが分かる。

3.クラブの株式会社化

最初に株式会社化されたクラブは、 Chester Field 

の 1871年が最も早期で、あった。各年代別に概観する

と、 1880年代が3クラブ、 1890年代が 33クラブ、

1900年代が 24クラブ、 1910年代が 10クラブ、 1920

年代が 7クラブ、 1930年代が 6クラブ、 1940年代以

降が 5クラブとなっている。株式会社化が最も多い

年代は、 1890年代となっており、この時期を境に株

式会社化が活発におこなわれていたことが判明したD

結 果

クラブ設立が最も多い時期は 1880年代であり、プ

ロ化が 1880年代、株式会社化は 1890年代であるこ

とが判明した。この分析から、各クラブの動向の推

移を明らかにするには、 1880年代のイングランド圏

内の事象が大きく関係するのではなし、かと考えられ

る。これに大きく関連する事象として、 1885年に FA

がプロ化を公認したことが挙げられるプロ化公認が

契機となり、プロ化への移行を行ってから株式会社

化を行うクラブや、同時期に行うクラブが目立つこ

とが表 1からも読み取れる。

文献

1) Stephen Jones， ed. Rothmans Footbal/ Yearbook 

1984-85， Queen Anne Press: London， 1985 

2) Stephen Jon白， ed. Rothmans Footbal/ }匂'rbook

1999 -2000， Queen Anne Press: London， 1999 
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李想白のバスケットボール技術・戦術論の再構築

一『指導鰭球の理論と実際~ (1930年)を中心としてー

0末永知寛，小津和俊洋(福岡教育大学大学院)鈴木 淳，榊原浩晃(福岡教育大学)

キーワード:李想白 バスケットボール技術戦術

緒言

本研究は、大日本バスケットボール協会創設

(昭和 5年)の発起人の一人である李想自の主著

『指導飽球の理論と実際~ (1930年)における技

術・戦術の変化を考察し、彼がバスケットボール

の競技力向上にどのように貢献していたのかを

明らかにすることを目的とする。それまでの戦術

は、「基礎の技術に練達すればティーム・プレー

の運用は殆ど之を問題とするにも足らぬ程容易

なものと見ることが出来るj という考え方が一般

的で、あった。そのため、バスケットボールの専門

書や練習で基礎技術が占める割合は多かったo さ

らに、チームとしての戦術を充実させるまで、我

が国のバスケットボールの競技水準は達してい

なかったと考えられる。李想、白の『指導館球の理

論と実際』は李想自らが発起人となった大日本バ

スケットボール協会を設立した翌月のことであ

ったことから、設立と同時に、同協会の戦術的な

方向性を指していたと推測できる専門書である。

この我が国のバスケットボール史における、戦術

の萌芽期について考察する。
1.ドリプ、ルの消極性

大正末期から昭和初期に示されたドリプルで

は、ボールを覆うような低い体勢で、腕は前方に

伸ばし、大きい動作で行なわれた。ボールはなる

べく身体から遠ざけて、回線は下方に向ける技術

であった。このようなドリブル技術は、チーム戦

術を意識したものではなく、個人技術としての認

識が強かったと思われる。従って、ドリブルはグ

ランドスタンドプレーに陥り易いため、低く評価

されていた。この時期のドリブルは、ボールを保

持する、守るといった消極的要素が強し、られた技

術で、あったと考えられる。

2.李想白のドリブ、ル論

ドリプ、ルの技術について李想自は、ドリプルの

高さ、ドリブルをするときの姿勢(膝、上体、目、

頭)及び手(手、手首、肘、腕)の技巧の 3つに

大別して説明を加えている。高いドリブルについ

てはスピードを要するときに使うべきものであ

り、低いドリプルは、ボールが手に触れている時

間が長く、急激な動きにも対応姿勢をとることか

ら、高いドリブルよりも良好な結果をもたらすこ

とが多いとしている。ドリプルをする姿勢のうち

膝の使い方については、膝を曲げて轡部を落とす
ことを示し、多くの競技者がドリブ、ルの姿勢に失

敗する欠点は、膝を曲げないことで身体が直立し

すぎる点にあると述べている。上体の姿勢と目

(頭)については、腰から曲げられ、背筋を伸ば

した姿勢で行なうと述べている。これは、頭を起

こすことで敵競技者を意識して、迅速に対応でき

る姿勢だからである。肘と手・手首については、

指を軽く広げ、手と手首を柔らかくした状態で、

肘関節と手首の関節の曲げ伸ばしによってボー

ルをコントロールすると示した。

3.ドリブルの用法

李想、白はドリブ、ルの用途を、コートを地域区分

しながら説明する方法で明瞭にすることを試み

た。 1つ目は、 ドリプ、ルの使用はゴール付近が絶

好の地域とし、コート中央の地域は原則的にパス

を用いる方法である。 2つ目は、コートを攻撃地

域、中間地域、防御地域に 3区分した方法である。

3つ目は、コートを 4区分し、フロントコート側

のゴールから 1---4の番号をつけて説明された方

法である。なお、一般的に有効とされたドリブル

の用途を、次の 9点に示している。 1)センタージ

ャンプ後のドリブ、ルの使用。 2)フェイントやピボ

ットと連結させるドリブ、ノレの使用o 3)ボール保持

者の前にスペースが生まれ、ゴールへ近づくため
のドリプ、ルの使用o 4)ゴール手前で、ロング、パスを

受けた後に、ピボットと連結させて短距離、ンュー

トを行なうときのドリブ、ノレの{吏用o 5)パックコー

トでリバウンドを取ったときに、競技者の密集地

を避けるためにサイドライン側へのドリプルの

使用と、防御陣形の前線まで用いるドリブル。 6)

ボ、ールを競技者の密集地から安全な場所に運ぶ

ときのドリブノレの使用o 7)パス相手がいないとき

のドリブルの使用o 8)数的優位でのドリブ、ルの使

用。 9)フロントコートでリバウンドを取った後に、

後方及びサイドライン側へのドリブ、ルの使用。

まとめに

李想自の著書『指導籍球の理論と実際~ (1930 

年)が出版された昭和 51年を皮切りに、 ドリプ

ルは個人としてもチームとしても、活用できる戦

術に変化していった。その変化に影響されて、ド

リブ‘ル技術は攻撃的にも使用されはじめたので

ある。つまり、防御性のみが重視されたドリブル

技術に攻撃性が加わり、ボールを守りながら攻撃

するといった戦術的な要素が加わり、変化したの

である。このように、ドリブ、ル技術の攻撃性の高

まりによって、大正末期から昭和初期という短期

間の間にドリプル技術に以上のような大きな変

化が生じ、競技力向上に貢献したと言える。
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大学体育授業におけるストレス経験の理解

0阪田俊輔(九州大学大学院) 杉山佳生(九州大学)

キーワード:ストレス認知モデル、目標志向性、認知的評価、コーピング

はじめに

体育やスポーツの現場におけるバーンアウトや

ドロップアウト等、運動嫌いとしづ問題について、

多くの研究でその原因が論じられてきた。そのひと

つの結論として継続した心理的ストレスを受け続け

ることが原因であることが挙げられている(岡ら、

1994 ;佐々 木、 1998等)。

上記のような研究の多くはLazarus& 
Folkman(l984)によるストレス認、知モデ、ルを基礎と

して、その詳細や外部の変数を検討する方法をとっ

ている(坂野ら、 1994)。このモデ、ルはストレスを、

その原因となるストレッサーから、ストレス反応ま

で、の関係性を直線的に記したモデ、ノレで、あるo ストレ

スの原因であるストレッサーと上述しているが、実

際のストレス場面を想定すると、ストレスは、環境

と個人の複雑な関係により発生することが予測され

る。実際Lazarus& Folkman(1984)は「ストレスは個

人と環境の相互関係で発生するJと論じている。し

かし多くの研究はストレスの原因を「ストレッサーJ

という単一の項目で定義しており、「環境と個人の相

互関係Jという回線で定義した研究は見られない。

そこで本研究では、ストレスを「ある出来事につい

て、個人の心理特性の基き挑戦・脅威的と評価され

た際に発生する」と定義した(図 1)。そして、体育

授業で経験されるストレスについて、「環境jと「個

人」はどのように関係し合うかを考察することを目

的とした。

図 1

方法

当盆:K大学にて体育授業を受講する学生 148名(年

齢)。ただし 3回の調査全てにおいて同一のストレス

経験(目標の不達成をした者のみを対象としている。

調査方法:質問紙を用いた集合調査法。全15回の

授業のうち、 5、10、15回目の 3回調査を実施した。

調査項目:

環境:予備調査により作成。 支援的環境，圧力的環

境の2因子。

個人:細田・杉原(2011)により作成された，体育授業

における目標志向性尺度。課題志向性，自我志向性の

2因子。

ストレス評価:渋倉ら(2008)により作成された認知

的評価尺度。脅威，挑戦の2因子。

コーピング:渋倉(2002)により作成されたコーピン

グ尺度。 問題解決回避の2因子を引用。

結果と考察

全ての変数および回数について cronbach'sαに

より信頼性を検討した結果、全ての変数でおおむね

満足のいく値が確認された。その後、仮説モデルに

ついてパス解析を実施した。その結果、ストレスの

発生において環境と個人は関係性を持ち、回を追う

ごとにその関係性は複雑になっていることが確認さ

れた。これは、授業が進むにつれて学生間の人間関

係や授業の雰囲気が変化したことによるものと考え

られる。また、関係性が複雑になるほどストレス評

価への説明力低2値〉は上昇しており、これらの結果

から、 fある出来事について、個人の心理特性の基き

挑戦・脅威的と評価された際に発生するJというス

トレス発生の定義は支持される。

より詳細にストレス経験を理解するためには他の

ストレス経験について、およびストレス反応や長期

的な適応を含めた考察を行なう必要がある。
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視覚提示目標に対する左右の反応手と目標提示視野との対応性

0山内正毅(長崎大学)

キーワード:目標到達運動 反応時間 刺激一反応の対応性

目的

反応時間を規定する要因として刺激一反応の対応

性はよく知られている。山内 (2011)は目標到達課

題の反応時間において刺激と反応の対応性傾向を確

認したが、正確性については明確な結果が得られな

かった。また、山内 (2013)は動作前時間において

対応性を確認し、正確性では部分的に対応性傾向を

得た。これらは片手反応の結果である。本研究では、

視覚目標に対する両手同時による素早い到達運動を

課題として実施し、そのときの反応時間と到達位置

の正確性にっし、て刺激一郎志の対応性を検討した。

方法

1.実験参加者

強し、右利き大学生5名(男子2名、女子 3名)。利

き手の判定には八回・中塚(1975)の利き手テスト

を用いた。

2.課題と装置

課題は、タッチパネル付き 15インチ標的提示スク

リーン(腕位置決め反応測定装置、 TP-04X、トーヨー

フィジカノレ)上の左/右半視野(各3か所)および中

央 (2か所)の8か所に提示する標的(赤円ゆ8mm)

に対して、スクリーンと対応させた反応タブレット

上にて、スクリーン上の標的位置と同じと思われる

位置にタッチベンを用いてタッチすることで、あったo

両手同時に素早く正確にタッチすることを要求した。

3. 手続き

実験参加者は、実験方法の説明を受けた後、両手

のタッチペンを反応タブレット上の左右の中心点に

置き、視線を注視点に置いて準備した。標的提示と

同時にタブ、レット上で目標到達運動を開始し、動作

終了後タッチペンを左右のホームポジションに戻し

て次の前子の準備をした。標的提示時間は 3秒、試

行数は、標的提示位置の 8条件x各6尚子の合計48

試行であった。

結果

1.時間分析

動作前時間 2要因分散分析の結果、主効果は有

意でなく、交互作用が有意で、あった(pく0.01)。反応

手の単純主効果が右視野提示で左手の動作前時聞が

短く有意傾向で、あった(pく0.10)。

動作時間、反応時間:分散分析の結果、いずれの

要因も有意で、はなかったo

2.正確性分析

恒常誤差(CE): X軸誤差の分散分析の結果、提示

視野の主効果と、提示視野と反応手の交互作用が有

意で、あったo 提示視野の単純主効果は、右手におい

て右提示視野が左と中央の提示視野より有意な負の

誤差を得た(pく0.05)。これは、右手においてのみ視

野差があり、右視野提示の右手の反応誤差は体幹正

中線方向に大きくずれることを意味する。 y軸誤差

は全条件とも正の誤差であり、体幹方向への誤差傾

向を示したが、提示視野の主効果のみ有意で、右視

野提示が中央提示よりも有意に小さい誤差で、あった

(pく0.05)。

統合誤差 (TV): X軸の分散分析の結果、提示視野

の主効果と、提示視野と反応手の交互作用が有意で

あったo 提示視野の単純主効果は、右手において各

提示視野間に有意差があり (pく0.05)、中央で最も誤

差が小さく、次いで左提示視野、右提示視野の順で

あったo 統合誤差は標的位置に対する正確性を意味

し、右反応手のみに中央提示位置で、最も誤差が小さ

く右視野提示で最も誤差が大きいことを示した。ま

た、右提示視野で、は左手反応誤差が有意に小さく

(pく0.05)、中央では右手反応誤差が小さい傾向を示

した(pく0.10)0Y軸の分析結果は提示視野の主効果

のみ有意で、中央提示視野の誤差が左右提示視野よ

り大きいことを示した(pく0.05)。

考察

時間要因の分析では、両手同時反応での刺激一反

応の対応性を確認できず、正確性要因では特に右手

の提示視野差が見られたが、期待した左右手との明

確な対応性は確認できなかったo 片手反応と両手同

時反応では手の制御系のかかわり方が異なり、刺激

一反応の対応性に影響したと考えられる。
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トリング特性テニスにおけるトップスピン技術とス

岡内優明(大分大学)寛，0前回

ストリング，スイング軌道，斜め衝突

マのカメラで撮影し，同時にラケットのシャフト部

に接着した歪みゲージからラケットのたわみを，ま

たストリングに接着した歪みゲージから，衝突中に

ラケットに対して垂直方向のカと

トップスピン，

的

近年テニスにおいてボールを前方に回転させる，

所謂トップスヒ。ンのボールを打つことは，ゲームを

キーワード:テニスラケット，

目

ボールにかかる，

なる反発力と，接線方向の摩擦力を検出した.

結果と考察

ボ、ールを打ったときのラケットへの入射角と反射

角を 3人の被験者別に表 1に示す.被験者mktとtnk

はトップスピンを打ち慣れたプレイヤーで，入射角

で、あった.被験者

有利に進める上で欠かせない条件になっている.

のトップスヒ。ンのボールを打った際のボールとラケ

ットの衝突現象を詳細に探り，安全で、かっ素早くト

ップスピン技術を習得する方法を見いだそうとした.

方法

3人の被験者に飛来してくるボールをラケットで

官

、ー・

81は約 66
0

反射角 82は70-76
0

godはフラットにボールを打つプレイヤーで，それ

ぞれ約 820

打ち返す実験を行った.その時のボールとラケット

の衝突は図 lように，衝突前のボールとラケットの

であり，その角度の違いはラケ

ットのスイング軌跡によると考えられた.またボー

ルにかかる力の一例を図2に示す.垂直方向の力(実

線)の積分値が反発力を接線方向の力(破線)が

摩擦力を表しており， トップスピンの原動力となっ

と86
0ベクトルVin，VR，ボールの回転をω1，ラケットの

傾きを8とした空間座標 (Courtframe) で考える.

衝突の瞬間(中段の図)では，ラケットの座標(Racket

仕ame)でみると，ラケットへの入射角はれとなり，

反射角は 82となる.衝突後の空間座標で、はボール

この波ている.のベクトルは Voutで，回転数はω2と

この様子を側方から毎秒300コ 形のパターンが

ストリングの種
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図1.ボールとラケットの衝突



89 

Kinectを用いた Exergamingの運動効果

0柿原未来、楠本欣司、吉井学(活水女子大学)、柿原一貴(尚綱大学)

キーワード:倣惑型ゲーム、非接触型コントローラー、有酸素性運動効果、 Kinωボクシング、 トレッドミノレ歩行

目的

Exe喝組曲19とは rExe聞記」と rGameJを組み合

わせた造語で，体感型ゲームを用いて行なう新たな

運動手法である.幅広く認識されている体感型ゲー

ムとして， Nintendo Wii Sportsがある.一方、Microsoft

はXbox360Kinect SPORTSを販売している.Wiiリ

モコンと異なり， Kinectは操作者の動作を赤外線セ

ンサーで感知し，ゲーム内のキャラクターの動きと

同期する非接触型ゲームコントローラーである.近

年， Kinectを用いた運動介入が運動岩機能に及ぼす

影響について研究されている. しかし， Wiiゲーム

のように有酸素的運動効果に関する研究報告は不明

である.そこで本研究は， Xbox 360 Kinect SPORTS 

を用いた Ex句 amingとトレッドミル歩行の有酸素

性運動効果の比較検討を行なった.

方法

健常な女子大学生6名(年齢=21.2i:0.8歳，身長

=159.8i:7.3cm，体重=53.0士6.4kg)を%Hゑに行なった.

Exe喝創ningはKinectSPORTSのボクシングを用いて，

2人対戦モードで行なった.一方， トレッドミノレ歩

行はエクササイズ2006が推奨する運動目的に適し

た速度(5.6kn叶ぜ)で行なった.時間は30分間とした.

有酸素性運動効果の指標として，平均IL'I白数，最大

心拍数，消費カロリー，血中血糖値を測定した.

結果

平均心拍数において，組n民tボクシングとトレッ

ドミノレ歩行に有意な差は認められなかった.しかし，

双方で運動後は安静時や運動終了 30分後よりも有

意に増加していることが認められた(Kinect:F斗 4.38，

p=.∞;トレッドミル:F=125.50， p=.00). 

表1.平均心拍数[bpm]の測定結果

Kinect トレッドミル p 

安静時 68.7土9.9 67.8:i:6.3 .26 .80 

運動後 133.8土28.6 113.3土13.5 2.14 .09 

運動30分後 77.0土17.3 68.3土9.4 1.30 .25 

最大心拍数において，運動後のKinectボクシング

はトレッドミル歩行よりも有意な増加が認められ

た.そしてKinectボクシングとトレッドミノレ歩行

の双方で運動後は安静時明霊動終了 30分後よりも

有意に増加していることが認められた(凶n民t:

F=134.09， p=.OO; トレッドミル:F=66.48， p=.OO). 

表 2.最大心拍数[bpm]の測定結果

Kinect トレッドミル p 

安桝寺 75.3土10.1 74.2土6.0 .37 .73 

運動後 163.3土23.4 124.3:f: 18.6 4.52 .01 

運動30分後 85.8土19.5 76.3土11.0 1.74 .14 

消費カロリーにおいて， Kinectボクシングとトレ

ッドミル歩行に有意な差は認められなかった. しか

し，双方で運動後は安静時や運動終了 30分後よりも

有意に増加していることが認められた(Kinect:

F=34.54， p=.OO; トレッドミル:F=94.36， p=.OO). 

表 3. 消費カロリー[kcal]の測定結果

Kinect トレッドミノレ p 

安静時 4.保0.6 4.2土1.0 .35 .74 

運動後 177.0土72.7 123.5土30.6 2.00 .10 

運動30分後 5.0土2.0 3.祉0.8 1.23 .27 

血中血糖値において， Kinectボクシングとトレッ

ドミル歩行に有意な差は認められなかった.また，

双方ともに安静時、運動後、運動終了 30分後で有意

な差は認められなかった侭血目t:F=2.82， p=.ll ;トレ

ッドミノレ:F=1.61 ， p=.l4). 

表 4.血中血糖値[mg/dL]の測定結果

Kinect トレッドミル p 

安静時 83.8士10.4 85.3土10.2 .40 .71 

運動後 88.5土8.5 79.5土9.6 1.55 .18 

運動30分後 78.3:f:5.4 75.3:f:3.4 1.19 29 

結論

Kinectボクシングを用いたExergamingは，中等度

の運動強度のトレッドミル歩行と同等の運動効果を

示した.Kinectゲームはコントローラーのボタン操

作を覚える必要が一切なく，実際にスポーツを行な

うような動作で直観的にプレイができる.そのため

に，遊び感覚による斬新な有酸素性運動の実践を可

能にした.Exergamingは，運動が苦手あるいは運動

習慣が少ない初，乙者に対し，運動初期段階における

導入手段のーっとしての有用性が期待できる.
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足世トレーニングが動的姿勢制御と主観的足関節安定性

に及ぼす影響

O篠原純司(九州共立大学)，藤井均(大阪体育大学)

キーワード:足，足関節，バランス， トレーニング

目的

本研究は足祉トレーニングが動的姿勢制御と主観

的足関節安定性に及ぼす影響について検証した。

方法

被験者は下肢に整形外科的疾患のない大学生男女

14名 14足とし、足祉トレーニング前後の動的姿勢

制御と主観的足関節安定性についての比較検証を行

った。足1M:トレーニングは、計 12回(週 3回X4週

間)実施し、 トレーニング負荷の設定は、足駈最大

屈曲回数に基づき設定した。動的姿勢制御の測定は、

Star Excursion Balance Test (SEBT)を用いて行ったo

SEBTは、床に前方、後内側、後外側方向にテープ

メジャーを固定し、片脚立位にて反対脚のつま先を

3方向に最大リーチした際のリーチ距離を測定した。

主観的足関節安定性は、 SEBT各方向における足関

節の主観的安定性を 5段階で評価した。統計処理は、

各比較において対応のある t-検定を用いた。また、

臨床的妥当性を検証するために Cohen'sdを用いた

効果量を算出した。

結果

動的姿勢制御、主観的足関節安定性共に、 SEBT

で測定した 3方向すべにおいて、 トレーニング後の

有意な向上が見られた。また、効果量も 3方向すべ

てにおいて 0.7以上(La培e) を示した。 (Table1，2) 

P問 Post P値 d 値

前方 0.9伽0.06 0.97土0.05 0.01* -1.2 

後内側 1.02土0.08 I.H社0.08 0.01* -1.0 

後外側 0.91土0.11 1.02土0.10 0.01* -1.0 

Tablel :足祉トレーニングにおける動的姿勢制御の

変化 (*P<0.05)

P陀 Post P fl直 d 値

前方 3.21土0.80 4.14土0.63 0.01* -1.3 

後内側 3.7鮭 0.70 4.54土0.54 0.01* -1.2 

後外側 2.39士0.84 3.79土0.67 0.01* ー1.8

Table2 :足fiJJ:トレーニングにおける主観的足関節安

定性の変化 (*Pく0.05)

考察

4週間(計 12回)の足祉トレーニングは、足fiJJ:が

床を掴む力(足E止把持力)を高めたと考えられる。

SEBTの動作は、前方、後内側、後外側と 3方向に

最大リーチを行う測定法であり、安定したリーチ動

作を行うには、足E止把持力は非常に重要であると考

える。また、足祉把持力の向上は、 SEBTにおいて、

足部と足関節安定性の向上にも寄与したと考えられ

る。

また、被験者の中には実験開始時には足祉を動か

すことに不慣れな者がいたが、 トレーニング、を続け

る中で少しずつ足祉の動かし方や足祉屈曲時の力の

入れ方を学習し、数週間でしっかりとした足祉屈曲

が出来るようになったo このような変化は足祉屈筋

群の神経筋コントロールの向上であると考えられ、

足祉トレーニング、の重要な効果の一つで、あると思わ

れるロ

まとめ

本研究では、 4週間(計 12回)の足祉トレーニン

グが動的姿勢制御と主観的足関節安定性を向上させ

ることが示唆された。
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中高齢者向け健康教室におけるトレーニング効果について

0平山沙季 (NPO法人スポーツフォアオール)，井上伸一(佐賀大学)， 

小川香織，牟田口亮太 (NPO法人スポーツフォアオール)

キーワード:中高齢者，健康教室， トレーニング効果

目的

超高齢化社会を向かえ全国各地で中高齢者向け

の健康教室が普及している.我々は 10年前より佐賀

大学において春期と秋期の年2回， 1クール3ヶ月，

週に 1回の中高齢者向け健康教室を行っている. ト

レーニング内容は，ストレッチ，筋力トレーニング‘

を20分，有酸素運動としてリズムダンスを 30分行

い，休憩， レクリエーションを含めた 2時間で構成

されている.ここでは3ヶ月間のトレーニング効果

を明らかにするために， トレーニング、前後に体系白或

測定や体力浪.IJ定を行っており，データ数も数多く収

集されている.本研究では当該教室で得られたデー

タを集約して，それぞれの測定項目のトレーニング、

効果を検証することを目的とする.また年代ごとに

データを比較し，年代によって効果の度合いに違い

があるのかどうかを明らかにした.

方法

1. 対象

調査対象は，第 l回， 3回， 9回， 10回， 11回，

12回， 14回， 20回の佐賀大学健康教室の参加者と

し，男性58名，女性782名，年齢66.8:!:6.9歳であ

る.測定は第 1回の 2004年から第20回の 2014年に

おこなった.

2.測定項目

身体測定項目として体重，体脂肪， BMI，骨格筋率，

基礎代謝量，骨密度を測定した.また，体力測定項

目として長座体前屈，握力，開眼片足立ち，脚伸展

力，股関節筋力，イス立ち上がりテストを行い，各

項目 lクール3ヶ月の前後で測定し比較，分析を行

った.

結果・考察

表 lは各測定項目におけるトレーニング前後の平均

値と標準偏差を示している.身体測定項目，また体力

測定項目，どちらにおいても改善が見られた.特に，

体力測定項目において大きく向上していることが示

された.このことから，中高齢者において 3ヶ月間の

トレーニング、は有効で、あり，特にイス立ち上がりテス

トのような体力面に大きな影響があることが考えら

れる.また年代ごとに比較したところ，体力測定項目

において 60代， 70代に特に効果が見られた.

表 1 各測定項目におけるトレーニング前後の平均値および標準偏差

N トレーニング前 トレーニング後 p{直

体重(kg) 545 52.9:t7.4 52.7:t7.4 0.041* 

体脂肪率(%) 544 31.6:t5.1 31.3:t5.2 0.001林

BMI 545 22.3:t2.9 22.3:t5.2 0.595 

骨格筋率(%) 409 23.4+2.1 23.5:t2.3 0.022本

基礎代謝畳
545 1139.5:t132.9 1140.5:t 131.6 0.235 

(kcal) 

骨密度
237 100.6+15.3 102.5:t16.4 0.001紳

(同年齢比)

長座体前屈
239 36.1 :t8.3 38.0:t7.5 く0.01林

(cm) 

握力(kg) 154 22.7:t6.8 23.2:t6.8 0.049* 

開眼片足立ち
207 81.8:t41.5 84.2+39.6 0.145 

(秒)

脚伸展力(kg) 153 23.1 :t8.0 24.2:t8.9 O.∞7林

股関節筋力
124 11.8:t4.5 12.7:t4.5 0.008林

(kg) 

イス立ち上が
102 21.3:t5.7 26.6:t6.6 く0.01林

りテスト(回)



92 

高齢者の体格指数，重心動揺とロコモティ7"~ンドロームとの関係性

O松原慾史，前田龍(附健康科学研究所)，進藤宗洋 (福岡大学スポーツ科学部)

キーワード 寝たきり ('1山. 14'1'11指数.1[(心江由民，ロコモティブゾンドローム，償断的研究

背 j;c.目的

ロコモティブシンドローム(以下，ロコモ)の概

念が発表され， 寝たきり予防に向けたll~ り組みにお

ける迩動の重裂性がJ5まっている ロコモ予防にl古l

けた運動では個々人の体絡を考lむして，運動種目等

を選択するのが望ましいと考えられるものの，この

ような観点からの報告は存在しない 人の体力要素

の中で，平衡能力は川11怖に{ニI~ う低下が浩一しく ， これ

が原因でロコモに該当する者が多数いると予iJVIされ

る そこで本研究では，平衡能力に祈目し，而齢者

の休絡指数，重心副1協とロコモとのmH系性を191らか

に寸ることで，今後の適切な支援方法について検討

することを同的とした.

方法

l 対象公共運動施設を利用 している，iiilli令ゑ性 77

名 (72土5歳)を文換とした JJ事や腰など関節に障害

がある者や治療"1コの者は対象から除外した

2. iJlll定項目 身長と体重から体絡指数(以下.sMI) 

を釣出した重心動指は，重心軌跡測定日号(竹井機

4¥H)を用いて，開 .I~'III艮立位の総;!VúIi.n;Jモ ( 1ll1ll) ，外

周[岡高~ (Illm') と矩形面積(1llIll')を測定した 対

象者には，検出台に間足で，~I~上肢を体制lに'Illi く接

した姿勢を保たせた そして，IJflllll!では，目のおさ

前方 2mの佼世に設定した直径約 1CIllの4見椋を見な

がら直立した状態で， 1州民では両目をI~ I じた:j) 態で，

重心動揺を 60秒間記録した ロコモの判定は，日本

整形外科学会が発表しているロコチェック 7項目の

うちチェッタが lつ以上付いた者とした

3 統計処耳目 対象者を sMI基準で抗叩2体重鮮と過

体重i洋に分類し， 1作ごとにロコモ該当 ・非該当者に

分けた上で，ill:心動指の比較を行った e

結果 ・考察

全長f象者における sMIの平均値は22.8土2.8kgll11' 

で品体if;:者は 1 5 ~， であったロコモ該当者の害'1合

は，際よl主体重1洋が 46.8%，晶体重ltlが 86.7%で， lt'( 

11¥1に有意差を認めた (p<O.OI).続いて，探il主体重併

と過体重併における重心!fOJ嬬は， 1日J・|子JlllI!立位の総

'IV湖:長，外周 ・矩形而1'11とも差を認めず.2 lifにお

けるロコモ該当羽|合の援を決定しているのが11心動

係だけでないことが示された そこで，ロコチェッ

タの中で重心動指が段もJJmjiltすると推察される“①

片足立ちで靴下がはけない"に限定した分析を行っ

た.lifごとにロコチェック①の該当 ・非該当者で比

'1決したところ，過{本ID:l作の.ill心動指には差を認、めな

かったのに対して， 421耳主体ID:l洋ではロコチエジク①

該当者の方が際111良立{立の外周 ・矩形面積が有意に高

11'"を示した(共に，f戸 0.05，図 1) 際司主体箆者とi晶

体重者では，ロコチェック①該当有無に及ぼす体力

要素がS~なる可能性が示唆された

(111111
2
) 外川fflih'1

1.400 r p<0.05 

1.200 

1.000 

800 

600 

400 

'00 

。
) 1 該当該当 )1 該当~)('tj 
m句~n、亜昨 過体前併

(mm2) 矩形I(jitn

2，400 r 1'<0.05 -
2.000ト|

1.6曲十 1 

1.20叶 11 

800ト11 1 I 

400十 11 1 '1 

o'~--'-~ 'ー
Jl，a.条当該当 .)1::主当政当

惚I1'J体重俳 過体亜昨

1<11. 11¥11 s下知lのロコチ3:"7ク①政吋のの無とl別限立位"ir(心動j品目関係

結論

ロコチェ アク①に該当した場合，tJ糾主イイ玉虫者に去、I

しては平衡能力l向上を図る運動範目を，過体重者に

対しては平衡能力以外の例えば脚力向上を図る運動

都目を選択することが，効率的なロコモの予防 ・改

15.に事者がる可能性が高いと考える
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カルニチン投与は何を起こしているのか
一全身の代謝と中枢神経系における検討一

0吉田剛一郎(鹿屋体育大学)，東思納玲代(名桜大学)，吉武裕(鹿屋体育大学)

キーワード:カルニチン，脂肪酸代謝， JVSマウス，中枢神経系

目的

カルニチンは、脂肪からのエネルギー産生に必須

のバイオファクターである。細胞膜カルニチン輸送

体、 OCIN2の遺伝子異常により全身的にカルニチ

ンを欠損する、 juvenile吋sceralsteatosis (NS)マウス

は、脂肪からのエネルギー産生に支障をきたすモデ、

ル動物で、あるo NSマウスは、餌を除くこと(絶食)

によって暗期活動期の自発行動が低下するが、低下

した自発行動は、カルニチンの腹腔内 1回投与によ

り持続的に回復する。投与効果は、全身のカルニチ

ンレベルが元の低いレベルに復した後も少なくとも

2日間にわたり続く。その機序について、全身の代

謝と中枢神経系の双方から検討することにより、カ

ルニチン投与は何を起こしているのか考察する口

方法

雄3ヶ月齢の野生型、NSマウスに対し24時間の

絶食後、カルニチンの目期空内 1回投与を行ったo マ

ウスの自発行動量は、直径 48cmの円形の大型ケー

ジに3ヶ所の赤外線発生装置が取り付けてあり、そ

れをマウスが遮ると行動量としてカウントされる仕

組みのケージを用いて測定した。エネルギー代謝は、

マススペクトロメーターを用いた酸素消費量と炭酸

ガス生成量および尿中窒素量から算出した。中枢神

経系については、脳内神経活動の指標となる c-Fos

を発現した視床下部外側野のオレキシン神経細胞に

ついて二重免疫染色法により検討した。マウスの睡

眠覚醒サイクルは、覚醒、 REM醐民およびnon-REM

睡眠に分類して分析した。

結果と考察

絶食になると脂肪酸代謝障害によるエネルギー産

生の低下、および中枢神経系のオレキシン神経活動

の抑制がみられ、ともにカルニチン投与によって正

常化する。しかしながら、 OCTN2が欠損する中、

なぜカルニチン投与によってこれらの現象が改善す

るのか今のところ明確ではない。カルニチンの投与

によって長鎖脂肪酸酸化は持続的に活性化すること

から、 NSマウスのような原発性カルニチン欠損に

おける長鎖脂肪酸酸化は、血中、組織で、のカルニチ

ンレベルが律速になっていない可能性がある。血中

ケトン体レベルも自発行動量や酸素摂取量を決定す

る因子ではない。また、 i蹴倒旨肪酸、肝臓トリグリ

セリドのレベルに規定されているわけでもなく、長

鎖脂肪酸酸化は、その他の因子によって調節されて

いる可能性がある。

脳室内へのオレキシン投与によって、脂肪酸代謝

は持続的に活性化されることから、中枢神経系の活

動には、末梢における脂肪酸代謝を調節する機能が

あると考えられる。 NSマウスでは、絶食による自

発行動量の低下がオレキシン神経活動の抑制ととも

に引き起こされる。カルニチン投与は、オレキシン

神経活動の抑制を妨げることから、カルニチン投与

によるオレキシン神経活動の活性化が、末梢での持

続的な長鎖脂肪酸酸化充進に関与すると考えられる。

まとめ

カルニチン欠損 NSマウスにおいて絶食下での

自発行動低下を見出しその機序を検討したところ、

エネルギー消費の低下を原因とする一方、中枢神経

系においては、行動を掌るオレキシン神経活動の抑

制を認めた。いずれも、カルニチン投与によって摂

食下のレベルにまで回復した。

JVSマウスでは、 invivoにおける長鎖脂肪酸酸化

で、カルニチンが律速になっていないこと、またカル

ニチン投与によりオレキシン神経活動が活性化され

ることなど新たな知見も得られたo これらの現象を

掌る分子機構lこついては、さらに検討を要する。
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保育者養成校における創造性に関する研究
一身体表現授業からのアプローチー

下釜綾子(長崎女子短期大学)青木理子(尚網大学短期大学部)小)11魚占子(佐賀女子短期大学)

小松恵理子(鹿児島女子短期大学) 矢野咲子(福岡こども短期大学)

キーワード:身体表現授業創造性

研究目的

平成21年4月に改訂された保育所保育齢十や幼稚

園教育要領においては，様々な体験の中で豊かな感

性や表現力を育むことや創造性の芽生えを培うこと

を重要視している。また，弓野ら(1999)は創造力や

表現力等 16の概念を挙げ、これからの子どもの生き

るカを育てるために必要な力であることを提唱して

いる。これらは保育に携わる保育者にも求められる

資質である。そこで筆者らは保育者を目指す学生の

創造力・表現力に着目した。

今回，保育者養成校において創造性を育む内容と

考えられる身体表現の授業を行い，学生の創造性が

授業受講前と授業受講後でどのように変化したかに

ついて検証した。

研究対象及び方法

対象 :N短期大学生 75名，期間:2012年4月(授業

前テスト)6月(授業後テスト)，方法:創造性を測

定するためにトーランス(百rrance1975)の創造性

テストを用い「ピエロが水に映った自分をのぞきこ

んでいるような線画Jをみて、「何をしようとしてこ

のような状況になったかJあるいは何が原因でこ

のような状況になったかJを5分間考えさせ、思い

ついたことを記述させた。その結果を「流暢性(ア

イデアの数)J r柔軟性(アイデアの質)J r独自性(独

自のアイデアであるか)Jについて創造的活動を含む

授業受講前と受講後で比較検討した。差の検定は対

応のある T検定を用いた。

結果と考察

1.カテゴリ一分類

回答を 8のカテゴリー(①映す・鏡，②川・水の状

態・様子，③何かを落とす・探す，④生き物を探す・

捕まえる，⑤水に入る・触る・飲む，⑥運動・動作，

⑦空想、・別世界，③その他)に分類することができた。

2.流暢性について(回答数)

授業前テストの回答総数は 543個であり，授業後

テストでは755個で、あったo回答数は受講前後で 1.4

倍となっており，有意な(pく.001)増加が認められた。

授業前後で回答数の増加した被験者は， 82.7%であ

り，減少した被験者は 12%で、あったo 身体表現の授

業により流中尉主が高まると考えられる。

|::::::::::::::W::::::::::::::|堅い2|i設立;

図3出現回答数の増減者割合

3.柔軟性について(出現カテゴリー数)

出現したカテゴリー数を示す柔軟性において，授

業前テストの平均出現カテゴリー数は 4.8カテゴリ

ー，授業後テストでは 5.5カテゴリーとなり，その差

は有意σく.001)で、あった。

4.独自性について

7番目のカテゴリー「空想・別世界Jを独自性の

指標とした。授業前テストでは全体の 7.05%，授業後

テストでは7.3%で、あったD

5.まとめ

以上のように，保育者養成校において身体表現の

授業を行し、学生の創造性が授業受講前後で，どのよ

うに変化したかを調査した結果，流暢性及び柔軟性

に顕著な差が認められた。独自性においては回答割

合に変化がみられなかったo本研究において，創造性

を構成する 2要因に顕著な差が認められた身体表現

活動は，多様な発想、や工夫を目指す活動であり，創造

性を育む活動としての有効性を示唆するものと思わ

れる。
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体育授業における ICT利活用教育の有効性について

~タブレッ トPCを利用した小学校高学年の跳び箱運動を通して~

0荷物l元(佐賀大学大学院)，堤公一(佐賀大学)，福本敏雄(西九州大学)，柴原淳(佐賀大学)

キーワード ICT平IJf.1iff1，跳ひ・符足l!WJ. タブレット PC

目的

佐賀県教育委員会では平成 26年度からすべての

県立年二校で，1人 l台の学習者用 PC(タブレット pC)

を活用した高等教育を始めている。そして，小'1'学

校においても，今後そうした lCT機器を導入する方

向で事業を展開していく流れがある。

そこで本研究では，小さず校高学年の跳び符運動の

実践を過して，タプレy 卜PC利活用にはどのような

効果があるのかを検討した。

方 法

1 .li)f知 I象
A小 5年生 32名(兇 15.女 17)※71レフトPC使JIJ
K小 5年生 31名(タIj16・女 15)※げレフトPC未使川

2. ~，~主f項目

本研究ではタブレッ卜 PC使JfJ学級と未使月1学級

の rJ!(が1・IJi:後アンケートJ(4 できる 3 どちら

かとし、えばできる 2 どちらかといえばできなし¥

l できない，の4段階自己評ulli)の結果より，学び

)J・技能・運動理解のそれぞれの変容について比較 ・

検討した。タブレッ卜 PCでは，動画コンテンツで

技のifijl匝iや練習ポイントが見られること，技の状態

をifVl匝iで録画できることの 2つの機能を活用させた。

結果 と考 察

l学び方の変容

市i泊・事後アンウートの r!fijlきを見て教える」の

項目で，4と答えた人数を比l肢してみると， A小l

43%刷1mしているのに対し，K小は 12.9%の明)111で

あった。また，r J.1:、忠、伝達」では，4と答えた人数を

見ると，A小の 34.3%の刷力111こ対し， K小では 3.2%

の上回1J11て9あった。さらに教え合し、Jの項目につい

てもほぼ同僚の傾向が見られた。このことから，タ

ブレット PCを利活用すると，実際のl州象を活)1Jし

た芯見交流ができるため，より自信をもって友達に

自分の考えを伝えたり諜泌を教えたりすることがで

きるようになるという効果があることが分かった。

2技能の変容

図 lは，事前 ・事後アンケートで，跳び釆り .IJM 
胸眺び ・IU'J胸眺び台上白r1i'1去・禎跳び越し ・首はね

跳び・頭はね跳び・仰l方倒立回I~跳びの 8 つの技で，

4または3と答:えた児童の技数の平均を示したもの

である。:[J;:後の結果を見ると，A I卜4.65他lに対し K

小 4.03個と，A小の方が伎の狼得数の平均が日初、っ

た。技ごとに見ると，日日開附Eびでは同校ともに習得

率 100%，台上前転では A小 87.5%，K小 83.8%と

ほとんど差がなかったが， IUJ肉l眺びでは A小 62.5%

に対し K小 35.4%，機~~tび避しでは A 小 93.7%に対

しK小 61.2%と，技の習得率にAが見られた。 この

ことから，タブレット PCで伎について調べたり自

分のiMきを実際に見ながらアドバイスを受けたりで

きることには，基本技の中では比較的難易度の高い

閉脚跳びなどの技において，技能の習得に役立つ効

果があることが分かった。

'"' s 

"' 内
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。

.，まの.. t ::.担 ユc， 生田

同rTI.¥l監の1:7:
3運動理解の変容

|亘12は，事前 ・事後アンウー卜で，前述のBつの

技について 4または3と答えた児蛍の技数の平均を

ノl'したものである。ヱjJ所長の結果を見ると，A小 6.56

仰に対し K小 5.71個と， A小の方がわかる技数の平

均が高かった。また， ~r;:前と J!~後の変化を見ると， A 
小は 3.47個噌加しているのに士lし， K小は 2.26個

の11'1加であり ，その差は 1.21 fll;1であった。このこと

から，A小では l人 l台タブレット PC利活用ができ，

いつでも自分の!Ilhきやモデルの邸Jきを見ることがで

きたことで，それぞれの技についての理解が深まる

という効果があることが分かった。
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図2亜ihl晴Fの藍持
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武道必修化における弓道導入に関する一考察

0鼻岡美里，友納千鶴江原田健太朗(福岡大学大学院スポーツ健康科学研究科)

柿山哲治(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:中学校，弓道の特性，評価規準

諸言

弓道は，的に対して矢を当てるとし、う格技とは異な

った特性を持つ武道で、ある.また，和弓で、矢を射て的に

中てる一連の所作を8つの段階に分けた射法八節など

の基本所作を通して，意志、力，忍耐力，集中力を身につけ

ることを目的としている.さらに，定められた作法によ

り，立ち方，坐り方，歩き方，回り方などの基本動作等を通

して心身の鍛錬をする，我が国固有の伝統文化の一つ

である.平成 24年度から，中学校保健体育科目において

武道が必修となり，武道の教育的価値をし、かに現場に

活かせるかが必要である.現在，学習指導要領解説保健

体育編の武道には，柔道・剣道・相撲が基本種目として

例示しである.しかし，武道の内容の取り扱いにおいて，

地域や学校の実態に応じてその他の武道についても履

修させることができることとしているものの，弓道を

含めたその他の武道に関する内容例は示されていな

し¥

目的

本研究では，弓道の独自性に着目し，体育館で行える

指導方法や武道において唯一のクローズド、スキルであ

る弓道から学習できる特性を，中学校学習指導要領解

説保健体育の武道に示された「技能Jr態度Jr知識，思

考，半Ij断j に沿って明らかにする事を目的とした.

方法

本研究では，弓道に関する文献や書籍，データベー

スを検索し，学校現場における指導法の情報を抽出し

た.

結果および考察

新学習指導要領解説の保健体育編において，運動種

目としては柔道・剣道・相撲の三つが挙げられている.

上記三種目とその他の武道扱いとされている弓道で大

きく異なる部分となるのが「技能」の評価である.弓

道授業の実践報告と必修化の課題(高橋，2010)による

と，中学校3年生を対象とした授業で評価規準の運動技

能を学習段階の程度に沿って1.射法八節に従い，正し

い型で弓を引くことができる 2.定められた作法により

射法八節を中心とした射法の技能が習得できる 3.定め

られた作法により技能を生かした試合ができる事を実

践しており，今後の課題として矢数にかける時間数を

増やす等の改善点を挙げている.現在，柔道・剣道・相撲

については「相手の動きに応じた基本動作から基本と

なる技を用いて」を「技能j における共通の評価対象

としているが，非対人競技である弓道では「弓射に至る

までの段階の所作をこなす事が出来ているかJを評価

対象とする事で対応できると推察される.また，学年に

よって立射形式で、行うのか，座射の形式で行うのかを

選択することで学年に対応した難易度の設定が可能と

なる.r態度Jr知識・思考・判断Jでは，弓道も「道J

の一つであり矢を発する事を目的としているのではな

く，その途中にある過程自体に価値があると言うこと

を生徒に伝え感じさせる必要がある.武道領域特有の

「我が国固有の伝統と文化Jを明確に伝えるためにも

武術から武道へと形を変えて残っている理由，武道に

求められてきたものを生徒に実感させる指導方法や授

業作りへの工夫が求められる.さらに，弓や矢などの安

全管理についても細案が必要となる.使用する道具が

多い事も弓道の特性であるが，使い方を間違えれば危

険なものである事を生徒に認識させておく必要がある.

また，道具の管理面においては弓道独特の安全管理が

求められると考える.例えば，喋に関しては湿気が多い

所に置いておくとカビが生えるので乾燥剤を入れて保

管する方が好ましい事や弓や矢はグ‘ループを作り毎回

同じものを使用させる等の工夫をして紛失を防ぐ必要

がある.この様に他の種目とは異なった部分における

細案は授業をスムーズに展開するためにも重要視すべ

き点と恩われる.
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体育を教える教員に必要な職能について

0永里健，竹内奏太，長嶺健，小津和俊洋，末永知寛(福岡教育大学大学院)，兄井彰(福

岡教育大学)

キーワード:体育教師，職能，教員志望の学生

目的

現在，子どもの体力や運動実施率の低下が問題

となっている.この問題を解決していくために，

体育教師が授業を通して，子どもに運動の楽しさ

や魅力を教えていくことが求められている.その

ためには，体育教師が必要な職能を身に付ける必

要があると考えられている.そこで本研究では，

教育大学で保健体育を専攻する学生に対して，体

育教師に必要な職能を現在どのように促えてい

るのか，また，それらの職能をどの程度身につけ

ていると考えているのかを明らかにすることを

目的とする.

方法

F教育大学教育学部保健体育コースの学生 185

名を調査対象とした.調査内容は，質問紙調査を

用いて，フェイスシート，先行研究から抽出した

体育教師の職能に関する 70項目で、あった.なお，

各項目について 「十分に身に付けているJを 1

点， r全く身についていなしリを 6点とし， 6件法

で評定させた.

結果

体育教師に必要な職能について，その因子構造

を明らかにするために因子分析を行った.その結

果 5因子構造が抽出され，それらに対して，因

子 1 r教師として備えるべき力J，因子II r体育

の授業力J，因子皿「運動の指導力J，因子IVr体

育に関する企画・運営力J，因子vr運動・スポ

ーツの知識と経験j と命名した.

次に，体育教師に必要な職能の習得状況が，教

育実習経験の有無で異なるかについて検討を行

うために，抽出した 5つの因子の下位尺度得点に

一要因の分散分析を行った(表 1).その結果，因

子 1r教師として備えるべき力J(FU， 148) =24.79， 

pく.001)，因子II r体育の授業力J(FU， 148)= 

43.68， pく.001)，因子皿「運動の指導力J(F(l， 

148)=19.55， pく.001)，因子IVr体育に関する企

画・運営力J(FU， 148)=6.87， p <.01)，因子V

「運動・スポーツの知識と経験J(FU， 148)=8.75， 

p <.01)と全ての因子で主効果が有意であり，教育

実習を経験した者が，教育実習を経験していない

者に比べて得点が低かった.このことから，教育

実習を経験した者が，教育実習を経験していない

者に比べて，体育教師に必要な職能を身に付けて

し、ると考えていることが明らかとなった.

考察

以上のことから 対象学生は，体育教師に必要

な職能について 5つの因子からなると考えている

ようである.加えて，対象学生は，教育実習を経

験した後に，それらの職能が身に付いたと考えて

いるといえる.この結果は 対象学生が教育実習

を通して体育教師に必要な職能を身に付けたり、

自信を深めたりできたためだと推察される.

表 l 教育実習経験の有無を独立変数とした尺度の平均値

及び分散分析の結果

因子名 あり なし F値

教師として 2.67 3.29 24.79*** 

備えるべき力 (0.66) (0.78) 

体育の授業力
3.03 3.75 43.68*** 

(0.64) (0.55) 

運動の指導力
3.17 3.68 19.55*** 

(0.62) (0.70) 

体育に関する 3.23 3.63 6.87** 

企画・運営力 (0.83) (0.92) 

運動・スポーツの 2.57 2.89 8.75** 

知識と経験 (0.64) (0.52) 

上段:平均値.下段:標準偏差

*p(.05.**p(.01.***pく.001
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幼児の運動遊びと体力・運動能力との関係

O高原和子・角南良幸(福岡女判完大学) 瀧信子(福岡こども短期大学)

キーワード:幼児体力・運動能力選動遊び身体活動量

研究目的

筆者らはこれまで，園所での取り組みや自由遊びと

体力・運動能力との関係、について検討してきた。第62

回大会においては自由遊び時の運動遊びに着目し，自

由遊び時の運動遊びプログラムの実施が幼児の体力・

運動能力に及ぼす影響について検討した。その結果，

短期間でありながらも運動遊ひ'プログラムを実施する

ことは，幼児の体力・運動能力の改善に有効であるこ

とが分かり，園所においては保育者主導の保育実践だ

けでなく，幼児の自由遊びの過ごし方の工夫の必要性

が示唆された。

本研究では，昨年度に続き幼児の体力・運動能力と

運動遊びとの関係について明らかにすることを目的に

一日の身体活動量および自由遊び時の運動遊びの種類

と量について検討した。

研究対象および方法

対象は福岡県春日市の保育所に通う年長児69名(男

児 36名，女児 33名)で，保育所在園中の活動を約 6

週間 (2014年 1月 14日-2月22日)調査した。

調査期間中は，活動内容として保育所における一日

の活動(主に運動)を記録するとともに，幼児一人ひ

とりに遊びを種類別(尉幌系の遊び，投げる遊び，手・

腕を使って力を出す遊ひ。集団で全身を使う遊び)に

分けたシートを用意し，実施した運動遊びの箇所に幼

児自らシールを貼ることによって，幼児一人ひとりの

活動内容を把握し丸なお，運動遊びの内容や量は幼

児の自主性にまかせた。

身嗣舌動量は，任意の5日間，在園中に加速度計(ラ

イフコーダ)を装着し，得られた歩数データを身体活

動量とした。

調査期間前後には体力・運動能力測定 (25m走，ソフ

トボール投げ，立ち幅跳び，両足連続跳ひ潜し，体支

持持続時間，開眼片足立ち，立ち上がりパワーの7種

目)を実施した。測定は25m走，ソフトボール投げ，

立ち幅跳び，両足連続跳び越し，体支持持続時間につ

いては，東京教育大学体育心理学教室作成の幼児運動

能力測定方法に準じて行い，開眼片足立ちは，文科省

新体力テストに準じて実施した。立ち上がりパワーは，

竹井機器工業社製測定器を用いて測定し，中谷ら(2004)

の方法に準じて評価した。

また，体力・運動能力の高低の関係をみるため，体

力・運動能力測定項目の中の5種目を森ら (2010)の

基準表に基づき評定点化し，総合点から上位群，下位

群(男児5名ずつ，女児6名ずつ)を抽出した。

結果と考察

・体力・運動能力の前後比較

男児では両足連続跳ひ潜し，開眼片足立ちに，女児

ではソフトボール投げ，立ち幅跳び，体支持持続時間，

開眼片足立ちにおいて前後で有意な好転が認められた。

昨年度の課題であった25m走については，運動プログ

ラムで意識的に取り系比んだものの，今回も好転は認め

られなかった。その一因としては，調査期間中，天候

による園庭等での活動が十分にできなかったことや，

期間中のインフルエンザが影響しているのではなし、か

と考えられた。

・体力・運動能力の変化量と運動量との関係

前後の体力・運動能力の変化量と運動遊びの量との

関係では，前後比較で、は好転の認められなかった 25m

走と運動遊びの量との聞に関係性が認められた。これ

は，しっかり運動遊びを実施すると走力に影響がある

ことを示唆しており，今回取り組んだ「走力を伸ばすJ

プログラムもその一助となったので、なし、かと推測され

た。また，立ち幅跳びにも関係が認められたことから，

自由遊ひ明寺の運動遊びが脚筋力の向上に有効で、あった

ことが示唆された。

・体力・運動能力の高低(個人差9と運動遊び

今回，体力・運動能力と身体活動との関係を明らか

にするために，体力・運動能力の初期値で群分けし，

日常の身体活動量や運動遊びの量との関係を検討する

ことを試みた。歩数では両者に差は認められなかった

が，活動中の運動5釦おこし、くらかの差が見受けられた。

また，上位群と下位群とでは運動遊びの量に大きな差

が見られた。このことから日常的にしっかりからだを

動かして遊ぶ子どもは体力・運動能力も高いことが示

唆された。

以上の結果から，園所においては幼児の自由遊びの

過ごし方の工夫と保育者の環境構成の必要性が示唆さ

れた。
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3歳児の身体表現指導法に関する研究

一学生時と保育者 1年目の指導の変化に着目して一

O 瀧信子，矢野咲子，恰土ゆき絵(福岡こども短期大学) 高原和子(福岡女学院大学)

下釜綾子(長崎女子短期大学) 小川鮎子(佐賀女子短期大学)

キーワード:身体表現 3歳児，指導法，動きの提示

目的

幼児が身体表現活動を通してイメージ豊かに動くた

めには、指導者の誘し、かけや動きの引き出し方がとて

も重要である。 3歳児の指導においては、この時期が

模倣を好む時期であるとしづ特徴を活かし、指導者が

提示する動きを模倣する事が多様な動きの体験に繋が

り、動く楽しさを味わう事ができると考える。

本研究は、 3歳児を対象とした身体表現の指導を学

生時・保育者時におし、て縦折的に実施した指導記録を

基に、幼児の多様な動きを導き出している場面の比較、

検討を行う事とした。その結果から、 3歳児を対象と

した身体表現活動における動きの提示の仕方について

明らかにする事を目的とし丸

方 法

(1)対象 :F短期大学で身体表現指導法を 2年間学び、

現在、認定こども園に野勝1年目の保育者である。

(2)指導時期・幼児:学生時はDこども園3歳児20名

を対象に2013年 1月に指導、保育者時はDこども闘

3歳児 17名を対象に2013年 12月に指導した。

(3)指導手順:対象保育者が学生時と保育者時に行った

、絵本『てぶくろ』をテーマとした指導H を実施し丸

(4)制面:両指導の様子はVTRに収録し、その映像を

基に指導言己録を作成した。両指導記録より、幼児の多

様な動きを導き出している場面に着目し、指導者の誘

し、かけや動きの引き出し方について比較、検討を行っ

た比較項目立、指導者の動きの種類と動いている時

間、幼児の動きの種類と動いている時間である。

結果と考察

1.指導者の動きの提示の相違点

学生時ではどの場面においても指導者が予め考えて

いた動きを提示し、幼児はそのまま動きを模倣するだ

けで、指導者が新たな動きを提示する事はなかった。

保育者時では、指導者は学生時の指導体験を基に、

途切れる事なく動きを提示する事ができており、指導

の耐Lが進むにつれ、それぞれの動物の特徴を活かし

た動きを増やして提示する事ができていた。特に、指

導の後半にあたる狼になる場面と熊になる場面におい

ては、指導者はその場に合った言葉かけをすると共に、

幼児の様子を見て動きを提示するタイミングを計り、

その場の雰囲気作りを行っていた。幼児も自ら動きを

工夫し動き続ける姿が見られた。【表 I参照】

2. 3歳児を対象とした動きの提示の仕方

両指導記録より、 3歳児は指導者の動きを常に摸倣

して動き始めるため、指導者が大きく動いて提示する

事で、幼児も積樹句に動く事ができると考えられた。

さらに、幼児の様子を見ながら、新たな動きを提示す

るタイミングを計り、徐々に指導者が提示する動きを

減らしてして事で、 3歳児で、あっても自ら動きを見つ

けて動き続けるとし、う事が明らかlこなった。

今後は、学生時に幼児の様子を見ながら提示する動

きの工夫の仕方や、動きを繰り返したり動き続けたり

するための蹴fを伝えていく必要があると考える。

表ト狼と熊になる場面における指導者の動きの種類と動いた時間

場面 指導時期 指導者の動きの種類 指導者 幼児

狼 学生時 四つ這いで進み、膝立で遠吠えをする 60秒 47秒

四つ這いで進んだり止まったりする
ー 一・ ι 一一一一←ーーー一一ーーー ー

な 保育者時 体を伏せて待つ 78秒 120秒
る

' 一 一，百ーー一ーー且- 九一一一ーー ー

獲物に跳びかかり食べる

熊 学生時
高這いで進む、大股で歩く

57秒 50秒
川に跳びこみ魚を捕まえて食べる

四つ這いで進む、大股で歩く
な ‘ 一-~ 一--一一一-_._--一一一

る 保育者時 川に跳びこみ魚を捕まえて食べる 71秒 117秒

捕まえた魚を指導者にあげる
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大学生女子を対象とした肘の引き上げ動作習得による投動作の改善

0山本裕太郎、蒲池政人(福岡教育大学大学院)、市丸直人(福岡教育大学)

斉藤雅記(東京福祉大学)

キーワード:投動作、ターボ、ジャブ、女子大学生、投能力

目的

近年、子どもの体力の低下が問題化している。最

近の10年間で小学6年生女子のソフトボール投げの

記録を比較した文部科学省のデータによると、約90

ノミ一セントの児童で記録が低下しているとしづ。投

能力を向上させるためには、正しい動作を習得する

必要があると考えられる。本研究で、は投運動を行っ

たことのない女子の投能力をより効率よく向上させ

るために、投げ手腕に関する項目のバックスウィン

グ時の肘の引き上げ動作に着目し、投げ手腕の動作

を習得するための教具としてターボ、ジャブ、を使用し

た。この投げ手腕の動作を意識しやすいターボ、ジャ

ブを用いての肘の引き上げ動作の指導が動作得点と

ソフトボール投げの記録にどう影響するのかを明ら

かにする。

方法

T大学に在籍するソフトボール、野球経験のない

女性 12名を対象とし、肘の引き上げ動作についてバ

ックスウィング.時の肘の位置とバックスウィング時

の肘の状態の二点を指導し、学習の前後にソフトボ

ール投げの測定を行し、記録と動作を比較した。

結果

各動作評価項目はパックスウィング時肘の位置、

肘の状態、パックスウィング時体幹後傾、体幹回転、

投げ手反対腕、体重移動、フォロースルーと 9項目

中の 7項目で有意な向上が見られた。足の踏み出し、

投げ手腕については向上が見られなかったo 全項目

平均動作得点は有意に向上した。さらに遠投平均距

離についても向上した。 4.95m距離の向上があった

被験者もいた。

考察

ノ〈ックスウィング時肘の位置、肘の状態の動作得

点が有意に向上したことから、指導内容を習得した

と言える。バックスウィング時体幹後傾、体幹回転

の動作得点の有意な向上から、肘を後方へ引き上げ

る動作を意識することで、腕が後方へ伸び、重心が

後ろへ移動したため体幹も後傾したと考えられる。

体重移動、フォロースルーの動作得点の向上からは、

肘の引き上げとともにパックスイング時体の体幹後

傾により、投射時に前方へのスムーズな体重移動が

うまれ、投射後には重心移動の勢いにより自然とフ

ォロースルーが見られたと推測される。投げ手反対

腕の動作得点の有意な向上から肘の位置の指導の際

に、重いターボ、ジャブを投げたことにより投射時の

投げ手反対腕の引きつけ動作が大きくなったと予想

される。脚の踏み出し、投げ手腕の動作得点に向上

が見られなかったことから足の踏み出しは、練習の

際に肘の動作に意識をしたため下半身の動きは変化

がなかったと考えられる。投げ手腕については、投

げ手腕の項目を細分化し、肘に関する評価項目を作

成したため評価内容に当てはまらない動作が多く出

たためであると推察される。

これら全項目の平均動作得点が向上したことから

肘の引き上げ動作を習得したことで、肘が引き上が

ることで他の動作の習得に連動したのだと思われる。

全体の遠投距離が向上したことは、引き上げ動作の

指導により動作全体が向上したためと示唆された。
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ソフトボールのウインドミル投法における球速と体力の関係

0得居雅人(九州共立大学)

キーワード:地面反力、反復横とび、立ち幅とび

目的

ソフトボール競技におけるウインドミル投法は、

腕を大きく回旋しながら前方に大きく飛び出し、着

地後リリースする投法であり、身体を加速・減速さ

せる下肢のパワーが重要と考えられる。本研究の目

的は、ソフトボールのウインドミル投法における球

速と体力の関係を明らかにし 球速を高めるための

トレーニング、上の示唆を得ることである。

方 法

1.被験者

女子大学生ソフトボール投手6名(年齢 19.7土0.5

歳、競技年数8.2土1.6年、身長 161.4土3.3cm、体重

60.1士6.5kg)が研究に参加した。

2.実験手順

1)球速・投球動作分析

被験者は、ウォーミングアップの後、ウインドミ

ル投法により 3回の投球を実施した。その際、下肢

関節とボールの 3次元座標がキャプチャされ

(MAC3D、Motion Analysis ネ域~)、フォースプレー

ト(Kistler社製)により地面反力が計測された。実

験は、屋内の実験室にて行なわれ、分析には、最も

球速の高かった試技を採用した。

2)体力テスト

握力、上体起こし、立ち幅とび、反復横とび(文

部科学省新体力テスト)、垂直とび(ジャンプマット、

D悶 f社製)、背筋力(背筋力計、竹井機器社製)を

測定した。

3.統計処理

球速と地面反力および体力測定項目の問の関係を、

ピアソンの相関係数を用いて検討した (pく0.05)。

結果と考察

球速と前足着地時の地面反力 (Z方向)との問に

有意な相関が認められ、高い球速を得るためには、

前足で着地時に強く地面に踏み込む動作が重要であ

ることが示された (Fig.1)。

体力面で、は、球速と立ち幅とび、および反復横と

びの問に、有意な相関が認められた (Fig.2)。一方、

握力、背筋力および上体起こしは、球速との聞に相

関が認められなかったo 立ち幅とびは投球時の前方

に飛び出す動作に、反復横とびは着地時に身体を急

停止させる動作に類似しており、下肢の発揮するパ

ワーが重要であると考えられた。
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ソフトボールのウインドミル投法において球速を

高めるためには、着地時に前足で地面に強く踏み込

むパワーの発婦が重要であり、立ち幅とびゃ反復横

とびなどの下肢の瞬発的なパワー発揮を高めるトレ

ーニングの重要性が示唆された。
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大学生における泳力と泳法に関する知識の関係

~各校種における水泳学習の振り返りから~

0田原亮二，遠矢英憲(名桜大学)

キーワード 水泳桁導，泳法にi則する知撤 ・理解， (，主力

目白~

本研究では小年二校、 '1"午枚、高校の各校種でどの

ような水泳授業が行われ、どのお渡の泳力が獲得さ

れたのか。また、泳法についてどの程度の知識が習

得されたのかについて大学生に刻する振り返り調査

により明らかとすることを目的とした。

方法

体育系の学科に所属する大学生 114名を対象に質

問紙制査を笑施し、スイミングクラブ所偶者5名を

除く 109名を分析志l象とした。質問1項目は4泳法の

最長泳陥維、各泳法についての理リil1t度、各校極にお

ける指導内容についてであった。泳法の理解度と指

導内答は5件法で回答を求め、泳法見IJ、校総ごとに

平均値をftf出した。また、泳法の理liil平度別のM(~日佐

を一元自己ii1の分散分析を用いて比較した。

結果

各泳法の平均泳距縦はクローノレ275.3:1:394.5m、

平泳ぎ 262.2土429.5111、背泳ぎ 135.9:1:275.4川、 バタ

フライ 70 . 3 土 1 93.6 111 であった。 校間~IJの指導内容を

示すす尋点は小学校 3.4:1:0.9、中学校 2.8:1:0.9、高

校 2.7土 1.0であり、中学校、高校では充分な泳法

指導を受けていない結果となった。また、隊法の理

解度については、クローノレ、平泳ぎ、背泳ぎ、バタ

フライの順に高い草iリ'1'(，度を示し、バタフライは他の

泳法に比べて~H向í~JJrが低いことが示された。 すべて

の泳法において、泳法の型的度が高いほど泳距雌が

有意に長いことがl明らかとなった。さらに、 小竿般

における244本伎術(浮き身、忠、つぎ、けのび、ハタ

足)の指導の有無が、 1氷距illfとその後の指導内容に

影響を及ぼ寸ことが示唆された。

考察

指導内容に自白する質問は、学習指導要領に即した

授業が行われているかを示しており、平均値が中央

値を下回っていることから中学校、高校では充分な

水泳指作品が行われていない可能性が示唆された。ハ

タフライの泳距~lItが他の泳法よりも有意に短いこと

からも、学校における水泳指導はバタフライの泳法

指導まで辿り若いていないことが州一手話される。また

各泳法の泳E倒Ifは泳法に閲する知識 ・ 趨lfíJ~Jj[が?':hv 、

ほど長く、さらに各泳法の丑H解度は fi平吉身J、「息

つぎ」の理当初支に影響されることが明らかとなった。

小学校矧における基本技術指導の程度が、その後の

水隊指導に影響を及ぼすことからも低い学齢におい

て基本技術を習得し、隊法の習得へステップアップ

させることが重要であると考えられる。このような

指導段階を経ることができない要因については、さ

らなる調査が必要となるが、水'1'としづ特殊環境で

の指導の困難さに起因していることが推察される。

以上の結果から、水泳の導入段階において基本技

術の習得を促進させる指導方法や教材 ・教具を開発

し、運用していく必要性が示唆された。
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学内実習生を対象とした授業実践力向上のための基礎的研究

0瀬尾賢一郎，永山寛，伊藤 寿i告，藤井 正lt¥，柿山 哲治，問中 守(福岡大学)

キーワ ド授業尖践)J，~フレク γ ョンツーノレ，授業者目線カメラ， 体fT授業

締言

教員の授業実践力が強く求められる中，教員養成

段階においても後業実践力を脊成するための綴々な

取り組みが実践されているが，その っとして挙げ

られるのが授業認知を目的としたリフレクションや

自己評価の試みがある 映像を用いた授業リフレタ

ションは自分の授業を視覚的に分析することができ

るため多くの場而でffIし、られているが，そのほとん

どがハンディカメラによる定点撮影である しかし

体育の授業においては，この方法のみでは限界があ

るものと考えられる

そこで本研究では，ハンデイカメラの刷ば象では分

析寸ることができなかった部分を補うため， Eyeカ

メラを授業者の頭部に装着させ，授業者目線での映

像に対する分析を行うことによって，これらの映像

が授業者にとっての授業実践力向上に紫がるリフレ

クションツーノレとして有効であるか検iiilすることを

目的としfこ

方法

UlIl問]平成 25{j" 9.T1 ~平成 26 年 l 月

[対象1F大学スポーツ科学音f¥3年次生

F大学スポーツ科学部では，他学部の一般体育の

J受業の場で教育実習を行う教職事前実習という実習

があり，学内実習の履修者が発表授業を実施する|F誌

に，頭部に Eyeカメラを装着した状態で 90分の授

業を行わせた発表授業は 15回の授業のうち 2巨l設

定し，それぞれ授業後に他の実習生 (2名)も交え

て映像を観てもらった その|際，気づいたことを書

き出してもらい，ここで出された授業に刻するコメ

ントを教員 31!，で同じような内容ごとに分類した

Panasonic ウェアラブノレカメラ HX-AI00-D

面副
結果及び考察

実習生からの授業コメン 卜を分類した結果 指示

や説明の方法Jr技術指導Jrコミュニケーション」

の3つに分けることができた 授業コメン トについ

ての主な内谷は以下の通りである

《指示や説明の方法》

・シュート練習の説明が行き届いていなかった

・学生への移動の指示やタイ ミングが1凌i床だった

《技術指導》

-出来ていない学生への前1Jかな指専がなかった

・rOKJ しか言えていない

《コミュニケーショ ン》

-学生とのコミュニウーションの取り方が上手く，

学生が心を仰いていた(ユーモアがあって良かった)

.言葉かけによる動機づけが良かった

学生の授業コメン卜から，Eycカメラの映像によ

って綬業者目指j!て‘の授業評価が可能であるという点

に1Jllえ，カメラ仰l而に付いたマイクによって，どの

ような指示 ・説明 ・声かけがされていたかを分析す

ることができたものと考えられる.ハンディカメラ

での定点指;125は函而に映る学生一人ひとりが小さく ，

学生の表t，'lや反応の確認が困難であることが報告さ

れている(吉田ら，2010) したがって授業者目線に

よる映像は，ハンディカメラの映像では確認できな

ヵ、った点をli'!I:1i昔、できたことヵ、ら，リフレクンョンツ

ーノレとして有効である可能性が示唆された
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学士力向上支援に向けた取り組み事例

一日本語力判定テストと文章カ講座の実施について一

0永山 寛，山口幸生，藤井雅人，桧垣靖樹，米沢利広，道下竜馬，森村和浩

坂元瑞貴，瀬尾賢一郎，伊藤寿浩，田中 守(福岡大学)

キーワード:学士力向上支援，日本語力判定テスト，文章力講座，作文指導

緒言

近年，大学生の基礎学力低下問題，とりわけ日本

語力の低下が指摘されている。日本語力とは日本語

の表現・理解能力であり，すべての学力の基礎と言

われる。専門的教育を学ぶ大学では，一定レベル(高

校までに修得すべき日本語力)が必要不可欠である。

F大学では，全学部の新入生を対象として日本語

力判定テストを実施し (H18)，スポーツ科学部は他

学部に比べ日本語力が低し、傾向にあった。そこで，

学部で、は学士力向上支援， リメディアル教育として

対策を講じ，一定レベルに満たない学生を対象に学

部の教員が語葉力向上を目的とした課外教育を実施

し (H18)，語葉力のほか文章力を高める課題を加え

継続した (H19---2t)。より高い支援を目指すため，

元中学国語教員に依頼し作文を課題とした課外教育

を実施した (H22)。作文は「書く・読む・聞く・話

すJを包括した国語の総合力であり，語奨力や文章

構成はもちろんのこと，生活力の基本となる「思考

力j を身につけることができる。またレポート，論

文作成の基本も学べることから翌年に 1年生全員を

対象とした導入教育授業(必修科目)の一部に、文

章力講座として取り入れた(H23)。指導内容やクラ

ス編成を協議し，現在まで継続している (H24---)。

目的および方法

本研究では F大学スポーツ科学部で実施してい

る日本語力判定テストと文章力講座の取り組みを紹

介するとともに，学部生の実情の把握，今後の方向

性の一助とすることを目的とし，①日本語力判定テ

ストの年次別推移(平均点および一定レベル以下の

割合)，②文章力講座の間接的な効果としての日本語

力判定テストの変化，③文章力講座後のアンケート

から，現状と今後の課題について検討した。

結果および考察

日本語力判定テストの導入から平均点はほぼ一定

で推移していたが平成26年では平均点の低下や中

学レベルの割合の増加が見られた(一元配置分散分

析およびχ2検定，pく0.01)。インターネットの普及や

読書習慣の減少による言葉の誤用・乱用，携帯メー

ル等による言葉の簡素化などさまざまな要因が考え

られるが，他学部や他大学での状況を把握したうえ

で入試形態や入学前教育の内容，入学後の支援方法

等について再度検討する必要がある。一方，文章力

講座を開始し，その前後での日本語力判定テストの

平均点に顕著な変化は見られなかったものの，一定

レベル以下の割合は減少傾向にあった。特に，初期

レベルが低いほど得点に有意な向上が見られ， 日本

語に対する苦手意識や興味・関心が変化した可能性

が考えられた。しかし，一定レベルに達した学生も

いれば低下した学生もおり，作文指導のみならず語

奨力向上に向けた対策もある程度は必要であると考

えられた。講座受講後，一部で否定的な感想も見ら

れたが，ほとんどの者が肯定的で， 68%の者が満足，

77%の者が講座の必要性を感じていると回答した

(H26)。文章力講座を受講することによって自己や

文章と向き合う意識が高まり，思考力が養われたと

推察された。今後は，日本語力判定テストと取得単

位状況や学業および部活動での成績，その後の就職

状況等の関係性について検討する必要がある。
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対戦型スポーツのパフォーマンス構造分析

敦(大分県立看護科学大学)0稲垣

キーワード:対戦型スポーツ、パフォーマンス、ゲーム分析、査定、非線形計画法

素は Oに固定する。 Ejk (njk X 2m)は仮説モデルで

説明できない誤差行列、 pは潜在変数と総合指標の

1.はじめに

総数を示す。

一方、潜在変数や総合指標は、

本研究では、練習やトレーニング、コンディショ

ニング、作戦や試合中の采配、選手や指導者の査定

のため、対戦型スポーツのパフォーマンスに影響す

乃k=乃kHjk+ Xjk吟k+ Zjk' 

と表される。ここで、 Hjk (2px 2p) と吟k (2mX 

2p)は潜在変数や総合指標および項目が他の潜在変

数や総合指標に及ぼす影響の方向性と程度を示す未

知の重み行列で、チームおよび対戦チームに関わら

ず一定と仮定するが、そうでない場合は等価条件を

はずす。 Zjk (njk X 2p) は仮説モデ、ルで、は説明で、き

ない誤差を示す。これらより、観測データ行列は、

Xん=(乃kHjkAjk+ ZjkAjk +月k)(/-KjkAjk - Bjk)-1 

と表せる。但し、 X/k= Xjk-1μ;kで、あるo

3. パラメタの推定

Xjkiが多変量正規分布に従うと仮定し、尤度

る要因を見つけ、評価する方法を提案する。

2.基本モデル

t個のチームのうち、チームjとkが対戦したnjk回

の試合のデータ行列をめk (njk x2m) と表す。

Xjk = (Xj1k， Xk1j) 

Xjkの各行は 1試合、あるいは 1回、前半、 1ラウン

ド等に相当し、 Xj1kはチーム kと対戦した時のチー

ムjのパフォーマンスおよひ'パフォーマンスに影響

すると考えられる特性等、計 m 個の変数からなる観

測データ行列で、得点や勝敗等も含まれる。ここで

は表記を簡単にするため変数は全チーム共通とする。

戦術の評価、選手の査定等では、能力等の潜在特

性や総合指標が必要である。そこで、データ行列を、

Xjk = 1μJk +乃kAjk+ XjkBjk + Ejk' 

μjk = (μj'μk)' 巧k= (乃Ik'Fk1j)， 

凡
つ
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に基づいた最尤推定値 (MLE)を求める。上式で、

f(Xjkdμjk'吟k)= m 1 e -~(Xjki-Iljk)勾~(X片付jk) ，
(2π)τl1:jkl吉

号k= Gjk'(Ajk' Hjk'φJkHjkAjk + Ajk'lJ'jkAjk + Lljk)Gjk 

Xjk = (Xjkl>…，Xjki'…，Xjkn)' 

であり、 (}jkは母共分散行列号kを決めるμjk以外の全

てのパラメ夕、φjk、山;k、Lljk'まそれぞれFうわ Zjk、Ejkの

共分散行列、 Gjk= (1一的kAjk-Bjk)-1である。実際

には対数尤度を用いるが、代数的に解が得られない

ので、BFGS法、DFP法等の非線形最適化法でMLE

を求める。

と表わす。上式で、 μjk (2mX 1) はめk(こ含まれる

各項目の期待値からなる列ベクトル、乃 (njkX p) 

はチーム jに関する能力(構成概念)のような潜在

変数や総合指標の未知なるスコア行列であり、複数

の試合(条件、期間)で同ーと仮定する場合は、パ

ラメタに等価条件を加える。Ajk(2pX2m)とBjk(2m 

X2m)は潜在変数や総合指標および観測項目がパフ

ォーマンス等の観測項目に及ぼす影響の方向性と程

度を示す未知の重み行列で、チームおよび対戦チー

ムに関わらず一定と仮定するが、仮定しない場合は

等価条件をはずす。また、影響がないと仮定する要
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朝食摂取習慣および睡眠時聞は児童の体力水準の決定因子か?

0熊原秀晃(中村学園大学) 森村和浩原田健太郎，田中宏暁(福岡大学)

キーワード:運動習慣，小学生，身体活動量，文部科学省新体力テスト

目的

子どもの体力・運動能力は，低下傾向に歯止めが

かかっている一方で依然低い水準であることが報告

されている(文部科学省 2013).体格が向上してい

るにも関わらず，低体力である現状は，身体能力の

低下が深刻な状況であることが示唆される.文部科

学省平成24年度全国体力・運動能力・運動習慣等調

査結果 (2013)によると 毎日朝食を摂取する児童

と睡眠時聞が 8時間以上の児童では体力テストの合

計得点が高いことが報告されており， r朝食摂取で体

力が向上するJr睡眠時間が長い子どもは体力が高しリ

など朝食と睡眠が子どもの体力水準に直接的に影響

しているとする新聞記事やインターネット上の情報

が見受けられる.しかし，朝食，睡眠などの生活習

慣と体力や身体活動量の相互関係を検証した根拠は

十分にない. したがって本研究は，児童の体力水準

と運動・朝食習慣および睡眠時間の関連性を検討す

ることを目的とした.

方法

体力向上を目的とした重点課題校であるA小学校

の全6学年， 333名を対象に文部科学省新体力テス

トを実施すると共に食事と運動に関する自記式質問

紙を依頼した.本校児童の体力水準は，全国平均と

比較して高いことが事前の解析により明らかとなっ

ている.運動習慣の有無は， 6ヶ月以上にわたり部

活動等に所属している児童を「運動習慣あり Jとし

た.運動および朝食摂取の習慣，睡眠時間ごとの体

力テスト成績の比較は，文部科学省平成24年度体

力・運動能力調査で、示された各学年の平均値に基づ

くz-sco問を算出し行った.身体活動量は，子ども用

身体活動尺度(上地ら 2000)を用いて「活動量の合

計J(15点満点)を算出した.

結果

運動習慣を有する児童の割合は，男子で 58.8%，

女子で40.0%で、あった.朝食を毎日食べる児童の割

合は，男子で90.0%，女子で 88.4%で、あった. r運動

習慣ありJ群の体力テスト合計点は「運動習慣なしJ

群と比較して有意に高い成績を示し，男女共通して

「運動習慣ありJ群のシャトルランと立ち幅跳びが

有意に高水準であった.一方，睡眠時間が r8時間

以上Jと r8時間未満Jの間で、男子ボール投げのみ

有意な差が認められた.朝食を「毎日食べるJ群と

「食べない日があるJ群の聞にはいずれの項目にお

いても有意な差は認められなかった.また，体力を

従属変数，活動量の合計，運動習慣，朝食習慣，睡

眠時間を独立変数としたステップワイズ重回帰分析

の結果，男女ともに「運動習慣j と「活動量の合計

点j が有意な説明変数として採用された.

考察

A小学校の運動習慣を有する児童と朝食を毎日摂

取する児童の割合は，全国平均と同様であった.適

切な運動習慣を身に着け，一日の身体活動量を高め

ることが，体力の向上に直接的に影響することが確

認された.一方，朝食習慣，睡眠時間は体力水準お

よび身体活動量と直接的な関連性を認めなかった.

朝食や睡眠も児童の発育発達の重要な因子であるこ

とを考慮すると，それぞれの生活習慣が児童に及ぼ

す影響を正しく理解し，健全な成長を促すために運

動，朝食(食事)，睡眠のそれぞれの側面からのアプ

ローチが重要と考えられる.

謝辞

本研究の実施にご助力いただいた演地啓史氏，樋

口麻友子氏(中村学園大学栄養科学部)に深謝申し

上げます.
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小学生女子における保健指導に関する一考察

0宮嶋郁恵、(福岡女子短期大学)

キーワード k千Ij，"jf:1ιやせ願望，初経，

目的

女性の痩せ過ぎの弊容が懸念される昨今、やせ!lti旦!

の低年齢化の報告も月'1えている。この現状が今後も継

続すると附1巡ったダイエットを通して、住l!Wlllli苫に燃

がったり、 k到辰 ・出産への影響、さらには生まれてく

る子どもにも影響を及ぼすのではなU、かと懸念され

る。このようなやせ願望には、自己の身体への不安や

歪んだ体型認識なども影響しているものと考えられ

る。本研究は、思春JQI前の小学生高学年を完敗に体絡

や{炉型の自己J.{{~議、やせ願望、また、自分の体型に対

する認織と現尖体型との歪みなどのアンケート調査

結果を分析し、小学校における保健指導の1iE鎚資料を

得ることを目(I"jとした。

方法

調査J~I 日 20日年6月

調査対象福間保 C市3小さ械、女チ 269人

(5年生 141人、6年生 128人)

調査方法アンケート調査

調査項目 ①自己の身長と体重を調資し、それから

BMIを算出②初経の有無③体型認識(痩せ ・普

通・肥満) @貌実体型学校保健統計調主t方式のJI巴

満度判定より⑤体型認識の歪み(過小、適正、過大)

⑤体型願望(波せたい、太りたい、今のままで良し、)

⑦ダイエット行動(現在している ・過去したことが

ある ・これからする ・しようと思わなし、)

統計処理 SPSSPASWS凶 isticsl8.0を用い、分散分

析及びカイ二釆検定を行った。

結果

本研究で淵査対象とした C市の5年生 ・6年生の

女子の身長と体重の平均値は、全国平均値とほぼ|符i

じ体総で特に偏る対象i洋ではなかった。主fJ経を迎え

ている対象者は 20.1%で、迎えていない対象者は

79.9%であった。初経を迎えている女係長者の BMIは、

迎えていない対象者より有意に日かった。

全文t象者で、自己の体型を過大柄lIiしていたのは

14%程度であり、 2 1 %が過小~Sl~制li していた。 {本型願

望別で BMJの平均値を比鮫すると、「太りたし、J15.1 

:!:1.42、「今のままでよし、J16.8土 J.71、「痩せたし、J

19.3:!: 2.81の順に高くなり 、有芯:差がみられた。初

経を迎えたグループと迎えていないグループでは、

体盟願望に有意差がみられた (X2=17.4df.=2 p<O.OI)。

初終の有無とダイエット行動(i!s動も含む)に有意

な似l係は児られなかった。

まとめ

本研究の結果から、小学生女子の性的成熟の進行

(初経の有1!lOによって、自己の体型に関する関心

が r'，'，!Îまり、“今までの体型で良し、"と評制lí していた;~rJ

合が初経を迎えると 23.6point低下し， “痩せたい"

という願望をもっ女子が 26.9point上昇する。また、

現実の自己体型と自己認識体型の間にズレが生じて

いる。このことは、保健指導上級めて重大な問題で

あり 、適正な身長と体重のバランス、特に体重を織

成する身体組成について、その生活1的機能の重姿性

を指導することの必要性を示唆している。
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Microsoft@ Kinectによる頭部重心動揺の計測

静止立位姿勢と足踏み動作の特徴を検討

楠本欣吉](活水女子大学)

キーワード マーカーレスモーション者 γプチャ ・システム，可l部市心W:晶玉Jh1l1J. r-nti'J~身体平衡機能， rrvJn'"身体平衡機能

目 的

KinectをJlJし、たマーカーレスモーションキャプチ

ャ ・システムで身体平衡機能検査に有用なパラメー

ターとされる頭部i[¥心動指の定iik化を行いI N'ftJl::立

位~勢と足踏み切j作の特徴を検討する

方法

女性能fif者23名(年曲告=20.5i: 0.8歳，身長=158.2i:

5.4 cm， W1JI=52.1 i:6.6 kg， sMI=20.8i:2.2)を'̂'臨に

行った，'i'f~j上立位ìJi:勢はrJM JI良 と閉JlJl!で行った一方，

I己踏み切バ乍はメトロノームを用いて災なるテンポ

(72・96・132bpm)に合わせて行った頭部1JI心動指

の定jjJ;化には独自に開発した計測システムをJfJ v、た
三次元上における控除取IJの左右方向(x刺l長)，上 F

方1t.J(Y荊IJR)，前後方向(Z'JQIJ長)の品大{û立 と JI~小{庄の

遥から釦li した最大振幅を頭部重心即応iの1nf~'{ とし

た疲労を考慮して， 1回の計測H寺院rJは30秒とした

結果

左右方向において，足踏み動作はN1t止立佐状態よ

りも振幅の耳~ÎJUが認められた(開JlJl!: 2.0i:0.9，開JlIi!

2.4 i:0.9， 72 bpm: 7.5 i: 2.3，96 bpm: 6.1 i: 1.9， 132 bpm 

5.3 i: J.8 mm， F=76.4， p=.00) (図 J)下位検AEーによる多

重比較では， IJflJlli!とIJfIll良のW!(t.止立位姿勢に有;むなz::

は認められなかったが，足踏みテンポ72bpmは，

96 bpmと132bpmよりも振幅の泊加が認められた

(ともに p=.OO).

上下方向において，足踏み切IJf1'はll(IJヒ立位伏態よ

りも仮帽の的力11がl恕められた(開JlEl:0.5i:0.3， IU:JJI民

0.5 i: 0.4， 72 bpm: 1.9i: 1.4，96 bpm: 1.5i:0.6， 132 bpm 

1.5 i: 0.6 mm， F=22.4， p=.00) (図2)

前後方向において，足踏みωJ作は約止立{立状態よ

りも振幅の附加が認められた(開眼 26.6i:8.9，開H目。

29.2i:9.4，72 bpm: 105.7i:51.4， 96 bpm: 114.0i:58.3， 

132 bpm: 135.4i:63.4mm， Fヰ 0.83，p=.00) (医13)

考察

遅いテンポの足踏み動作は，左右方向の仮中高が大

きくなる特徴を示した.これは片脚立胸l時IlrJが長く

なることで，左右方向の身体重心移動を促し.Nj~f市

のlli心動指にiiliifOJした結決によるものと雑然する

さらに左右方向の身体霊心砂臣iJは，足剖iを鼎11とする

頭部の扇状反復運動を引き起こし，上下方向の振幅

にも影響を及ぼしたと抑察する

一方，速いテンポの足踏み切バ乍は，前後方向の擬

似が大きくなる特徴を示したこれは足踏み歩数の

II'lJJrJが身体の有凶主力に作川し，前)Jへの身体移動を

誘発した結果によるものと惟察する

結 論

Kinectによる買l1J'm重心動指針iJlIJシステムは，安仙I

でありながらも，自It的姿勢とY9J的動作の特徴を明ら

かにすることができた
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過去 5年聞における佐賀県の不登校生徒数の推移と取組及び成果について

画
文部科学省は不登校を『年間 30日以上欠席した児

童生徒のうち病気や経済的な理由を除き、「何らか

の心理的・情緒的・身体的あるいは社会的要因・

背景Jにより、児童生徒が登校しない、あるいは

したくてもできない状況にあるもの』と定義して

いる。 H24年度の全国の不登校者数は小学校で、

21，243人、中学校では 91，446人、高等学校では

85，883人であった。特に中学校の不登校者数が最

も多く、佐賀県においても例外ではない。佐賀県

が発表した平成 24年度の県内の不登校者数は小

学校が 131人、中学校が 675人、高等学校が 273

人であった。しかしこれらは、県内の公立小中高

等学校のみのデータで、あった。そこで、過去 5年

間における佐賀県の不登校生徒の推移と不登校対

策の取組を関係資料や聞き取り調査によって整理

し、それらの成果について検討を行ったo

圏
• r平成 26年度学校基本調査速報J

・「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関

する調査Jにおける佐賀県の状況 H21 '"'-'H25 

の 5年分(高等学校のみ H20'"'-'H24) 

-佐賀県庁ホームページ

-佐賀県庁教育委員会への聞き取り調査

圃
1 小学校の不登校者数・割合・全国比較

佐賀県における小学校の総児童生徒数は減少し

ており、平成 25年で最も少なくなっていた。しか

し、不登校生徒数は同年度が最も多い平成 23年度

と同数で、あった。在学児童生徒数に占める不登校

児童生徒の割合を全固と比較すると全国の数値よ

りは下方にあり、ほぽ同じ経過をたどっていた。

2 中学校の不登校者数・割合・全国比較

中学校も小学校と同様に総児童生徒数は減少し

ており、平成 25年で最も少なかった。不登校生徒

は前年度より 18人増加しており、割合も上昇して

佐賀大学大学院泉彩 夏

佐賀大学 栗原淳

いた。在学児童生徒数に占める不登校児童生徒の

割合を全国と比較すると、小学校と同様に全国の

数値よりは下方にあり、ほぼ同じ経過をたどって

いた。

3 高等学校の不登校者数・割合・全国比較

佐賀県における高等学校の不登校に関するデー

タは平成 24年度まで、で、あったため、平成 24年度

から遡った 5年間を集計した。高等学校において

も総生徒数は年々減少しており、不登校者数は増

減を繰り返していた。

4 佐賀県における不登校者への取組とその成呆

不登校者に対する佐賀県独自の取組としては主

に以下の 4つである。

・「魅力ある学校づくり推進事業j

・スクールカウンセラーの重点配置

.県内 NPOとの連携

・大学との連携事業「スマイルルームJ

具体的な事例としては、

・不登校の生徒数が多い中学校 15校にスクール

カウンセラーを重点配置し、その結果、重点配

置校 15校において前年度と比較して不登校生

徒数が 33人減少した。

-佐賀大学文化教育学部と連携し、支援児を大学

に招いて指導を行ったり、実習生を支援児在籍

校に派遣し、担任教諭と連携して支援児にサポ

ートを行わせることで、現在支援が必要な生徒

への指導や、実習生の指導力育成を行っている。

圏
現在の不登校支援の課題として現在不登校にな

っている子への支援整備と予防的取組が挙げられ

ている。佐賀県も不登校支援の取組をはじめ、教

育に関して非常に積極的に取り組んで、いるが、そ

の度合いは各学校によって異なる。そこで、全体

での取組と個々の取組が連携するシステム作りを

行うことが重要であると考える。さらに ICTを活

用した支援を行うことも考えるべきである。
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小学生の運動有能感と身体活動水準の関係

0森村和浩(福岡大学)，熊原秀晃(中村学園大学)，原田健太郎，田中宏暁(福岡大学)

キーワード:有能感，内発的動機づけ，身体活動，子ども

目的

小児期は，健康のための望ましい生活習慣を定着

させる重要な時期であり，小児期の身体活動は，健

全な発育や行動発達に不可欠である.しかし，子ど

もの身体活動は年々低下傾向にあり，運動時間の少

ない子どもほど体力が低いことが問題視されている.

さらに運動を実施しない子どもの多くは，運動に自

信がないなどの自身に起因する理由を多く挙げてい

る.同様らは，生涯にわたって運動に親しむ資質や

能力の基礎として運動有能感を高めることが重要で

あると指摘している.この運動に親しむ能力の基礎

である有能感を高めることは，肯定的な自己概念の

形成と身体活動機会の増大や体力向上へと繋がり，

その結果さらに高い運動有能感を得られるという循

環モデ、ルが示されている.しかしながら，運動有能

感と身体活動との関連については明らかにされてい

ない.そこで，本研究で、は小学生の運動有能感と身

体活動状況との関連について検討することを目的と

した.

方法

対象は，健康的な生活習慣を身に付けることを目

標とする福岡県A小学校の 1年生から 6年生の男女

332名の児童で、あった.運動有能感と身体活動は自

己記入式アンケートにより評価し，運動有能感評価

(岡津ら)は 12項目からなる質問の合計点を用い，

身体活動評価(上地ら)は，活動時間(体育，休み

時間，昼休み，放課後，帰宅後)について 3件法か

ら得点化した値を活動時間帯の活動状況，合計点を

身体活動水準として評価した.また，運動の状況(所

属の有無，頻度，時間)を質問紙より聴取し，児童

の身体活動量評価の妥当性を確認するため担任によ

って児童の活動状況も同時に評価した.対象の比較

には運動有能感得点を四分位に分類し，性別，年齢，

運動クラブ所属有無を共変量とした共分散分析を行

った.

結 果

体力スコア並ひ'に体育を除く汗活発な運動の頻度

と時間は，クラブ所属の有無を考慮しても運動有能

感の高い群ほど有意に高値を示した (pく0.01).教師

により評価された身体活動水準と児童用身体活動尺

度の関係、は，不活動群8.8:t1.8点，低活動群9.1

:t1.7点，中活動群9.8:t 1. 8点，高活動群 11.O:t 

1.2点と有意な関連性が認められた.また，各時間

帯の身体活動と運動有能感は，体育，休み時間，放

課後，帰宅後の各時間帯の活動および身体活動水準

において，いずれも上位群ほど得点が高いことを認

めた(それぞれが0.01).一方，昼休みの時間帯に

は，各群聞に有意な差が認められなかった.

考 察

本研究は，運動有能感と時間帯別身体活動の関連

を検討した.その結果，小学生の運動有能感は体力

スコア並びに活発な運動への参加頻度と時間に関連

することが示された.さらに，運動有能感は，休み

時間や放課後，帰宅後など体育以外の各活動時間帯

の身体活動においてもその関連性が認められた.よ

って，運動有能感は，多様な生活場面における自発

的な身体活動の獲得に関連する可能性が考えられた.
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少年剣道の指導に関する実証的研究

~競技化に進む現状に着目して~

0岩本貴光(別府大学短期大学部)，西本一雄(大分大学)

キーワード:少年剣道，勝利至上主義，剣道指導法，剣道道場

目的

全日本剣道連盟は剣道の思念として「剣道は剣の

理法の修錬による人間形成の道で、あるJとしている

が、昨今の本県で剣道を実際におこなっている現場

に着目すると勝つことに執着し過ぎた「勝利至上主

義の指導Jや「体罰事象j などが問題となり，マス

メディアに大きく取り上げられ，死亡事故にまで発

展しているケースもある.井上は剣道の指導につ

いて「他の競技は勝つことが目的であるが剣道では

勝負を争うことはあくまでも手段であり決して目的

になってはならない。Jと説いている.

本研究では，現愉随には，剣道の本来あるべき

姿，いわゆる日本古来の伝統文化としての剣道の役

割が必要ではないのだろうか考え，大分県で実際に

剣道をおこなっている少年剣士及びその保護者を対

象として剣道に対する意識調査をおこない，その実

態を明確化し，競技化に進む現状に着目しつつ，こ

れからの剣道界を支える少年剣士が初めて剣道に取

り組む場である道場での指導の在り方を考える基礎

的資料とした.

方法

1.調査対象:大分県内の剣道道場で剣道をおこな

っており，大分県小学生学年別剣道選手権大会に出

場した小学校5，6年生242名と少年剣士の保護者

401名とした.

2.調査方法:少年剣士に対しては4要因 22項目，

少年剣士保護者に対しては4要因 20項目でアンケ

ート項目を作成した.

3.分析方法:アンケート調査に関しては，質問項

目の回答に無記入がある場合は質問を無効とし単純

集計の分析をおこなった.その結果から因子分析を

おこない平均値を算出し比較検討をおこなった.

結果及び考察

剣道を始める適正年齢は，少年剣士・保護者とも

小学校低学年，幼稚園が高値を示した小学校高学

年や中学生から始めた場合，小学校低学年，幼稚園

から始めた子供と比べ稽古期間も短くなり，技術の

習得や試合に勝つことの難しさを感じているためと

推察する.また保護者に関しては，剣道を始めるに

あたり剣道は礼儀を重んじ日本特有の武道であるた

め，小さい頃から始めた方が体に剣道が染みつき早

い時期から人間的な成長を期待していると推察する.

少年剣士・保護者とも剣道の特性を理解しつつ，礼

儀を身に着けることを第一義に感じており，そのこ

とが剣道を続ける意義と感じている.少年剣士・保

護者とも剣道の良いイメージとして礼儀正しv¥伝

統文化，かっこいいが高値を示した.これは， r礼lこ

始まり礼に終わるj としづ剣道の言葉に代表される

相手を重んじる心からによるものであると推察され

る.剣道の技術向上に試合は必要と考える少年剣

士・保護者は多いが試合回数に関して保護者は「ど

ちらともいえなしリとしづ意見が高値を示した.確

かに剣道の楽しさを知る意味で「試合に勝つj とし、

うことは必要である.指導者と少年剣士・保護者が

一体となって目標を達成することは大切であるが

「どちらともいえなしリという回答が高値を示した

ことは，試合のみの人間的成長を少年剣士及び保護

者は求めていないということが推察できる.なお，本

研究は，平成26年度大分県スポーツ振興基金の助

成を受けて行なわれた研究の一部である.



112 

ソフトボールにおける攻撃に影響する守備時の諸要因

0福間七緒，八板昭仁(九州共立大学)

キーワード:ベースボール型競技，リズム，重回帰分析

目的

ソフトボールは、野球と同様のベースボール型競

技であり、攻防の状況が時系列的にはっきり分かれ

ているという特徴を有している。このような特徴か

ら、守備のリズムが攻撃へ影響すると言われており、

田淵ら (2002)は野球を対象に調査し、投手の投球

数やランナーの進塁の有無などが、次回の攻撃に影

響すると報告している。ソフトボールは、野球と同

様のゲーム形式ではあるが、競技場の大きさ、塁間

や投手と打者の距離が短い、ランナーが離塁できな

いなどといった異なる点が見られ、一般的に守備の

ミスが少なし立言われている。そこで本研究は、ソ

フトボールの守備時の様々な要因による攻撃への影

響の存在の有無を検討することにする。

方法

調査対象:九州女子トップレベルの大学・クラブと

した。

対象試合:以下の大会の10試合115イニング、で、あるo

1. 平成24年・ 25年九州|レディース大会

2. 平成24年九州地区大学女子ソフトボール選手

権大会

3. 平成25年九州地区女子ソフトボール秋季大会

調査項目:田淵ら (2002)を参考に攻撃に影響がある

と考えられる守備時の 22項目とし、対象となる試合

の全てのイニング、毎に記録した。

分析方法:記録した 22各項目を説明変数、次の攻撃

における得点を目的変数として重回帰分析を行い、

重相関係数と変回帰係数を算出した。

結果

重相関係数0.622であり、各項目の偏回帰係数は、

高い)1慎に、得点(偏回帰係数=0.692，以下同様に数値

だけを記述する)、被出塁回数 (0.341)、被得点圏

数 (0.253)ファール数 (0.251)ボール数 (0.206)

ストライク数 (0.083)打者数(0.078)短打 (0.057)

合計守備時間 (0.001)投球時間 (0.001) タイム時

間(・0.016)三振(・0.037)2ストライクまでのフア

ール数十0.041)2ストライク後のファール数(-0.062)

四死球(-0.796)被獲得塁数十0.123)投球数(・0.185)

被進塁回数(・0.212)残塁数(・0.205)長打(・0.347)

ダブルプレー(・0.735)HR (-0.779)であり得点，

投球数，ボール数，ファール数に有意な関連が見られ

た。

考察

九州トップレベルの女子ソフトボールを対象とし

て、守備時の様々な要因による攻撃への影響の存在

の有無を検討したところ、以下の 3点が示された。

1. 守備時の失点が次回の攻撃への影響が最も大き

く、田測らの野球における報告と大きく異なる

傾向が認められた。

2. HRとダ、プ、ルプレーのような単発的なプレーで

は次回の攻撃には影響しない傾向が見られた。

3. ボール数とファール数に有意な関連が見られた

ことからボールが多くなっても四球による出塁

を許さないことが次回の得点に影響することが

示された。
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バレーボールの攻撃行動における攻撃結果に影響する要因

。宮田11.全美，八板昭仁(九州共立大学).三ifli稜将(九州、|共立大学スポーツ学部)

キーワード ラリー攻撃成否数枇!ヒFI'治 1Ja'i 

目的

バレーボーノレの攻略における得点J亜科には?個人

技術能力，チーム能力， チ一ムのJ指Hi導詳J有?の古而佃価~I耐lí市I値在観や

チ一ム戦h制朴術|ト，I:i干Iなどの多{傑栄な要因が州|閲刻 t勺7していると考え

られる また，攻幣を成立させるためには'レシ一

プやトスといつた1燦睦ぎのプレ一におけるポ一ノルレコン

卜口一ノルレを正1悌l前t札似:司Kにこ行うことが必必、2安~占て

には中相目手ブブ、ロツクのd 、数やl財味H床ミブ方7のM協bノ力Jなども大きく

i拶g響響iする そこてで許本J砂研d珂f究は，流f動リ山Il(何的H内Jなゲ一ム仁司中|ド1のプ

レ一1状)丈:況の中て
I関羽わる各プレ一を調査し，結果に彩7・円ーる要因を検

示「することとした

方法

調査対象は，九州大学女子バレーボーノレリーグ l

部の上位 4チームの6試合である 各試合の攻強行

動に関わるレシーブ ・トス ・スパイタtfの場所や方

法主;の諸要因 10項目について，各攻般のすへての項

目を記録した 分析方法は，攻撃の成喜子を目的変数，

レシーブ， トス，スパイクの場所や方法などの 10

項目を説明変数として数iJlj;化理論 1J:!iによって重相

関係数，偏相関係数，各アイテムのカテコリーウェ

イトをr;t出し分析した

結よRおよび考察

数量化.IlJl論 1J仰によって算出された亙相関係数は

R=0.320であり ，攻撃の成否と攻撃行!fijlに関わるレ

シーブ・トス ・スパイク等に関わる 10項目の間に一

定水準の関連があることが示された

各アイテムのfln¥1g関係数は医11に示す通りである

高い値を示したものは「ブロック人数Jrトス質Jで

あり r攻懲場所Jrレシーブ場所Jr攻幣rJñU~J と差

はなく r攻!階方法Jrトス場所Jr凶Jrトス種類j

「レシーブ質Jのl似て、あったブロック人数」にお

いての偏相関係数は O.166であり ，h~も大きな値を

示した攻~( ;:，，"tするブロック人数につしては， 11¥ 

来る限りブロック人数を多くする必要性が指摘され

ており，相手にプレッシャーを与えることは，試合

結果を左右する(白数，2002;松;Jl.2010)ことが報告

されている 木研究においても最も攻懲の成否に影

響していることが示された トスは主にセッターの

プレーであり，セカン ドプレーのボーノレをアタッカ

ーが攻懲し易く ，さらに相手ブロック隊形を}討す一ポ

イントにボーノレコントローノレし配球することが要求

される また，セッターの トスは 「攻般の展j)fjを支

阿己するJ(深刻 .2009)と述へられており ，攻般の成否

に大きく影響する~:悶であると考えられる

Isl2は 「ブロック人数」のカテゴリーウェイ卜で

ある l人以上2人未満0)1直が大きく彩科している

ことが示された プロックに対しての攻懲は，ブロ

ジクを抜く能力，フロックアウ トする能力.1時間差

で攻める能力が求められる (宗内 ・'i1111， 1998) こ

のことから人(2人未満)のブロッカーにマーク

されても，個人の対応能力でコースの杓ちわけ，ブ

ロックを抜く技術によって攻撃を成功させることが

できたことが考えられる 2人以上のブロックでは，

負の影把:が示された アタッカーがコースの杓ち分

けやブロ ックを抜くことが困却!となったことが成功

し刻ル、結果となり成否に影響があったと考えられる

凶 3は 「トス質Jのカテコリーウェイトで.Aト

スのI師、影響したことが示された トス質は，福原

ら(199i)によるトスの判定基準を参考とし r攻撃者

が良い状態で攻懲ができるトスJをAトスと定義し

た 攻撃者が攻懲しやすい トスとは， ボーノレを打つ

ポイン 卜がたくさんあるトス(吉原.2009)である こ

のことから.Aトスは主にセッターの技制、?によって，

ボーノレを打つポイン卜にコントローノレされ，強打能

力が発事I(できる状態であったことが攻峡成功に影響

したと考えられる また.cトスは大きく負の値を

示した Cトスは「強打を打つことができず，つな

ぎだけしかできなし、トスJ と定義した ボーノレを杓

つポイントにコントローノレができず，強打能力が発

抑できない状況で返球しかできないことが，攻撃成

功に負の影響があったと考えられる

f号害問:
J:主主;ーL

図 1 民宿断担

-0.1 -0.1 0.0 似

図2 フロックカテゴリウェイト 回3 トス貨カテコリーつヱイ
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バスケットボーノレの 1対 1における

フェイントに対するディフェンス

松崎智太(九州共立大学スポーツ学部)，八板昭仁(九州共立大学)

キーワード:防御力，競技水準差，対応力

目的

バスケットボールのゲームにおけるボール保持者

の1対 1の能力は勝敗に影響する重要な要素であり、

攻撃側は様々なスキルによって対時打破を試行して

いる。また、防御側はフットワー夕、ハンドワーク

等によって対時の維持を志向している。しかし、防

御能力は、勝敗を左右する上で重要な要因であるに

も関わらず軽視される傾向にあり、特に高校生以下

の年代では、攻撃力強化に時間を割し、て指導される

場合が多く、防御を練習する時間が少ないという報

告もある。そこで防御力の完成期を迎える前の高校

生を対象として、ボール保持者の防御行動において

重要と考えられるフェイントへの対応力を調査し、

フェイント動作とデイフェンスカの関連を検言すする

ことを目的とした。

方法

対象は、 F県大会に出場レベルの男子高校生 11

名とし、レギュラ一群(以下R群)、ベンチ軍(以下B

群)、ベンチ外群(以下 O群)のレベル別に分類した口

調査方法は、ショットフェイントとドライブフェイ

ントを組み合わせた 14種類のフェイント行動を行

った後に、ショットまたはドライブを試行する計 28

種類のオフェンスのパターンを、無作為に各 3回ず

つ 1対 1を行し、ディフェンスの成否を記録した。記

録したデータを元に個人、または群のデ、イフェンス

成功回数を集計し分散分析を用いて比較した。

結果及び考察

1， 全体的なフェイントへの対応の比較では、ショ

ットフェイントに対するディフェンス成功回数

の平均値は 3回中1.3回、 ドライブフェイント

に対するディフェンス成功回数の平均値は 3回

中1.5回であり、両者に差は認められなかったo

また、フェイントの回数による差も認められな

かったo

2， 各群の全体的なディフェンス成功回数を比較し

たところ、各3回ずつの平均値はR群1.7回、

B群1.4回、 O群1.2回でR群が B，O群よりも

有意に高い値が認められ(pく0.01)、競技力とデ

イフェンスカに関連が見られた。

3， オフェンス行動をドライブとショットに分け、

各群デ、ィフェンス成功回数を比較したところ、

各 3回ずつの平均値は、 ドライブに対して、 R

群1.4回、B群1.1回、O群 0.5回であり、R群、

B群、 O群にはそれぞれ有意な差が認められ

(p<0.05)、 ドライブに対する対応力の差が認め

られた。

4， ドライブフェイント後のオフェンス行動に対す

る各群のディフェンス成功回数を比較したとこ

ろ、各 3回ずつの平均値は、 R群 2.0回、 B群

1.3回、 O群1.4回であり、 R群が B，O群より

も有意に高かった(p<0.05)oB，O群は、ショッ

トフェイント、 ドライブフェイントともに対応

力が低い傾向が認められた。
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バスケットボールにおけるオフボールスクリーンの状況判断能力

平田朋大(九州共立大学)，八板昭仁(九州共立大学)

キーワード:スクリーンプレー、競技水準、

緒言

近年バスケットボールはスクリーンプレーが有効

な戦術のひとつとして多くのチームに試行されてい

る。スクリーンプレーはボール保持者に対して行う

オンボールスクリーンと、非ボール保持者で、行われ

るオフボールスクリーンがあり、試合においては、

オフボールスクリーンの頻度が多いことが報告(日

高，2013)されている。オフボールスクリーンの成否は、

ボ、ール保持者がスクリーンを試行しているプレーヤ

ーにパスすることによると考えられる。状況判断過

程には、選択的注意、認知、予測、意思決定の各段

階があり(中川，1984)、ボール保持者には、これらの

各段階においてそれぞれの状況判断が求められる。

また、状況判断には、競技力との関連が報告されて

いるが、関連が認められないプレーの存在も明らか

にされている。そこで本研究では、オフボールスク

リーンプレー時のボール保持者に注目し、オフボー

ルスクリーンプレーに関する状況判断能力について

様々な要因との関連を検討することとした。

方法

対象は、バスケットボール部に所属する大学生67

名(男子 40名，女子 27名)である。テストは、ゲー

ムにおけるセットオフェンスの撮影を行い、スクリ

ーンプレーの部分を編集し作成した。テストは、動

画を再生し、その後に、どこでスクリーンが行われ

ていたか(選択的注意)、どんな状況だと思うか(認

知・予測)、この後どうするか(意思決定)について

質問した。テストの採点は、八板・青柳(2014)の「重

み付け方式jを参考に 4人の指導者の解答によって

行ったo分析方法は、テストの採点結果を目的変数、

性差、競技水準、ポジションを説明変数として数量

化理論 I類を用いた。

結果

折半法によるテストの信頼性係数は0.998であり、

一定水準の信頼性があると示された。数量化 I類を

用いた分析結果は、重相関係数0.47であり、カテゴ

リーウェイトのレンジは 競技水準 32.68、性差

16.37、ポジション 11.46で、あったo 競技水準のカテ

ゴリーウェイトは スタート 24.41、ベンチ 11.83、

レギュラー-6.10、未登録-8，26、性差のカテゴリーウ

ェイトは、男 6.59、女-9.77、ポジションのカテゴリ

ーウェイトは、フォワード5.62、センター-5.72、ガ

ード-5.84で、あったoバスケットボールにおけるオフ

ボールスクリーンの状況判断能力は、競技水準、性

差、ポジションのJI頃に高く、競技水準においては、

スタート、ベンチ、レギュラー、未登録の順に高い

結果となったo 性別では、男子が女子よりも高く、

ポジションにおいては、フォワード、センタ一、ガ

ード、の順lこ高かったo

まとめ

オフボールスクリーンにおけるボール保持者の状

況判断能力について様々な要因との関連を検討した

ところ、以下の2点が示唆された。

l 状況判断能力と競技水準には関連が見られ競技

水準の高いプレーヤーの状況判断能力が高かっ

た。これは多くの先行研究と同様の結果で‘あっ

た。

2. 男子が女子よりも状況判断能力が高かったo 稲

垣らは、女子は個人的技能、能力に依存してプレ

ーする傾向が強し、と述べており、本研究の対象

者は、スクリーンプレーの頻度が少ないことが

考えられる。
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九州学生の硬式テニス男子シングルスにおけるショットの傾向

0堀口淘矢(九州共立大学) 八板昭仁(九州共立大学)

キーワード:ラリー，ショットの種類，ショットコース，ポイント決定時の特徴

目的

テニスのゲームにおけるポイントの割合は、ラリ

ーによるものが多く、ラリー中のショットがゲーム

の勝敗に重要となることは自明である。これらにつ

いては、競技レベルの高いトッププロを対象とした

研究が多く、圏内の地方大学生について調査された

ものは見当たらない。九州学生の代表プレイヤーは、

全日本学生選手権において上位進出できない状況が

続いている。そこで、本研究では、九州学生プレイ

ヤーのラリー中のショットについて、世界トッププ

ロのショットの種類やコースと比較し、九州、|学生プ

レイヤーのショットの特徴を検討し、競技力向上の

ための一助となることを目的とした。

方法

調査対象は、九州学生選手権夏季大会(2013年8

月21日..........9月4日)に出場した九州学生テニス連盟

所属の男子選手 10名と ATPランク 20位以上のプ

ロ選手4名である。

調査方法は、対象となったすべての試合の 179ゲ

ームについて、ラリー中の全ショットの種類、コー

スおよびサービスコースとその結果を記録した。

分析方法は、調査したすべての項目について九州

学生とトッププロに分類して集計し、比較分析した。

統計処理については、有意水準は5%とした。

結果および考察

1. ショットの種類(表1)

ショット :ショット内容 i I トップヲロて i 九州学生

の種類に ストロ-/z.... 立04四割割引t~.~~j~ß_~!g_%!) 
!ボレ iI 35河2.0覧|)! 31ii1.4日)

ついては、 :91_二二二I2HELl-1出企:l~1
トッププ xマッシユ一旦~{旦旦lL~--.1旦旦)
ロと九州

ドロップショット 27 (1.5%!) 6! ( 0.3%) 

学生に異なる傾向が認められた。 トッププロはスト

ロークの割合が有意に高かった。

2. ショットのコース(表2)

九州学生 コース ; トッププ口 九州学生

とトップ 主豊t_______，塑4 臼QJ~_l~~翌JJ丘旦1
ノ 中央 971 ( 53.7覧)1442 ( 64.飢)

プロでは、 右側 474:( 26.2覧) 415 ( 18.飢)

異なる傾向が認められた。 トッププロと九州|学生を

比較したところ九州|学生は中央に打球している割合

が有意に高かったo トッププロはサイドでラリーを

しており九州学生はコートの中央でラリーをしてい

る傾向が見られた。九州学生はサイドでラリーする

ためのコントロールカが必要となると考えられる。

3. ポイント決定時の特徴(表3)

ポイント決定時の特徴については、九州学生とトッ

ププロに異 ポイント決定方法 トッププ白川 l 九州学生

なる傾向が 1_~1:_.___ _.__._~J~!~幽Hmpmi
エース I 158 (32.6%~)! 92: (16.5覧)

認められた。ネット i 138! ~28.5同) ! 158 i (28.4覧)

九州学生はアウトによってポイントを取得している

割合が高く、 トッププロはとエースによってポイン

トを取得している割合が有意に高かったo

九州学生はコートの中央でラリーしているにもか

かわらず、アウトによってポイントが決定している

傾向が認められた。また、ロブの多用についても消

極的な返球が多かったo

トッププロはコートのサイドでラリーをしており

それをきっかけに、エースによるポイント決定が多

く九州学生との大きな差になっている。したがって、

九州学生に必要な事は、コートのサイドでラリーす

るコントロールカを向上することによりアウトによ

ってポイント失点を減少させることが出来ると考え

られる。また、エースの数を増加させることが期待

できる。
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捕手の二塁送球動作の運動学的研究

0蒲池政人(福岡教育大学院)

鈴木淳，市丸直人(福岡教育大学)山本裕太郎(福岡教育大学院)

キーワード:送球動作野球捕手

目的

本研究では、二塁への盗塁阻止のための送球動作

を分析し、短縮すべき動作を明らかにすることを目

的とした。

方法

被験者は、K大学硬式野球部員の捕手9名とした。

撮影には、ハイスピードカメラとデ、ジタルビ、デ、オカ

メラを使用した。ハイスピードカメラ(300コマ/秒)

を用い、本塁から一塁側方に 20mの位置に設置して

撮影した。また、デジタルビデオカメラ(60コマ/秒)

を用い、被験者の後方に設置して送球の球道を撮影

した。試技としては、投手が投球したボールを捕球

して本塁から二塁ベースに向け送球させた。そのと

きの条件として、①投手のボールがストライクであ

る。②二塁ベース上で野手が捕球でき、その後スム

ーズにタッチ動作に入ることができる。 2条件を満

たしたものを成功とした。その送球動作をメディア

プレーヤーソフト(QuickTime)使用し、送球動作を①

捕球から右足接地までの時間②右足接地から左足接

地まで、の時間③左足接地から後期コッキングまでの

時間④後期コッキングからリリースまでの時間⑤リ

リースから送球到達までの時間の 5項目の送球動作

の分析し、各送球動作の時間と動作時間とおよび合

計時間との関係についてはピアソンの相関係数を算

出した。統計的な有意水準は 5%未満として、統計

処理を行ったD

結果

各局面の平均時間は、①捕球から右足接地までの

時間は 0.274:t0.070秒，②右足接地から左足接地ま

での時間は 0.l92:t0.031秒，③左足接地から後期コ

ッキングまでの時間は0.164:t0.046秒，④後期コツ

キングからリリースまでの時間 0.047:t0.006秒，⑤

リリースから送球到達までの時間 1.316:t0.l06秒で

あった。

捕球から右足接地まで動作の時間と①~④の合計

した動作時間との聞に有意な相関を示した(r=O.940、

pく0.001)。

リリースから送球到達の時間と①~⑤の送球動作

全体の合計時間との聞に有意な相関を示した

(r=O.774、p>O.05)。

ま と め

本研究では、送球動作を①捕球から右足接地まで

の時間②右足接地から左足接地までの時間④左足接

地から後期コッキングまでの時間④後期コッキング

からリリースまでの時間⑤リリースから送球到達ま

での時間の 5つの局面に分け、動作時間および、合

計時間との関係として、各局面の送球動作について

検討を行い、以下の知見を得た。

1)捕球から右足接地までの時間の送球動作の短縮

(動作時間との関係)

2) リリースから送球到達までの時間の短縮

(合計時間との関係)

以上のことから、捕球から右足接地までの動作の時

間の短縮と、リリースから送球到達までの時間を短

縮することが、二塁盗塁阻止のための重要な要因と

であることが示唆された。
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九州体育・スポーツ学会 第63回大会報告

大会実行委員長 西 本 - 1i./f~ (大分大学)

自Il63lTIJ大会は。 平成26(2014)年 9)) 12日-14円の31111iJ，別府大半。を会場にl制服された 大会の悦械を以下に報告

する

9月12日 (金)

Oプレセ ミナ一等

①九州地区大学体育辿合合同企画 「大乍体育授業における効*的な 1CT活HJの尖際J

②メンタルトレーニ ング研究会企画プレセミナー 「アサーション 1レーニ ング

-J'i己と他者を大切にするコミュニケーション-J

③第 3~事 1 ")分科会企í!!!ï

①学生企画委U会企画

「身体jj(触(ソフ トタ ッチとハードタ ッチ)ゲームを体験しよう」

「スポーツ;Ji技と指導法」

今年度は。l咋11:と同様に 4企画となった 米{I-~ J.立は大会が 3 日 II\Jに なるのでプレセミナ-~，þ も大会行耶に組み込ま

れての尖施となる

九州体育連合合同企画 プレセミナー

9月13日 (土)

0一般研究発表 (11iifi発表)22i副題

0特別訓~iví

fJ.iOfrオリンピ ック パラリノピック競技大会と大学の|則わりJ

ivi者 其 川 久 氏 (筑波大学体行系教授)

第3分科会企画

2020il'の大会に向けて 大学の来たす役~INはや'1か競技だけではなく オリ

ンピック ムープメン!として 地域文化の先日 民文化Pll~~の促進守アス

リートやボランティアの育成等 大学人に求められていることを熱くお訴され

ました

0全体シンポジウム

「オリンピ γクの光と影」

シンポジスト 相JJ;t !~氏 (九州k 子大学人[ii) fl 学部)

rl'村119と氏 ()I!l化成)

コメンテータ- : nU1 久氏 (筑波大字体育系教授)

コーデイネータ-: '1'111比剛氏 OJI)J(.f大学制JUJ大学部)

'1'111氏の行l会のもと 3名の先生から体験談などを踏まえてオリンピックや

スポーツの光と彩について発表があり。フロアからi/i発屯:，H，詰があった

学生企画
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0総会

機μ会長のJ$、拶の後 ft田JY=:大会会長(別1(.1大学学長)およひ'西本一雄大

会災行委u泌が歓迎の挨拶を述べたtf.J見事にしたがって進行された

3 lI!iiJの大会日続 学部4年生の参加可 抄uをウエプ拘松にするなどか示

認された また優秀論文1'lに松JJ;cm史氏 (他LJ砕|牢研究所) 抗手優秀発表1't

に li;iITl f!~氏 ( f<Il!lHI 学研究所)が表彰された

0情報交換会 (別l(.fn色の11ホテル)

E世μ会長のJ央拶の後 #.JJ本先生の乾相、で的制i交換・ ~H$J1の会が和やかに jlliめ

られた 能秀論文:L'lと若手俊秀発表'Uの2人のJ長揖iがあった 多くの会貝(約

78名)の11¥1出により盛会に終了した

9月14日 (目)

Oトピァクセ ッション

①Ul生労働'打認知両予防のための戦略研究 認知抜を予防する述動仮説の倹詞

② 大学体育授業の「その後Jを考える ー授業外の取り剖lみを中心にー

③ 幼児教育と小学校教育の内容に|則する 「接続研究jの方法を係る

Oスチューデントセツンヨン

「耳ot(~. リ ンピック ースポーツと社会の関係性を考えるー」

0研究推進委Jl会企幽lセァション (2013年度 研究助成対象発表)

スポーツ コミットメントを形成する袈|且について _I I-J~':'(.I~のスポーッ参加

者を対象とした検iH

荻原fhー(円本経済大学)

サッカ一選手におけるボールを蹴る方1"1の"Jqj;j拠示の布艇がポールキック動的

に及ぼす;拶科

水谷未来 (Ut民体育大学)

rl:lq:. ~1二年代における部f舌励。 とクラブチームの|則係1'1に|則する社会q:fI'J研究

立木宏樹(九州保健綿布l大学)

OWI"J分平l会シンポジウム

第I専門分科会 体育とスポーツにおける採ブJの研究ブパJミ論への実感の

HlJ題提起

t.s2. 4.(1り川分科会合同 スポーツ活動r1-1におけるm欣とその対応

m3分科会 身体接触の教育が)~)~，について

第5専門分宇l会 東京オリンピックにlilJけた選手強化について

0ラウンドテープル デイスカァション

「自己成長を促す大学体育実技授業を考える」

0一般研究発表(口頭発表) 13i同組

0一般研究発表(ポ兄タ一発表)40i副題
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総括

今年の大分大会は.発表102演題.参加者214名となり.大変充実した大会となった.発表領域もスポーツの強化.指

導法，普及.健康スポーツ.障害者スポーツ.幼児スポーツ.体育の授業づくり等多岐に渡り.研究成果が発表され，

活発な討論がなされた.今年は大学院生や学部生の参加が多く見られ.今後の若手研究者の育成という点でも有意義な

大会となった.本大会の更なる発展と実行委員会のスムーズな運営という観点から若干の課題を挙げ.総括とする.

1.申込みフォームの採用

今回も Web上の申込みフォームを採用し.作業が簡素化されたしかし発表者が参加者フォーム欄に記入してい

ない者がかなりみられフォームの改善が必要である.今回の Webシステムは.r大会参加申し込みJ用と「一般発表

申し込みJ用が分割されていたこともあり，事務管理上の支障が生じることとなった.以降. Webシステムを採用す

る際は.r大会参加申し込み」と「一般発表申し込みJを同一フォームで使用した方が良いと思われる.なお. r一般

発表申し込み」にあたっては.発表抄録をフォーム内の枠組みに記入する方法としたが.システム上の不具合から文

字化けが生じるケースがあった.発表抄録については.フォーム内に「ワードファイルを添付する」方式を用いた方

が望ましいと思われる.

2.参加費等の振込

・参加者が一人一人で振り込むことを徹底したが，依然として複数人をまとめて振り込むケースが見られた.

・事前申し込みをした人で.振り込みをしていない人がかなり見られた.

-正確な金額を振り込まない人も見られた.

実行委員会で周知を徹底したほうが.作業が効率良く進むと思われる.

また.通帳の記入に字数制限があり.大学名から入力すると名前が切れることがあり.確認に手間取った.名前か

ら入力することを徹底する必要がある.

3.参加費

発表者や共同研究者全員が納入しないと発表ができないことを徹底して周知したことで，発表者側の責任で納入す

る体制が少しでき上がった.来年もこの方針で行ってもらいたい.

なお.未納者に対して発表取り消しの手順を総務委員会等で明確にしてほしい.

4.参加申込みから一連の作業

参加.発表.情報交換会.弁当.発表抄録とすべてウェプでの入力になるので.この後の作業手順を各担当問で明

確にしておくことが必要である.

5.会員の住所の把握

大会号が40近く該当者がいなく返ってきたほとんどが大学院会員と思われるが.会員資格および把握の方法を検

討すべきである.事務局との連携が特に必要である.

6.作業全体の流れ

大会実行委員会を 5回開催し別府大学の会場校と主管の大分大学との仕事割り当てもスムーズに進められた.各

担当聞の綿密な連携が大会成功のカギになるものと思われる.

63回大会も成功裡に終了することができた.総務委員会.企画委員会，事務局のみなさまのご指導に深く感謝申し上

げる.来年は3日間大会となり.益々充実した大会になることを祈念したい.

大会実行委員長西本一雄
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九州体育・スポーツ学会大会発表演題数の推移 (2005年-2014年)

ロI開圃催年

F老衰者発表者
全体 分科会 スチ2 ーデント

助成研究 ト原ピ題ヲ民クセ、ラヲウシンョンド等、 総一般発表 ロ811;r.スター 将別 シンポジウム シンポジウム セ守ション開催場所
演題rli Jt表 発表 〈他較}員 院(大生学} 周演 演軍頭k

テ』マ 河町周歓 テーマ E質問Il テーマ演題放 テーマ演個数 テーマ 涜題歓

3 
大分 大学 24 E 3 ※1'2.. 7 2 2 2 2 3 3 41 

4・5合同

3 
佐賀 大学 65 n 36 1 3 ※1・2 5 2 3 z 2 3 3 81 

4・5合同

3 
長‘シーポル 56 却 36 E 3 ※1・2 3 I E 2 2 2 4 69 ト大学

合同

4 
久留米大 学 64 30 34 E 4 ※2・4 11 3 3 1 1 3 9 92 

合同

4 
崇媛大学 66 32 34 1 3 ※2・4 8 1 4 2 2 3 9 92 

合同

鹿児島女子
4 

59 E 3 ※z・4 10 E 3 2 4 3 82 短期大学
合同

4 
名鍍大学 80 4 ※2・4 8 1 2 1 一 95 

合同

61 却口
官・2公立

4 
59 44 15 3 ※2・4 10 2 2 一 76 

大学
合同

3 
九州共立 94 59 35 3 ※1'3. 8 Z ーヲ 3 11 120 

大学
2・4合同

4 
腕府大学 76 3 ※2・4 7 3 4 11 102 

合同
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九州体育・スポーツ学会第63回大会報告

(演題数・参加者数)

一般発表演題数

口頭

ポスター

題
一
題
一
題

寅

E
m
一寅

p
o
-
A
U
一

p
o

qδ

一

』

句

一

ヴ

t

9月12EI (金)

メンタルトレーニング 32人

九州地区大学体育連合 14人
プレセミナ一等

第3分科会 14人

学生企画委員会 9人

9月13日(上)

第1専門分科会 35人

第2専門分科会 34人

口頭発表 第3専門分科会 49人

第4専門分科会 18人

第5専門分科会 5人

特別講演 112人

全体シンポジウム 120人

市+らE‘lZb2、Z 52人

情報交換会 78人

9月14日(日)

①認知症予防 28人

トピックセッション ②大学体育授業 30人

③幼児教育と小学校教育 15人

スチューデントセッション 32人

研究推進委員会企画iセッション 19人

第1専門分科会 29人

口頭発表 第3専門分科会 40人

第5専門分科会 30人
一--

第1・3専門分科会合同 25人

専門分科会シンポジウム 第2・4専門分科会合同 30人

第5専門分科会 28人

ラウンドテープル・ディスカッション 10人

学会参加者合計 214人
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九州体育・スポーツ学会事務局ニュース (2014年度第 1号)

九州体育・スポーツ学会事務局

1. 2014年 第3回総務委員会議事録

日時:平成26年9月12日(金)16: 10--18 : 40 

会場:別府大学メディア教育研究センター 4階3946教室

出席者:磯員会長.則元副会長.熊谷副会長，吉武副会長.榊原理事長，西本大会実行委員長.中山大会企画委員.

高瀬事務局長.遠矢会計担当.東，恩納会計担当.田原庶務担当

榊原理事長の開会宣言

磯員会長の挨拶

{報告事項1
1.大会企画委員会報告

平成25年11月に第一回大会企画委員会を開催し.第63回大会の演題数目標を95題に設定した.

その後.随時メール等も利用しながら企画会議を実施した.

2.研究推進委員会報告

学会賞.研究助成.若手優秀の選考を実施した.

3.編集委員会報告

平成25年9月から平成26年8月までに 8編の原著論文. 2編の研究資料が投稿され.採択2編，不採択2編，査読

中5編，辞退 1編であった.

4.事務局報告

日本体育学会第65回大会で行われた地域連絡会議の報告がなされた.

補助金の算出方法について説明があり.九州については増額された.

学会大会のローテーションについて報告がなされ.九州地域は2018年の第69回大会の担当となる可能性がある(中

国・四国と同プロック). 

代議員選挙について，投票率の悪さが指摘された.

会員の動向について

9月2日現在の会員数は662名.入会62名 (20名転入)退会30名(転出18名). 32名の増加

会計報告

総会での監査報告は事務局長が代理で行う

予算案について.雑収入の補助金が増収となったため入会金で調整を行った.

学会賞関連の予算は現状に合わせて項目(会場校表彰)を作り予算化した.

5.第63回学会大会の準備状況について(西本先生・中山先生)

西本実行委員長から以下の報告がなされた.

4回実行委員会を開催した.

発表締め切りを延期した.

中山副実行委員長から以下の報告がなされた.

会場準備について滞りなく行われている.

カーナピで示される入口は別の場所であるため.人員を配置対応する.

6.その他

なし



126 九州体育・スポーツ学研究第29巻第 l~} 平成26.íFll 月

[審議事項1
1.第63回学会大会の直前打ち合わせについて(大会企画委員会委員長.大会実行委員会委員長)

則元副会長から以下の提案がなされた.

総発表演題数が100演題であることを学会期間中の公式見解とする.

有事の連絡経路は西本実行委員長から則元副会長とする.

発表時間の変更はせず.発表取り消しがあった場合は空き時間とする.

依頼した講演者の参加費は必要としない.

他地域の先生は年会費を必要としない(第63回大会まで). 

理事長から

学長あいさつを特別講演前に変更する.

受付について.大会参加費と年会費の徴収方法について確認された.

2.学会賞.研究助成(課題研究・一般研究).若手優秀発表賞について(研究推進委員会委員長)

資料6

課題研究と一般研究の選考経過について資料6に基づき説明がなされた.

原案通り承認された.

一般研究助成の廃止について吉武副会長から提案がなされた

(廃止の理由)

課題研究助成だけで助成の目的は達せられる.予算を圧迫している.

明日の理事会にて提案(見直し案)議題の「その他Jで検討する.

以下についても検討事項として提案され継続審議事項となった.

選考時期を大会後にできないか

若手優秀発表貨の見直しについて(継続審議)

評価者を座長にする+1名(専門の人)

3.次期第64回大会(佐賀県)の開催期日について(理事長・大会企画委員会委員長・事務局)

9月11. 12. 13日での開催を総務委員会(案)として理事会・総会で諮ることが承認された

4. 九州体育・スポーツ学研究Web公開取扱要領(案)について(継続) (理事長)

資料3

資料に基づき説明がなされ.項目 8の原稿の種類を「目次.総説・原著論文・実践研究・研究資料・学会活動報告

等.編集後記Jに修正を加え理事会・総会に諮ることが承認された

以下の点が.運用上の留意事項として挙げられた.

査読の役割分担を明確にする必要がある.

学会活動報告は大会企画委員が担当する.

編集委員会と編集担当理事を分けてはどうか.

5.第63回大会時における理事会・総会議題(案)について(理事長)

議題5の表記を修正する.

事業計画案は理事長が提案

f20l5年度研究助成について」を項目 8として追加.以下順送り

会員の動向は岡原が報告

代議貝報告は高瀬先生.資料は不要

次第の前年度会場校表彰を，今年度会場校に修正.

承認された.

6.大会時における他の外部団体の会議等について(理事長)

外部団体の会議を行う場合は，外部団体が独自に場所を確保し実施する.

意思決定のルートを明確にする(会長)

外部団体の会長が学会長に直接交渉し決定する.

以上の内容で承認された.
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7.年度会費未納者の発表取り消しの権限について(理事長)

何回かアナウンスをし総務委員会で諮ったのちに発表取り消しとする.

事務局から通知. HPにも掲示.数年後から開始する.

以上の内容で承認された.

8. その他

会計から

追加経費についての確認が行われた.

次回総務委員会

則元先生と大会実行委員の旅費を計上

磯貝会長挨拶

榊原理事長の閉会宣言

n. 2014年 第4回総務委員会議事録

日時:平成26年9月13日(土)12: 30--12 : 35 

会場:別府大学メディア教育研究センター 4階3946教室

出席者:磯貝会長.則元副会長，熊谷副会長，吉武副会長.榊原理事長.高瀬事務局長.遠矢会計担当.

東恩納会計担当.田原庶務担当

[審議事項}

若手優秀発表賞候補者について(吉武副会長)
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5名の先行委員で評価を行い.総合点と詳細で検討した結果，以下の研究発表が選出され，理事会で諮ることが提案

された.

「女性高齢者における重心動揺と水中歩行能力との関係性

~平衡能力の維持・改善に向けた水中歩行の効果的な方法論の検討--J

前田 龍(株式会社健康科学研究所)

承認された.

III. 2014年第1回理事会議事録

日時:平成26年9月13日(土) 8 : 30--9 : 40 

会場:別府大学メディア教育研究センター 4階3946教室

出席者:磯貝会長.則元副会長.熊谷副会長.吉武副会長.榊原理事長.吉田理事.小松理事.森理事.前田理事.

中垣内理事.田原理事.兄井理事.奥本理事.宮嶋理事.野田理事，池上理事 06名)

進藤顧問(1名)

高瀬事務局長.遠矢会計担当 (2名)

西本大会実行委員長

欠 席:田中(宏)理事(委任状あり)，坂下理事(委任状あり)，青柳理事(委任状あり).田口理事(委任状あり). 

田中(守)理事(委任状あり)，高橋理事(委任状なし)，中山理事(大会運営業務のため，委任状なし) (7名)
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榊原理事長の開会宣言

磯貝会長の挨拶

西本実行委員長挨拶

【審議事項1
1.学会大会を 3日間の日程で開催することを可能とすることについて【資料1) 

榊原理事長から資料 1を基に提案がなされた.

理事会の開催等を考えると，この時期に 3日間の会期は厳しい. (前田理事)

学生スタッフの動員が困難.学会が立て込んでいる(池上理事)

会場費や人件費等の運営費の増加はどうするのか(奥本理事)

現状では3日間で運営しているため規定を変更しても変わらない(則元副会長)

承認された

2.学部学生の学会大会での研究発表を可能とすることについて【資料2)

榊原理事長から資料2を基に提案された.

学部2・3年生も対象としてよいのでは.短大の学生は対象となるのか(森理事)

段階的に拡張すればよいのでは，大学院の無い大学の4年生をターゲットにすることが原点にある. (則元副会長)

発表への同席は指導教員でなくても.同じ大学の共同研究者としてはどうか(前田理事)

一般的には指導教員では(熊谷副会長)

入会登録時の.指導教員の確認手順を確立しておくべき(前回理事)

技術的に解決可能では(小松理事)

機関紙への論文投稿はどうするのか(熊谷副会長)

承認された.

3.学会誌予算の超過と機関誌抄録掲載の取り止め (2015年度より)について

榊原理事長から資料3に基づき議題4と合わせて提案がなされた

承認された.

4. Web上での掲載論文の閲覧について[資料3]

榊原理事長から資料3に基づき説明がなされた.

著作権はどうなっているのか(奥本理事)

著作権は学会が所有している(榊原理事長)

承認された.

5. 会則等の改正(案)・規則等の新設・制定(案)及び規則等の廃止(案)について【資料4]

榊原理事長から資料4に基づき提案がなされた.

1 )改正(案) (学会大会開催に関する覚書:学会大会を 3日間で開催することを可とする旨の追加)Jについて

2)改正(案) (会則:会員:学部学生に関する条項追加J(入会の手続きについて(学生会員用)Jについて〕

3)改正(案) (大会号抄録規程:大会号抄録を Web版 f九州体育・スポーツ学研究jの巻号の補遺版として公開

するため〕

4)新設・制定(案) (f学部学生の研究発表に関する申し合わせJ(案):学部学生に対して学会大会での発表を可

能とするためJ(f九州体育・スポーツ学研究Web公開取要領J(案):機関誌の Web公開に際して，必要な事

項を定めるため〕

承認された.

6. 2014年度学会賞(優秀論文賞)の選考について【資料5]

吉武副会長から資料5に基づき提案がなされた.

承認された.

7. 2014年度研究助成について【資料6]

吉武副会長から資料6に基づき提案がなされた

承認された.
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8. 20日年度研究助成について

榊原理事長から2015年度の研究助成について.一般研究を廃止することが提案された.

承認された.

以下の項目については継続課題となった.

課題研究の課題設定方法について小委員会のみで決定する現行の方法でよいのか(兄井理事)

各分野の先生が集まり設定することが望ましい(吉武副会長)

9.若手優秀発表賞の選考について[資料7]

吉武副会長から若手優秀発表賞の選考経過について報告がなされた.

10.功労賞の授与について[資料8]

榊原理事長から資料8に基づき提案がなされた.

承認された

11.名誉会員の承認について{資料9]

榊原理事長から資料9に基づき提案がなされた.

承認された

12. 2013年度会計決算(案)について【別紙資料あり】

遠矢会計担当から2013年度会計決算(案)が提案された.

高瀬事務局長から監査報告がなされた

承認された.

13. 2014年度事業計画(案)について{資料なし}

榊原理事長から2014年度事業計画(案)が提案された

承認された.

14. 2015年度予算(案)について

遠矢会計担当から2015年度予算(案)が提案された.

交通費が増額されているのはなぜか(小松理事)

事務局が沖縄にあるため(遠矢会計担当)

承認された.

15. 九州体育・スポーツ学会第64回大会について
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榊原理事長から九州体育・スポーツ学会第64回大会を 9月11・12・13日に西九州大学こども学部を会場として開催

予定することが提案された

承認された.

16.その他

特になし.

[報告事項1
1. 2013年度-2014年度現在までの活動報告

1 )総務委員会

榊原理事長から以下の報告がなされた.

年3固定例の総務委員会を開催したほか，随時メールにて各種委員会の取り扱い事項についての検討や調整等を実

施した.

2)大会金画委員会

則元副会長から以下の報告がなされた.

演題数が100演題に到達し学会の 3日間開催にともない.大会運営方法の変更があるかもしれない.

3)研究推進委員会

吉武副会長から以下の報告がなされた.

学会賞，若手優秀発表質，研究助成の選考を実施した.
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4)編集委員会

熊谷副会長から以下の報告がなされた.

平成25年9月から平成26年8月までに 8編の原著論文. 2編の研究資料が投稿され.採択2編.不採択2編.査読

中5編.辞退 1編であった.

5)学会事務局

高瀬事務局長から学会運営に係る事務作業を遂行していることが報告された.

6)その他

特になし

2.会員動向について

田原庶務担当から以下の報告がなされた.

平成26年9月2日の会員数は662名

平成25年9月15日~平成26年8月31日までの会員の動向は入会62名(転入20名)，退会30名(転出18名)であり.32 

名の会員増であった.

3. 日本体育学会の動向について

高官l事務局長から日本体育学会第65聞大会で行われた地域連絡会議の報告がなされた.

補助金の算出方法について説明があり，九州については増額された.

学会大会のローテーションについて報告がなされ.九州地域は2018年の第69聞大会の担当となる可能性がある(中

国・四国と同プロック). 

代議員選挙について.投票率の惑さが指摘された.

4.その他

特になし

磯貝会長挨拶

榊原理事長の閉会宣言

N. 2014年第2回理事会議事録

日時:平成26年9月13日(土)12: 40--12 : 45 

会場:別府大学メディア教育研究センター 4階3946教室

出席者:磯貝会長.則元副会長.熊谷副会長.吉武副会長.榊原理事長.小松理事.森理事.中垣内理事.田原理事.

兄井理事.奥本理事.宮嶋理事.野田理事.吉田理事(14名)

高瀬事務局長.遠矢会計担当 (2名)

欠 席:問中(宏)理事(委任状あり)，坂下理事(委任状あり).背柳理事(委任状あり)，田口理事(委任状あり)，

問中(守)理事(委任状あり)，高橋理事(委任状なし)，中山理事(大会運営業務のため，委任状なしに

前田理事.池上理事 (9名)

[審議事項】

若手優秀発表賞候補者について(吉武副会長)

5名の選考委員で評価を行い.総合点と詳細で検討した結果，以下の研究発表が選出され.若手優秀発表貨を授与す

ることが提案された

「女性高齢者における重心動揺と水中歩行能力との関係性

~平衡能力の維持・改善に向けた水中歩行の効果的な方法論の検討--J
前田 龍(株式会社健康科学研究所)

承認された.
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V. 2014年総会議事録

日時:平成26年9月13日(土)16: 50--17 : 55 

会 場:別府大学メディア教育研究センターメディアホール

出席者:(総務委員 :9名)磯貝会長.則元副会長.熊谷副会長.吉武副会長.榊原理事長.高瀬事務局長.

遠矢会計担当.東恩納会計担当，悶原庶務担当(2名) (学会員:47名)

高瀬事務局長の開会宣言

磯貝会長挨拶

西本実行委員長挨拶

{報告事項1
1. 2013年度--2014年度現在までの活動報告

1 )総務委員会

榊原理事長から以下の報告がなされた.
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年3固定例の総務委員会を開催したほか.随時メールにて各種委員会の取り扱い事項についての検討や調整等を実

施した.

2)大会企画委員会

則元副会長から以下の報告がなされた

i寅題数が100演題に到達し学会の 3日間開催にともない.大会運営方法の変更があるかもしれない.

3)研究推進委員会

吉武副会長から以下の報告がなされた.

学会賞.若手優秀発表賞.研究助成の選考を実施した.

4)編集委貝会

熊谷副会長から以下の報告がなされた.

平成25年9月から平成26年8月までに8編の原著論文. 2編の研究資料が投稿され.

採択2編.不採択2編.査読中 5編.辞退 1編であった

5)学会事務局

高瀬事務局長から学会運営に係る事務作業を遂行していることが報告された

6)その他

特になし

2.会員動向について

田原庶務担当から以下の報告がなされた.

平成26年9月2日の会員数は662名

平成25年9月15日~平成26年8月31日までの会員の動向は入会62名(転入20名).退会30名(転出18名)であり.32 

名の会員増であった.

3. 日本体育学会の動向について

高瀬事務局長から以下の報告がなされた.

日本体育学会第65回大会で行われた地域連絡会議の報行がなされた.

補助金の鉱山方法について説明があり.九州については増額された.

学会大会のローテーションについて報告がなされ.九州地域は2018年の第69回大会の担当となる可能性がある(中

困・四国と同ブロック)• 

代議員選挙について.投票率の怒さが指摘された.
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4.その他

特になし

【審議事項1

1.学会大会を 3日間の日程で開催することを可能とすることについて【資料 1] 

榊原理事長から資料について説明がなされた.

大会企画に変更はあるのか

3日間の開催を強要する規定変更ではない.プレセミナーは表記上無くなる.

提案通り承認された

2.学部学生の学会大会での研究発表を可能とすることについて[資料2]

榊原理事長から資料について説明がなされた.

名簿管理の煩雑さについて検討していただきたい.

提案通り承認された.

3.学会誌予算の超過と機関誌抄録掲載の取り止め (2015年度より)について

榊原理事長から資料について説明がなされた

提案通り承認された

4. Web上での掲載論文の閲覧について{資料3]

榊原理事長から資料について説明がなされた

提案通り承認された.

5.会則等の改正(案)・規則等の新設・制定(案)及び規則等の廃止(案)について[資料4]

榊原会長から資料について説明がなされた.

1 )改正(案) (学会大会開催に関する覚書:学会大会を 3日間で開催することを可とする旨の追加))について

2)改正(案) (会則:会員:学部学生に関する条項追加)(入会の手続きについて(学生会員用))について〕

3)改正(案) (大会号抄録規程:大会号抄録を Web版 f九州体育・スポーツ学研究jの巻号の補遺版として公開

するため〕

4)新設・制定(案)(r学部学生の研究発表に関する申し合わせJ(案):学部学生に対して学会大会での発表を可

能とするため)(r九州体育・スポーツ学研究Web公開取要領J(案):機関誌の Web公開に際して，必要な事

項を定めるため〕

4年生以上.医学部，薬学部への対応はどうするのか.

表記は変更せず.運用でカバーする.

提案通り承認された.

6. 2014年度学会賞(優秀論文賞)の選考について[資料5]

榊原理事長から資料について説明がなされ.2014年度学会賞対象として松原建史氏らの「自転車エルゴメータ運動

時の収縮期血圧応答から検討した安全な運動強度J九州体育・スポーツ学研究第28巻第 1号掲載を推薦することが提

案された.

提案通り承認された.

7. 2014年度研究助成について{資料6]

榊原理事長から資料について説明がなされ.2014年度研究助成対象として中須賀巧氏(福山平成大学)の「高校生

の日常的な運動行動に及ぼす体育授業における動機づけ雰囲気の影響Jを推薦することが提案された.

提案通り承認された.

8. 2015年度研究助成について

榊原理事長から2015年度研究助成から一般研究を廃止することが提案された

課題研究から外れる研究を救済する経緯として一般研究が設定された経緯がある.

吉武委員長:課題を複数設定することで対応したい.各分科会の理事の意見を反映させながら設定する.

あらゆる研究に柔軟に対応できる.全会員が応募できる助成制度であって欲しい.

提案通り承認された.
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9.若手優秀発表貨の選考について(総会時) [資料7]

吉武副会長から資料について説明がなされ. 2014年度若手優秀発表賞対象として前回龍氏「女性高齢者における重

心動揺と水中歩行能力との関係性~平衡能力の維持・改善に向けた水中歩行の効果的な方法論の検討--Jを推薦する

ことが提案された.

提案通り承認された.

10.功労賞の授与について【資料8]

榊原理事長から資料について説明がなされ.功労賞の対象として橋本公雄先生，根上優先生を推薦することが提案

された.

提案通り承認された

11.名誉会員の承認について[資料9]

榊原理事長から資料について説明がなされ.名誉会員として山本勝昭先生を推薦することが提案された.

提案通り承認された

12. 2013年度会計決算(案)について{資料あり]

遠矢会計担当から資料について説明がなされた.

監査報告高瀬事務局長から監査について説明がなされた.

提案通り承認された.

13. 2014年度事業計画(案)について[資科10]

榊原理事長から資料について説明がなされた.

提案通り承認された

14. 2015年度予算(案)について{資料あり

遠矢会計担当から資料について説明がなされた.

提案通り承認された.

15.九州体育・スポーツ学会第64回大会について

榊原理事長から九州体育・スポーツ学会第64回大会を 9月11・12・13日に西九州大学にて開催することが提案された

提案通り承認された.

16. その他

特になし

磯貝会長の閉会宣言



編集後記

今回お届けする九州体育・スポーツ学研究第29巻1号は.新編集員会になって2巻目の編集になります.今回

は， 2編の資料論文と第63回学会大会の抄録を掲載することができました.

本号の掲載論文は，資料論文2編です.また，査読中の論文は5編あり， 2号の論文の掲載数は多くなりそう

です.今回掲載の論文は.体育科教育とスポーツマネージメントに関する論文でしたが，本学の基本概念である

体育学という領域が多くの研究分野から構成される複合領域だと考えますと，今後.より広い学問分野から多彩

な論文の投稿が本機関誌の発展につながっていくと考えられます.一方.今回の学会大会の抄録に関しては.口

頭発表が35演題.ポスター発表が39演題が掲載されています.昨年度に比べ，口頭発表は減っていないのですが.

ポスター発表が減っています.今後の学会の発展においても，発表演題数の増加は必要不可欠なことであり.さ

らに，本機関誌への投稿の論文増加にもつながってくるかと思われます.そのためにも，多くの発表をしていた

だき.その内容をさらに発展させ，論文形式にまとめていただいて本機関誌へ投稿していただくことを期待して

おります.

最後になりましたが，投稿いただきました先生方，大変お忙しいところ，限られた時間で査読に御協力いただ

きました先生方には深く感謝申し上げます.

(森司朗)

編 集委員会

熊谷秋 三 ( 委 員 長 ) 背柳

田中宏暁 田中
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